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Ⅰ　理系女性ハードリング支援プログラム

2016GH 高校生シンポジウム 

2016/08/09 - 2016/08/11 
はじめに 

　 奈良女子大学理系女性教育開発共同機構では「新たな理
系教育のあり方を考え研究・実践していく」ということを
目標としています。そこで私たちは高校生自身が文系・理
系をどのように捉えているのか、文系・理系の選択につい
てどのように考えているのか、ということについて知る必
要があると考え、高校生たちの意見を直接聞くために、
2016年1月9日、「高校生シンポジウム」を開催しました。 

（文系・理系をどう考えるか（Lade science booklet 11）参照） 
　 そこでは文系・理系の選択だけにとどまらず、留学や進学、就職、さらに
はそれらの選択に影響を及ぼしている環境（高校や大学の現状）などに関し
て多くの意見が交わされました。その中には進学後に専門的に学ぶ内容や卒
業後に就く職業など、自分自身の将来に関する決断をなるべく早い時期にで
きなければ文系・理系の選択に影響が出てしまうという意見や、興味のある
学問や職業がある場合でも入試に必要な科目と学びたい科目にズレが生じて
しまい文系・理系の選択がスムーズにできないことが、などの意見がありま
した。 
　これらに関してさらに深く意見を聞くために、後日シンポジウム参加者が
在籍している各高等学校を訪れ、座談会を行いました。座談会には高校生シ
ンポジウム当日に参加できなかった人たちも参加し、 進路に関する選択をは
じめとして、高校、大学、入試などに対する高校生の自由な想いをじっくり
と聞くことができました。この座談会で出た非常に貴重な意見を残す必要が
あると思い、2016年度、２度目の高校生シンポジウムを開催するにことにな
りました。高校生たちの将来に対する想いを少しでも感じ取っていただけれ
ば幸いです。

奈良女子大学　理系女性教育開発共同機構 
船越　紫 

高校生シンポジウム 

あなたにとって 文系とは・理系とは 
~ステレオタイプとは違う！？みんなの現実と本音~ 
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文理の選択は大学や将来の職業を決める時にも大きく関わってきます。みんなが文理を
どのように捉えているのか・どのように文理を選択するのか・文理選択に関してどのよ
うな悩みを持っているのかなど、高校生たちに素直な気持ちを語り合ってもらいます。 
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2015年度　高校生シンポジウム後日座談会

　昨年度の高校生シンポジウムで出た意見に関してさらに深く話を聞くため
に、後日シンポジウム参加者が在籍している各高等学校を訪れ、座談会を行っ
た。座談会には高校生シンポジウムに当日参加できなかった人たちにも話を
聞くことができた。 この日の参加者は文系・理系の選択は既に終わっていた
が、選択の際には様々な思いがあったようだ。出てきた意見を以下に挙げる
が、文系・理系の２つしか選択肢がないことに不満に感じるという意見には
参加者の多くが共感していたようである。結局どちらかを選びはしたが納得
できていないという声も多く、自分自身の将来のために考え・迷う時間を十
分にもつことができていないという状況がうかがえた。以下、座談会の中で
出た意見をいくつか挙げていく。 

＜高校での文理選択、科目選択に関して＞ 

・本当は理系が苦手だけど、希望する職業に就くためにどうしても必
要だから理系を選択した。
・理系のほうが文系よりも勉強時間が多く必要なので、学校の勉強以
外のことにも時間を当てたいから文系を選択した。
・文理選択では迷わず理系を選択したが、生物・化学の選択で悩ん
だ。
・教科としては世界史が好きだけれど、自分が「文系」 かどうかは分
からない。
・文系を選択したけれど本当は文系・理系の2つしか選択肢が 無いこ
とに納得できていない。

＜文理に対するイメージや違和感＞ 

・文系は潰しがきかないけれど理系は潰しがきくから、迷っているな
ら理系を選ぶ方が良いと聞くことが多い。
・文理の決め方がわからない。
（教科の好き嫌い？得意不得意？将来の職業？文理診断？）
・将来が決まっている人とそうでない人で文理の分け方を区別すべきで
はないか。
・実際の入試では文系の学科でも理系科目が必要になるということが
あるのに、とりあえず文理に分けてしまうことに意味があるのか？
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　文理選択で迷わなかった人でも文系・理系と単純に二分することには疑
問を感じており、話の途中、高校や大学から文系・理系という概念を無く
すべきだという意見も出た。また高校生にとって文系・理系の選択で迷う
理由の一つとして、その先に大学入試が控えているということが大きい。
この大学入試に関しても、高校生たちからはたくさんの意見が出た。特に
試験の点数や現在行われているような面接だけで、受験者が大学の望む学
生かどうか正しく判定できるとは思えない、と、やはり大学入試に対して
も違和感を感じているようであった。 

＜大学入試に対する意見＞ 

・学力以外もしっかり見て欲しい。
…「今までにやってきたこと」を受け入れて欲しい。
（ポートフォリオ・チャリティー・ボランティアなどAO入試のよう
な形式を一般入試でも取るべきではないか。）
…例えば面接などで「考え方・生き方」について話す場がほしい。
…自分の考えを文字に起こしたものを見てもらいたい。
・「限られた時間内に問題を解く能力」を見られるのが嫌だ。
・答えが合っているかではなく、解き方・考え方が合っているかを重
視して欲しい。
・何か一つに秀でた人を合格にするのも面白いと思う。
・１つのミスで合否が変わるようなことがなければ良いと思う。
（１回だけ、1日だけの試験は良くないと思う。）

　これらの話の中では、「今までにやってきたこと」はどのように点数化
することができるのか？みんなが納得できるような基準を作ることは可能
なのか？試験の点数のみでの合否判定は公平であると言えるのか？など、
入試の公平性についても議論が交わされた。また文理選択や大学入試に関
しての不満や疑問から、大学入試の対策のために時間のほとんどを費やさ
なければならないことに対する不満もでた。それは現在高校で学んでいる
内容が必要ないというマイナスの意見ではなく、他にももっと学びたいこ
とや経験したいことがあるのにそのために時間を割くと入試で不利になっ
てしまうという意見であった。大学生活に対しても、既に同じような不安
を抱いているようである。そこでそれぞれが理想としている高校生活、大
学生活などについて聞いてみた。 

3



＜高校に関して＞ 

・高校がもっと大学のようになれば良いと思う。 
・高校での目標が「大学合格」以外にもいろいろあれば良いと思う。 
・もっと実学がしたい。 
　…選択科目 
　…フィールドワーク 
　…ディスカッション　など 
・もっと広く、それぞれの好きなことを学べる機会が欲しい。 
・もし大学受験がなければ、 
　…長期留学 
　…海外旅行 
　…部活 
　…アルバイト 
　…読書 
などに時間を使いたい。 
・好きなことをただの「趣味」で終わらせないよう、将来の職業に結
びつけるための学びの機会が欲しい。 

＜大学に関して＞ 

・文理の壁がないような環境で学びたい。 
　…学科・学部・大学を超えた授業を受ける制度があれば嬉しい。 
　…文理が混ざったような学びがしたい。 
　…海外の大学の授業も受けてみたい。 
　…目標・専門が異なる人と交流したい。 
・ディスカッションできる力を身につける授業を受けたい。 
・海外の学生と交流したい。 

　もっといろんなことを知り、経験したいという高校生の強い思いが伝わっ
てきた。今回の座談会では参加した高校生たちが互いに正反対の意見を主
張しあうこともあったが、「なるほど、そんな考え方もあるのか」と、話
し合いの中で自分とは異なる考え方を聞き、考えることを楽しんでいるよ
うに見えた。 

4



2016年度　高校生シンポジウム＠下市町 

　座談会での様々な意見の中から、今回は文系・
理系の選択にも関わりが大きい「大学入試」に
注目し、第二回目の高校生シンポジウムを開催
した。大学受験の当事者である高校生に加え、
大学受験の経験者である大学生たちが集まって
現在の大学入試に対する不満や問題点について
意見を出し合い、「大学入試の改革案」を提案
した。 

　今回はただ集まってディスカッションをする
だけではなく、農林業を主要産業としている奈
良県吉野郡下市町地域おこし協力隊の秋谷さん
をはじめとして、下市町で農林業に携わってい
る方々のご協力をいただき、奈良の自然の中で農業や林業を体験することを
通して日本社会や自然について考える機会を持ってもらった。 

　 まずは林業講座として、山や林業の現状についての説明を受けた後、実際
に山に入りノコギリや鉈、チェーンソーなどを用いて、間伐や枝打ちの体験

をした。急な斜面での作業に加え蜂など虫
も多く最初は苦戦していた参加者たちだ
が、少しずつ作業に慣れていき、途中木
を切り倒した時に広がる木の香りを堪能
するなど、はじめての体験を楽しんだ 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　その日は奈良県吉
野郡下市町広橋にあ
る「よしの広橋スマ
イルビレッジ」に宿
泊した。1999年に廃
校になった広橋小学
校をリフォームした
コミュニティ施設で
あり、雰囲気のある
校舎がこの当たりの
山と川に囲まれた美
しい風景に溶け込んでいた。いくつかの教室と体育館が入っているこの小さ
な校舎からは、木のぬくもりが感じられる。 

夜は自分たちで野菜・肉、火の準備をしてバーベキューを楽しみ、参加者同
士親睦を深めた。バーベキューには野菜等だけではなく地元の方から譲って
頂いた鹿肉も準備されていて、下市の食材を堪能することができた。 
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　翌日の農業体験は、４時に起
床・ラジオ体操から始まった。 

　早朝の収穫作業では生のとう
もろこしや、オクラの花、エゴ
マの葉などを食べることができ
た。その後、自分たちで協力し
あって朝食を作り、朝食後再び
農作業、ブルーベリーの出荷作
業をして、「農家の一日」を体
験することができた。炎天下の
中での農作業だったが、参加者
達はみんな楽しそうであった。 

合宿も二日目になると自然と参
加者同士が仲良くなり、体験中
の会話も多くなっていた。 
とくに農業体験中はブルーベー
リーを収穫しながら、参加者の
高校生同士で学校のことや受験
のことについて相談し合ってい
る姿や、高校生が大学生にいろ
いろと質問している姿を見るこ
とができた。 

　農業体験が終わると、ついに
大学入試に関するディスカッショ
ンである。まずはそれぞれが大
学入試に関して思っていること
を互いに伝え合うという時間を
設けた。今回の参加者は高校２
年生、高校３年生、大学２年生
で構成されているため、大学受
験経験者・未経験者がバランス
よく入るように２つのグループ
に分かれてもらった。メンバー
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の文理も様々である。参加者たちはそれぞれのグループでこれまでの経験や
これからの経験に対する不安を元に、大学受験の問題点について話し合った。

　 翌日は自分たちで火おこ
しから始め、味噌汁、おに
ぎり、さらに予定にはなかっ
た焼きおにぎりも作った。
前日もみんなで朝食作りを
しているので少し慣れたか
のように見えた。 

　 その日の午前中は、入試
に関する講演を聞いた。講
演では合理的配慮など入試
に関する公平性についての
お話に加え、下市町の歴史
等に関するお話も聞くこと
ができた。その後、講演で
聞いた話も考慮した上で昨
日のディスカッションの続きに取り掛かり、自分たちが考える大学入試改革
案の発表の内容をまとめた。 

　 最後は発表である。どちらのグループも話し合いで出ていた悩みや不満な
どに大きな違いはなかったにも関わらず、２つのグループが大学入試改革案
として最終的にまとめた内容は、正反対といっても過言ではないほど、全く
性質の異なるものになっていた。これには参加者たち自身も非常に驚いてい
た。 
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奈良女子大学　高校生シンポジウム

農林業体験をしながら

女子高校生が語る大学入試改革

女子高校生がほとんど体験したことがないであろう農林業を体験し，
その共通の体験をもとに日本社会や自然について考える。
そして，自分の将来を見通す中で，通過点としての，しかし重要な
意味を持つ大学入試について議論をして，講演を聞き，自分たちの
望む大学入試のあり方を提案する。

1．日時
 2016 年 8月 9日 ( 火 )～8月 11 日 ( 祝 )
2．日程 ( 予定 )
 9 日 ( 火 ) 　13：00～16：00 山へ行こう
   　18：00～  バーベキュー
 10 日 ( 水 )　04：30～15：00 畑へ出よう
   　19：00～  「大学入試に望むもの」
       グループディスカッション
 11 日 ( 祝 )　09：00～12:00 講演　小路田泰直・吉田信也
                                                                             テーマ「未来の大学入試について」
　　　  　    ディスカッション等
3．場所：吉野郡下市町
 宿泊所  よしの広橋スマイルヴィレッジ
 講演・議論等 秋津荘・明水館
4．参加費
 無料

 ■奈良女子大学 CORE of STEM
 ■奈良女子大学アドミッションセンター
 ■連絡先
 　TEL.0742-20-3266
 　メール：coreofstem@cc.nara-wu.ac.jp
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農林業体験をしながら 
女子高生が語る大学入試改革

2016年8月11日(祝) 
吉田信也(全学共通)

奈良女子大学 CORE of STEM 
奈良女子大学アドミッションセンター

「公平」って何？

はじめに
下市町は古くからの中心地であった 
この視点の変換と同様に 
幅広い視野から，多様な視点から，人
生という長い射程で，大学入試を考え
てほしい 
ということで･･･

突然ですが･･･
日本の通常学級の在籍者のうち 
学習障害(LD：Learning Disability)を
持つ児童・生徒は 
　　4.5%の可能性 
そのうち，読字障害・書字障害(印刷物
障害)は  
　　2.4%の可能性

入試は，ほとんど紙と鉛筆
知的に高い水準でも 
紙で読めない，鉛筆でかけないと 
能力や学習意欲を，きちんと評価でき
ないのではないか

14



入試は，ほとんど紙と鉛筆
鉛筆の代わりに 
コンピュータでの解答はありか？  

紙の代わりに 
読み上げソフトの利用はありか？ 

試験時間を長くするのはありか？ 

漢字が自動的に変換されるのは･･･

読み上げが不正確だと･･･

その人だけ長いと不公平･･･

教育機会の平等
センター試験
一定基準以上の聴覚障害者には，リス
ニングテストを免除する，受験上の配慮
あり 
しかし，これは 
能力評価の機会を失うことでもある

「公平」って何？
「誰でも同じ扱いを受けることが公平」
と考えると 
鉛筆を持てない人も，鉛筆で頑張れ！ 
紙の字を読めない人も，何とか読め！ 
読み書きが遅くても，速くしろ！ 
これって「公平」？

「公平」って何？
健常者だけが試験を受けるのが，暗黙
の前提の中で 
「誰でも同じ扱いを受けることが公平」
と考えると 
障害者は試験に参加できない 
教育の機会均等が保証されない

「障害者差別解消法」
2016年4月施行 
不当な差別の禁止 
合理的配慮の提供

「合理的配慮」って？
過重な負担にならない範囲で，社会参
加の障壁となることを除去するために，
必要で適切な変更や調整を行うこと 
個別の状況で，その障害のある人の個
別のニーズに基づいて，必要とされる適
切な変更や調整を行うこと

15



「合理的配慮」って？
教育機会の平等から排除しない 
出来る限り公平な機会を得られるよう
な，合意形成を図る 
そんなこと，できるの？

「合理的配慮」って？
2016年4月から東京大学に通うS君(毎日新聞より) 
センター試験・2次試験で代筆，パソコンの使用，
試験時間の延長が「合理的配慮」として認められた

入試って何を測るの？何を測ってほしい？

次期学習指導要領 
身につけたい資質・能力を3つの柱で明
確化する  
[1] 知識・技能 
[2] 思考力・判断力・表現力  
[3] 学びに向かう力・人間性の涵養

入試って何を測るの？何を測ってほしい？

[1] 知識・技能  
[2] 思考力・判断力・表現力 
[3] 学びに向かう力・人間性の涵養
どれを測ってほしい？
人間性って測れる？
「公平」に測れる？

例えば
iPEN 1

生活環境学部

探究課題
出題

講義 実験

実習

文学部

1 日～2日間で
アクティブラーニング・
ワークショップ形式にて
学ぶ様子を観察して評価

理学部

レポート

講義 実験

実習

レポート

講義 作業

議論

課題探究 (1 週間 )

発表・口頭試問

レポート

選抜の 3要素の
短期的側面からの
評価・選抜

模擬授業
多量の資料を読む

レポート作成
小論文作成

面接 ( 集団・個人 )

iPEN 2
iPEN 1
模擬授業

多量の資料を読む
レポート作成
小論文作成

面接 ( 集団・個人 )

16



iPEN 1
模擬授業

多量の資料を読む

2

レポート作成
小論文作成

面接 ( 集団・個人 )
生活環境学部

探究課題
出題

講義 実験

実習

文学部

1 日～2日間で
アクティブラーニング・
ワークショップ形式にて
学ぶ様子を観察して評価

理学部

レポート

講義 実験

実習

レポート

講義 作業

議論

課題探究 (1 週間 )

発表・口頭試問

レポート

選抜の 3要素の
短期的側面からの
評価・選抜

iPEN 2

講義 実験

実習

理学部

レポート

探究課題
出題

課題探究 (1 週間 )

発表・口頭試問

17



こんな入試にして！
先の例のような入試ってあり？ 
「公平」な入試ってある？ 
幅広い視野から，多様な視点から，人
生という長い射程で考えて，大学入試
を提言してほしい

参考
2016年版「障害者白書」 
全国の身体・知的・精神障害者 
860万人(国民の6.7%) 
多い名字の1位～5位である  
　佐藤，鈴木，高橋，田中，渡辺  
の合計780万人より多い！

ご清聴ありがとうございました

18
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　 今回のシンポジウムでは自分達の望む入試改革についてディスカッション
を行った。私たちのグループでは、具体的な入試案をまとめるというより、
現在の入試に対する不満や問題点、それに対する改善策について話し合い発
表したため、それをまとめた。また、入試について考えるなかで、現在の高
校または大学のカリキュラムについてまで議論があったため、それも、付け
加えておいた。 

・国公立試験と私立試験の日程を近くした方がよいと思う。 

推薦と私立は楽というイメージがあるのは、国立よりも私立、推薦の試験
日が早い事も理由のひとつだと思う。そういう考えをなくし、同じ受験生
として最後までみんなと受験を乗り切る、という点に関して、国公立、私
立の試験日程を近くした方がいいと思う。 

・卒業式の日程を変えてほしい。 

卒業式の後も試験が残っていると、晴れて卒業できにくいと思う。卒業式
後の打ち上げなど、試験が残っている人たちの中では参加できない人もい
るだろうし、そういうことなどを考えると卒業式は全ての試験が終わって
から、卒業式を挙げるほうがいいと思う。 

・指定校推薦はずるいのではないか。 

本来の目的は生徒の人間性や高校生活をよく知った先生が推薦することで、
人間性や個性、学校生活をみることができるという利点を持っている。し
かし、今は出願基準ギリギリの成績をとった生徒が指定校推薦で合格して
いる。学校で定員が決まっているため早いうちに言いふらした方が得や学
部が被ったことがわかると気まずくなるなど人間関係にも影響する。実際
に他校ではライバルの成績を下げるためにテスト前に教科書を隠すという
事件も起こったらしい。指定校推薦をもっと厳しくして本来の目的にもど
す必要がある。また、指定校推薦のように高校単位で定員を決めることを
やめ、大学が全国に募集をかける形に変えていく。 
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・受験する大学を自由に選べない 

自分が行きたい大学があっても、受験方法が決まっており受験校が自動的
に絞られてしまっている。推薦で行きたいと思っていても一般入試でしか
募集していない又は推薦の枠が少ないなどで諦めなければいけない場合が
ある。 

また、推薦の定員を多くとる学校の場合は勉強を頑張ってきたが推薦の条
件を満たしていなくて諦めなければいけない場合もあると思う。 
その対策として推薦何名、一般何名と決めずに推薦と一般の全体で定員を
決めればいいと思う。 

・センター試験について 

大学入試について考えるにあたって、センター試験についても話し合った。
その結果、センター試験は必要であり、形式も現在のままがよいとの結果
になった。高校までの学習で身につけた知識を測る試験は必要であると考
えたからだ。 

大学入試を少数の分野に特化した問題にしてしまうと、高校での学習にも
偏りが生まれ、一般教養がしっかり身につかないまま大学に入るという問
題がうまれる可能性がある。それを避けるために、センター試験のような
幅広い教科の試験が必要であると考える。 

また、大学に行きたいと思っていたら高校の勉強も頑張るはずであるため、
その点数を意欲があるかどうかの判断材料にもできるのではないかと考え
た。それに加えて、マーク式であれば記述式と違い採点が採点者によらず
公平であり、数値として点数がでるのでわかりやすいと思った。 

  
進路選択にあたって、大学で始めてふれる心理学や哲学などの分野につい
ては、高校生の時点で興味や適正の判断ができないのではないか、という
問題があった。そこで、高校生活で主要教科以外の授業を意識的に取り入
れることが必要であると考えた。 

・ワンクッション案 

センター試験は高校で学習した内容を問うものとしての試験だという形な
ので、文理を分けた大まかな学部を受験したあと、大学の授業とはどうい
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うものなのか、高校の授業との違い、本当に自分の興味のある分野は何な
のか、などを見つけるために、一年間ほど様々な学部に触れる期間が必要
だと考える。それが「ワンクッション案」である。 

大学入学から一回生の間の一年間ほどは、学科まで細分化された自分の専
門分野の講義のみしか「専門の講義の枠」として受けることができないの
ではなく、（もちろん基礎科目は受けなければならない）様々な分野の講
義を選択して受けることができるようなシステムにするという案である。 

なお、二回生のときには学科に分かれるため、(希望をとって、予定人数
を超えれば試験を行う)試験での成績を維持する事が求められる。この案
のメリットは、先程の大学と高校の授業の違いや興味を見つける機会にな
ることと、成績の維持に努めることができることに加えて、自分で「選択
して」専門分野の講義を受けることができることである。 

これは、高校生の頃から自分が最も勉強したいことにふれてきた人、それ
が明確な人、例えば国語や数学などの学問を追求したい人たちにとっては、
自分の興味や研究の対象がわかっているため、その時間をすべて専門にあ
てることを可能にする。 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レポート 

H I 
１、林業体験 

　 何もかも初体験で、本当に楽しかったです。木を育てるために木を伐採し
ているのは知っていたけれども、実際に体験をしてみると力仕事ばかりで、
林業に関わっている人は思っているよりも大変だということが身にしみまし
た。芝刈りは、やっていくうちに楽しくなってやめるのに苦労しました。草
刈り機は思った以上に重たいうえに、使っている時の振動はずっと続けてい
たら、痩せることができるのではないかと思うほどでした。縄あげ、あれは
本当にプロの仕事なのだと思いました。上がるまでやり続けてみたいです。
チェーンソーは、私の残っていた体力を、ほぼ奪いました。でも一番、貴重
な体験ができたと思います。お土産としてもらった檜のコースターは、サン
ドペーパーできれいにして、大事に使っています。 

２、農業体験 

　朝の4時に起きるなんてテスト期間でもないと思うぐらい早かったです。お
まけに、思っていたよりも寒かったです。風邪をひくかと思いましたが、獲
りたてのトウモロコシをお腹いっぱい食べることができたのは、自慢話にで
きそうです。またそれ以上に、ブルーベリーの収穫が本当に嬉しかったです。
私はブルーベリーが大好きなので、収穫しながら好きなだけ食べることがで
きて、袋詰もすることができるなんて、これ以上ない幸せでした。おまけに
お土産としてもらえることもできて家族でおいしく食べました。すだちの収
穫の時は、人の身長では届かないような高い所にあるすだちは、どうやって
収穫するのか疑問に思いました。農家のみなさんの1日をきいてみると、
１ヶ月ぐらいはできそうですが、それ以上は無理だと思います。 

３、シンポジウム 

　 大学の先生方から、色々な話をきくことができてよかったです。下市が日
本の中心であることには驚きました。私も田舎だと思っていた1人なので。
障がい者についてのお話は、今まで2回話し合いをしてきた中で、1回も頭に
浮かばなかったキーワードなので、あらためて大学入試の改革について議論
するのは、難しいことだと実感しました。私が参加したA班では、奇抜とも
いえる大学入試の提案があって面白いと、自分自身でも思ってしまうほどで
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した。それに対してB班の提案は、A班とは真逆の考え方で、同じテーマにつ
いて議論しているのに、これほど結果が変わるものなのかと驚きました。2

つのグループの意見を聞いて、私はA班の入試を受験したいと思いました。 

 

４、全体を通して 

　 本当に楽しかった2泊3日だったと思います。奈良女の人とも仲良くなれた
と思います。同じ班だった人とは、今でもLINEでやりとりするほどです。そ
して色々な話ができて盛り上がることができて楽しかったです。The青
春！！という感じができた気がします。私は下市口に着いた時から、「川で
遊びたい！」と友達にずっと言っていたし、宿泊する場所の縁側を見た時「縁
側でスイカ食べたい！」と言っていたら、全部叶いました！ 
流れ星を見る前だったんですけれど・・・農林業体験は、ほんとうに貴重な
体験ができたと思います。今回のプログラムに参加していなかったら、一生
できなかったのではないかと思います。ブルーベリー狩りやすだち狩りは聞
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いたことがないので。農家の方々が、秋の柿の収穫になったらお手伝いに来
てほしいとおっしゃっていましたが、ぜひお手伝いしに行きたいです。シン
ポジウムは3回目でしたが、今までよりも自分の意見を多く言うことができ
て良かったです。内容も今までよりも濃くて、大学入試を体験した大学生の
意見もあったり、自分達が納得できる大学入試ができました。もし来年もあ
るのだったら、受験生ですが参加したいです！本当にありがとうございまし
た。 

T N 

　 林業体験は今までやったことがなかったのでとても面白かったです。薪割
りやチェーンソーを使って木を切ったり、縄を木にかけたりするのはこれか
らもできるかわからない体験だったので貴重な体験が出来てよかったです。
生のトウモロコシや、採れたてのブルーベリーを食べることが出来て嬉しかっ
たです。草刈り機に乗せてもらったり、下市の人が優しくしていただいたお
かげで楽しく貴重な体験が出来ました。 
 
　下市に来たときは田舎だなというイメージがありましたが、小路田先生の
お話を聞いて100年くらい前までは下市が中心だったんだと知って少し驚き
ました。お伊勢参りで通っていたとか、ちょうど真ん中にあるとか、中心だっ
た理由がとても興味深かったです。この講演を聞かなかったら、下市の歴史
を知ることもなかっただろうなと思います。 

　 今回のディスカッションで私の班は、入試は今のままが1番いい。という
結論になりましたが、A班の発表をきいてとても面白くていいなと思いまし
た。特にいいなと思ったのはセンター入試が、9月、10月、11月と3回あるの
はいいなと思います。二次試験も、サバイバルとか入試でない感じがいいな
と思いました。私は、新たなことに挑戦しない方がいいと思っていましたが
思いきって新しいことを取り入れて挑戦していくのもいいなと感じるように
なりました。 

28



N Y 

　今回林業や農業を体験し、多くのことを学びました。例えば、人は体を動
かすことが良いということです。なぜなら今回の体験のなかでは、普段そこ
まで美味しいと思わないはずの水がジュースよりおいしく感じ、嫌いな食べ
物もおいしく食べられたからです。こうすると栄養も偏らず日々楽しく、健
康的に生きれるのだろうということを実感しました。 

　他にも、人間も動物なのだと言うことを実感しました。私は虫が苦手です。
なので初日の昼（林業体験中）は、すごく気を張っていました。しかし夜に
なって慣れたのかあまり気にならなくなり、二日目には虫は自分の一部のよ
うだと思うようになっていました。 

　 そして今までの私の林業に対するイメージが、大きく変わりました。林業
はただ木を消費していくものだと思っていましたが、それだけではない、林
業は決して悪いものではないのだということを知りました。 

　 シンポジウムの話し合いでは、様々な意見を聞けてためになったし、楽し
かったです。そして何かを変えることや、何かが変わるときが楽しいことを
知りました。また、今現在ある「技術」の大切さを知りました。私は、将来
この地球上から消えてしまいそうな生物を助けたいと思っていて、小さいこ
ろからそれが出来るのは、獣医だと思っていました。ですが大きくなるにつ
れて、その他にも方法はないのかと考えるようになりました。そのきっかけ
は獣医の人に「私たちは動物とうまく生きていくのをサポートしているんだ
よ。」といわれたときでした。 

　動物と生きていく方法はケガや病気を治すだけではないのだということに
気づかされましたが、いろいろなことを調べ・知っていくにつれて、人間は
自然を破壊していたんだということも知りました。その時から、私はどうす
れば良いのかと悩みはじめました。獣医以外の道も獣医という夢も、本当に
動物のためになっているのか考えました。今だに答えはわかりません。です
が今回の体験で思いました。とにかく頭と体を使って考えようと、そして今
の自然を社会を知ろうと思いました。 

29



Y T 
　日本の林産業の状況がこの体験でわかりました。あの場で体験をさせて下
さった林業の方々の中に若い人がいなく、年配の方々が重い木を扱うなどの
体力が必要な仕事をしていること。なぜ若者がこの仕事をしないのか、日本
の林業界についてもお話を通じて知ることができました。 

  
　 農作物の多くは外国産に頼っているということは、今までは聞くだけでし
たが、今回ブルーベリー収穫やトウモロコシ収穫などを体験して、頼ってし
まう理由や大変さがわかりました。トウモロコシ収穫では、無農薬で体に優
しいというメリットがありますが、その分収穫する際にそのトウモロコシが
美味しいからこそ、虫が湧いて食べれない物が多かったりしました。収穫す
る数が少ない日本に対して、外国産を批判する訳ではありませんが、安定し
た収穫を実現するためにはどれだけの農薬を使う必要があるんだろう、と怖
くなりました。 

　今までは下市町の名前すら知らなくて、なぜ今回は下市町という町へ行く
のだろうと疑問に思っていた部分はありましたが、かつて栄えていた町だっ
た事、それと柿の葉寿司、赤福餅が産まれた理由なども知ることができ、学
べた事が多かったです。  

　 今まで大学入試改革について考えてきましたが、学習障害の人達の事につ
いてのお話が、また新たに考える事についての種を頂けたかなと思います。
その事などについても、またみんなで話せたらなと思いました。大学受験に
一番身近にいる人達は、やはり不安や改善点などが沢山あるんだなあと思い
ました。私達2年生では出てこなかったアイデアなどを、3年生は持っていま
した。そして、何事に関しても疑問を持って自分なりの答えを持っている友
達や3年生、大学生の人達はすごいなあと思いました。何か話題が出たとき
に、すぐに自分なりの意見を整理して発言するなど、私にはまだまだ足りな
い部分があるということを今回教えて頂いたように思いました。今回参加さ
せて頂いたシンポジウムは、思っていた以上に楽しく、学べる事も多い、貴
重な3日間だったと思います。さらに今回は大学入試改革についての話し合
いだけではなく、農業・林業体験や、他校の他学年の人達と2泊3日過ごすと
いうとても充実した経験もできて、今回本当に参加してよかったなと思いま
す。 
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Y N 
　 今回、奈良女子大学のプログラムに参加させて頂くチャンスをお与えくだ
さりありがとうございました。私は、今までのシンポジウムでは自分たちの
意見が今後の大学入試改革の参考になるとあまり実感することができません
でした。しかし今回の合宿を通して自分よりも遥かにたくさんの経験と意見
を持っている高校三年生の方々、そして大学生の方々と協力しあって、今ま
で自分のしたことのない林業や晩御飯でのBBQなどの濃い時間を過ごすこと
ができました。このことによって、自分の凝り固まっていた考えから抜け出
し、非日常的な、よく言えばとても「ファンキー」な考えができ、自分自身
でも驚くくらいでした。 

　 この合宿が終わり、いつものようにテレビのニュースや新聞そして何気な
い会話で大学入試の話題が出るたび自分の脳や体が無意識に反応するように
なりました。そのような現象は私の人生ではまず起きたことがなかったので
すが、ここ最近なぜ無意識に反応するのか考えた結果、やはりこの合宿を通
して聞いたお話や、経験したこと、そしてディスカッションなどが私を「本
気」にさせてくれていたんだなと思いました。私自身、もともと飽きっぽい
性格で100の経験をしても本気になれる物と出会える確率は0.45くらいなので
すが、下市町の方々と奈良女子大学の方々が考えてくださったプログラムで
私は最高の友と思い出、そして今までになかった感情を見つけ出すことがで
きました。今では、学校などで大学入試の話が出るたび今回一緒に行ったプー
ルのメンバーと顔を合わせ「この話を確かおっしゃっていたよね」などの会
話をすることが多くなりました。シンポジウムで聞いた「大学教授という職
種は誰にでもなれる、だから大学をランキング付けしたところで必ずしも上
位の大学がいいとは限らない。どこにどのような人がいるかわからない。」
という話と同じで、私が去年の12月のシンポジウムで初めて同じ高校からの
参加者のメンバーと顔合わせしたときは、まさかこのメンバーで大学入試の
話について意見し合えるほどの仲間になるとは思っていませんでした。この
プログラムは私たちに今まで見たことのない未知の世界に連れて行ってくれ
たと同時に、運命の一部分を良い方向へと変えてくれたのではないかと思い
ます。本当にありがとうございました。 
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M O 
　 私はこの高校生シンポジウムを通してたくさんのことを学びました。農林
業体験は、普段私たちが受けている高校の授業のような講義型ではなく、実
体験を通して学びました。そのなかでも、一番私が参加して良かったと感じ
たのは、農家の方の一日のタイムスケジュールで私たちも農業を行ったこと
です。このタイムスケジュールは、普段の私たちの時間の過ごし方と全く違
い、朝4時起きを達成したときはとても大きなことを成し遂げたように思い
ました。しかしそれは農家の方にとっては日常的なことだと言うことを思う
と、つらさを実感しました。林業もそうでしたが、朝早くからトウモロコシ
を収穫したり、炎天下のなかブルーベリーを摘み、袋詰めしたりと、大変重
労働であることを身をもって知りました。しかし、これだけ普段はしない大
変な仕事を一日したにも関わらず、とてもこの3日間は充実していたように、
私は思います。朝早く起きてラジオ体操をするまで朝の空気がこれだけおい
しいということも知らなかったし、自分たちの収穫したものがどのくらいの
お金になるのか経験するのも初めてで、充実したと感じたのは毎日が新鮮だっ
たからと思います。高校三年生で、受験期という切迫した時期だっただけに、
広い視野をもつ体験ができました。 

　 新しい入試改革についての話し合いは、参加したメンバーがそれぞれに考
えていたことを出しあったので、同年代の人が今の入試制度についてどのよ
うに考えているか知ることができました。入試制度について考える際、一番
大切なことは「国が求める学力とは何か」だと考えます。これをしっかり決
めなければ入試改革をしても、必要な人材を育てることは難しいと思います。
表現力などのように抽象的な言葉ではなく、具体的な言葉で定義付ける必要
もあると考えます。 

　私のチームでは「セーター試験は必要」という結論になりましたが、私自
身はなくてもよいと考えています。入学試験を二次試験のようなものだけに
して、そこに高校で学んだ知識と、これから必要とされている表現力などの
要素を組み込めばいいと考えます。Aチームの二次試験に近い形式です。 

　 Aチームの案はとてもユニークで魅力的に感じました。一方で、推薦入試
に関して、指定校推薦なども、評定平均だけでなく、本当に学校側から推薦
できるような生徒であるのかを試す試験は必要だと思います。例えばそれが
面接などであった場合は、点数によって決まるのでなく、人が判定すること
になるので、これは考えていかないといけない問題だと思います。 
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A Y 
　正直今回の高校生シンポジウムを案内された時は行きたくない気持ちでいっ
ぱいだった。2日目は朝の4時起きだし、農林業だらけのプログラムは虫と太
陽が嫌いな私にとって苦痛でしかなかった。そもそも大学入試を語るのに何
故田舎で農林業しなきゃいけないのか？と思いながら、当日は下市町に向かっ
た。しかし、結論からいうと私が一番今回の高校生シンポジウムを楽しんだ
のではないかと思うくらい充実した三日間で、最終日は帰るのが辛かった。 

　 農林業をしていて思い出したことだが、小学校低学年の時は制服を毎日泥
だらけにしながら虫取りをしていた。いつからインドア派になったのかは思
い出せないが、久々に自然の中で体を動かしていたら「やっぱり楽しいなあ、
大切だなあ」と思えた。秋谷さんがなぜ都会暮らしをやめて下市で農業など
をしながら暮らしているのか、少しわかった気がした。秋谷さんという人と
出会えたことは私の人生に大きな影響を与えた。最後の秋谷さんの言葉を聞
いて、自分の個性を生かして、自分にしか出来ないようなことをしたいと改
めて思った。進路がぶれぶれの私でも最終的に自分の敷いたレールに乗るこ
とができたらいいんだと思うことができた。 

　林業は私が想像していたものと全く違った。山に入ると涼しかったし、うっ
そうとしている感じではなくきれいに整頓されているという印象を受けた。
またハチは動かなければ襲ってこないと聞くが、実際に体験することで、本
当なんだと実感できた。林業体験では、巨大な木を倒すときは周りを確認す
る必要がありとても危険な仕事であること、機械での作業が多く木を切るの
は本当に一瞬であることなど、改めて知ることや驚くことが多くあった。そ
して、私たちが作業しやすかったのは手入れされているからであって、林業
に携わる人が減れば減るほど山は荒れて、林業再開も難しくなるのだろうと
考えた。 

　 やはり農業の早起きは辛かった。少し早起きして働くだけでこんなにも一
日は長く感じるのかと思った。収穫直後のトウモロコシやえごま、オクラの
花びらなど普通では食べられないものを食べるという貴重な体験が出来て良
かった。農業も林業もどちらもすごく楽しかったし、またしたいと思えた。
しかし、これらを仕事として毎日するとなると嫌だなとも思ってしまった。
天候などによって収入が大きく左右されるし、何よりも暑い。しかし私たち
が生きていく中で必要な衣食住のうち食べることと住むことという大きな二
つを担っているのが農業と林業である。これらの仕事無くして私たちは生き
ていけないので、私たちが将来農林業などの仕事に携わることはもちろん、
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違う方向からも、科学技術や行政などで間接的に携わることも必要だと感じ
た。誰かがしてくれると考えるのではなく、自分自身が常に問題意識を持っ
ておくことが、日本の農林業を守る唯一の方法だと思う。 

　 大学入試改革についてのディスカッションではＡとＢ二つのグループで意
見が全く違っていて驚いた。私のグループであるＢグループはどちらかとい
うと保守的だったが、Ａグループはサバイバルテストを入れるなど斬新で楽
しい内容だった。大学入試について話し合っていたはずが、日本の教育問題
や大学に通う意義という話題にまで広がったことが印象的だった。入試は大
学が提示したものに従うしかないという考えしか持っていなかったから、私
たちが改革を考えるということにかなり戸惑ったが、みんなと話し合ってい
くうちに不満や改善すべき点をたくさん見つけることができた。 

　大学入試改革は、今私たちが話し合ったところで私たちに見返りがくるわ
けではない。農林業や田舎の高齢化の問題だってすぐに結果が出るものでは
ないけれど、私たちが今考えて行動しないと何も始まらないし解決しない。
よく考えてみれば世の中そんな事ばかりだと思う。高校生シンポジウムは本
当に楽しいことばかりだったけど、その中で学んだことや得れたことは沢山
あるし自分の可能性にも気づけたから、これからも私ならではの個性を発揮
して頑張りたいと思った。 
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A M 

　初日の林業体験では大変貴重な経験を積むことができました。私は山に囲
まれた田舎に住んでいて小さい頃から木と触れ合う機会は沢山あったので、
山に入ることに対して全く特別な感じがしませんでした。しかし、仕事とし
て林業に向き合っている地元の方々に実際に教えてもらいながら経験するこ
とで、切り立ての檜の木の香りや、木を1本倒すための準備など、新しいこと
を知ることができました。また、地元の方々は、簡単なことのように作業し
ていることも、実際は凄く力が必要だったり、素人では全く上手にできなかっ
たり、林業の大変さを身をもって感じました。 

　 次に農業体験では生のトウモロコシを食べたことが1番印象に残っていま
す。少し渋いような感じもありながら、みずみずしくて、大変甘みが強く、
とても美味しかったです。採れたてでないとトウモロコシは生で食べること
が出来ないということで、農家の人ならではの味わい方を楽しむことができ
て良かったです。ブルーベリー摘みでは、一生懸命取り組み、沢山摘むこと
が出来たと思い、満足度を感じていました。しかし、私の摘む能力では、バ
イトとしても雇えないくらいだということだったので、農業は厳しいと思い
ました。 

　 大学入試について2班に別れて話し合ったときに、私の班は、個性を見る
べきだという意見と楽しい入試にしたいという意見が主にでました。私は、
入試というものは苦しいものであり、個性より能力を見る方が大切だと思っ
ていたので、この二つの意見に驚かされました。確かに勉強ができるという
ことが必ずしも社会の役に立つということに直結するわけではないので、知
能だけを人間の価値として振り分けることは出来ないと思いました。大学入
試というものは、その後の人生を左右すると言われるほど重要なものである
ので、楽しいだけの入試は良いとは思いませんが、楽しい要素も組み入れる
ことは良いかもしれないと思いました。入試はよりよい学生を入学されるた
めに行うことでありますが、今の制度では本当に大学に入ってからも意欲的
に勉強をする学生を選べているとはいえないと思います。大学入試で力つき
たり、推薦で受かったために真剣さがたりていなかったり、大学に入ってか
ら遊んでしまっている人がいるという話も聞きます。知能だけでなく、勉強
への取り組み方など様々な面を測ることでそういったことをなくしていけた
らいいと思いました。 
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Y S 

●見るもの全てが新鮮● 

　私は奈良県在住でありながらも下市町に訪れたのは初めてだったので豊か
な自然に驚きました。自分にとっては非日常的な空間のはずなのにどこか懐
かしさすら感じさせる下市町で三日間を過ごしたことはこれまでにはない貴
重な時間でした。初日に早速林業体験をさせていただきましたが、最初に山
を登る途中で既に未知なる経験への不安が芽生えていました。右手にはのこ
ぎりという凶器にもなり得るものを持ち、急勾配の地面を登る恐怖は普段の
生活で味わうことがまずありません。しかし同時にそのような状況を楽しん
でいる自分もいました。林業の様子を実際に見たのは二回目ですが、初めて
見たのは小学生のときだったので、文字通り「見る」のみで自分自身との関
わりを実感する程ではありませんでした。しかし今回、危険と隣り合わせに
なりながらも自らの手で木を切り、電動草刈り機を使い、チェーンソーで切
り倒すという一連の流れを体験させていただいたことで、自分の存在と林業
が初めて結びつきました。木を原料とする物に囲まれて生活しているにも関
わらず、完成した製品の姿しか目にしないためこれまで過程を考える機会は
ありませんでした。自分の目で木が切られ、皮を剥がれる場面を見て、木か
ら製品になるまでの遠さを感じました。また、現代はモノがあふれる豊かな
時代ですが、木を見ているとそれらの資源は全て有限であるという、当然で
ありながらも忘れがちな事実を思い出させられました。大紀農園さんでのブ
ルーベリーやすだちの収穫体験では、これほどの時間を費やして収穫しても、
これだけしか採れないのか、というある種の「割に合わなさ」を感じるとと

もに農家の方への尊敬の念を抱きました。生活リズムも私たちとは大きく異
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なり、生業とするには非常に根気のいる仕事ですが、必要不可欠な仕事です。
どんな食べ物を食べるにしても常に感謝しようと思いました。林業や農業に
後継者となる若い世代が少ないことが問題ですが、そもそも今の若い世代は
このような体験をすることがほぼ無いので小さい頃から自然とふれあうこと
のできる環境が大切だと思いました。 

●大学入試に求めること● 

　 大学への進学率は現在50％を越えています。しかしその中の何パーセント
の人が、大学へ進学する「意味」を見出しているでしょうか。日本の学生に
は、大学への入学をゴールだと考える人が少なくないように感じます。バイ
トやサークルに力を注ぐのも素敵ですが、私は大学に入るからには自分の興
味を持った学問をとことん学ぶことが一番大切ではないかと思います。そこ
で大学への入学がゴールにならないような、柔軟な入試制度を求めたいです。
現在の入試では知識や技能に重きを置くあまり、学生が凝り固まった思考に
ならざるを得ない部分があります。もちろん、知識や技能をはかることでよ
りレベルの高い学生に入学を許可することは大切ですが、個性やその他の力
も見てほしいと思います。その方法としてＡＯ入試や推薦のような個人の特
性を生かすことのできる入試方法を二次試験で採用すべきだと思います。 

●最後に● 

　 私は中高一貫校で過ごしてきて、言わば温室育ちの生活を送ってきまし
た。しかし今回、違う学校の高校生と接したことで視野が広がりました。や
はり自分たちが生きているのは狭い世界であったことを痛感させられました。
同じ学校に通っていると、異なる考えでもどこか似ている部分が多く存在し
ます。しかし女子校という全く違う環境で過ごしている同世代と様々なこと
を話すなかで、自分たちの常識が必ずしも世間一般の常識とは限らないこと
も、新しい意見を聞くことも良い刺激となり、新たな価値観に触れるきっか
けとなりました。率先して積極的に動くことの重要さやよく周囲を見て判断
することの大切さも学ぶことができ、私にとって何よりの収穫となりました。
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M M 

　今回のシンポジウムに参加して、高校入試について考える機会をもらった。
そもそも入学試験を課すことによって、大学がみたい力は何なのか。それは、
知識・技能、思考力・判断力・表現力、学びに向う力・人間性、研究する力
などが挙げられる。それらの力をみる為にはどのような入試がよいのか考え
てみた。 

　 まずは、高校までの学習が身についているかを問う、現在のセンター試験
のようなものを複数回実施する。そのうち一番良かったものを、自分の持ち
点とする。次に、高校生もうちに一本レポートを作成する。これは、高校２
年生から月に数回のペースで大学の教授から様々な分野の講義をうけ、３年
生になってから興味のある分野を選び研究しレポートにまとめる、というも
のだ。この二つを合わせて、希望する大学に提出する。ここでは複数の大学
に提出できるものとする。また、提出するタイミングも任意とする。つまり
レポートが完成していて、最初に受けたセンター試験の点数がよければ、早
期に提出する事も出来るのである。合格をもらった大学の中から行きたい大
学を選び、そこの面接を受ける。面接も複数回実施し、自分にあったタイミ
ングで受けることができるようにする。このような入学試験にすれば、いま
の形式では見えにくかった、研究する力や、人間性、学びに向う力も見るこ
とが出来るのではないか。そして、一発勝負で実力が上手く発揮できなかっ
た、などということも避けることができるのではないかと考える。 

　 大学生になってから、入学試験について考えることはなかなかないが、振
り返って考えてみると思うことは多くあったことに気づくことができた。ま
た、高校生の話を聞くことで、忘れていたことも「確かに自分も同じように
思っていた」と思いだすことができた。林業体験や農業体験、高校生とのディ
スカッションなど、いつもと違う事を、いつもと違う場所で考える、という
ことは、自分の考えを広げることにつながると思った。 
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Y K 

　 まず、今回このシンポジウムに参加してとても楽しかったです。そして、
とても良い経験をさせてもらったと思っています。 

　 林業体験に関しては、本当に初めての経験でした。チェーンソーなどを使
うなんて思ってもいませんでしたし、切ってすぐのヒノキの香りをかいだの
も初めてでした。言葉だけで林業と言われても、大変そう、虫が多い、年配
の方が多い、そもそもどこで行われているのかわからない、そのようなイメー
ジでした。しかし、今回体験してみて大変ではあるが切った瞬間の気持ちよ
さもありましたし、木を切っているとどんどん虫なんて気にもならなくなり
ました。中学生、高校生の段階で今回のような林業体験があったら、林業の
道も考える人が出てくるのではないかな？と感じました。 
　 
　 農業体験に関しては、早朝からの体験は初めてでした。今までも農業体験
というものはしてきましたが、どちらかというと土いじりという感じでわず
か１～２時間のものでした。初めは恐る恐る収穫していましたが、ブルーベ
リーを収穫するころには収穫することが楽しくて、ひたすらに収穫していま
した。しかし、お昼寝の時間には疲れ切っていてぐっすり寝てしまいました。
本当に疲れる作業だったのだなということと、農家の方々の大変さと生活の
仕方の合理性を感じました。他の作物のパッキングなどもしてみたいと思い
ました。 
　 
　 ディスカッションでは、今の大学生の私では到底思いつかないような意見
をたくさん聞くことができました。確かにみんなの意見を聞くと、私が高校
生の時に思っていた疑問や辛さを感じていて、それに関しての改善を考えて
いました。私の中で入試改革と言えば、センター試験や２次試験の配点や問
題の出し方、合格者の判定の仕方などでしたが、彼女たちは、そもそも筆記
の問題をどう変えるかではなく、入試の方法自体を全く別のことにしたい（実
技など）という考えや、推薦の疑問、入試日程など様々なところに目を付け
ていました。最終的に発表した意見はほんの一部で、「面接って練習をして
いって相手のほしい答えを言えたら高得点をとれるという雰囲気があるけど、
おかしいよね。そもそも面接練習ってするものじゃないと思う。」「センター
試験って塾に行っていたら、塾の先生はうまい解き方を知っていて、それを
教えてもらえたら学力なくても解けちゃうよね。それって塾に行っている人
が有利で、逆に塾に行かないと上位校には受かるのが難しいっておかしくな
い？」「そもそもテクニックを知っていたら解ける問題って学力を図れる
の？」「答えのない問題ってどう？考え方を問う問題。」「こんな会話がな
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されていました。私は高校生でこれだけ考えられるってすごいなと思いまし
た。しかしそれと同時に、高校生だからこそ考えられる問題なのかなとも思
いました。高校生だから考えられること、受験を経た大学生だから考えられ
ること、教員だから考えられること、それぞれあって、それらの意見をお互
いが聞きあい話し合うことでよりよい大学入試改革ができるのではないかと
感じました。 

　 今回は大学入試改革という話でしたが、ディスカッション時にも少し話題
に上がっていた、大学入試を改革するのであれば、高校までの教育方針の改
革、大学教育の改革も同時に必要になるのでは？ということも思い始めまし
た。今後、このようなディスカッションを行う機会があるのであれば参加し
たいです。 
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農林業体験アンケート 

◆８／９　林業講座 

●資材（ノコギリ・草刈り機・チェーンソー）を使用してみて感想を教えて
ください。また、今後も林業体験してみたいと思いますか？ 

　 チェーンソーを使うと聞いた時、もし誰かに怪我をさせてしまったらどう
しようと不安に思いましたが、一緒に実際に使い方を教えてくださったり、
中々木が切れず諦めそうになった時も、アドバイスをしながら見守ってくだ
さったのでとても貴重で良い経験ができました。 

　 とても楽しかったです。ノコギリは扱ったことがあったが、あれほど長時
間木を切ったことがなかったので新鮮でした。また、草刈り機は思っていた
よりもうまくできて非常に楽しんでいました。しかしそれに反してチェーン
ソーは難しくうまくいかなかったので少し悔しかったです。ぜひもう一度
チェーンソーはやってみたいです。 

　ノコギリを使った後に草刈り機やチェーンソーを使わせてもらったことで、
より機械のありがたみがわかった。思った以上に一瞬で切れたので驚いた。
個人的にはノコギリなどを使う方が好きだけど、林業では効率を重視する必
要があるのだろうと考えた。また近いうちに林業体験したい！ 

資材を使う機会はないのでとても貴重な体験ができてよかったです。チェー
ンソーを使う際も、はじめは少し怖いと思いましたが、丁寧に指導してくだ
さったので安心でした。機会があればまた体験してみたいです。 

　ノコギリ以外はどれも初めて使う資材ばかりだったので最初は戸惑ったが、
とても面白かった。特にチェーンソーなどはめったに触る機会がないので、
良い体験ができたとおもっています。また機会があればぜひ体験してみた
い。 

　 ノコギリを始めに体験したので、チェーンソーや草刈り機がどれほど楽に
切れるのかがよく分かりました。機会があればまた体験したいです！ 
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　最初は、とても怖くてみてばっかりでしたがやってみると楽しかったです。
機会があれば、もっと挑戦してみたいです。 

　小学校の頃ノコギリはうまくできず嫌いでしたが、できると楽しかったで
す。草刈り機やチェーンソーは怖かったけど、大人の人たちが一緒にしてく
ださったので、安心して体験できました。今後もぜひ体験したいです。 

　 普段体験できないことができて嬉しかったです。私はチェーンソーが一番
体力を使ったけど、一番楽しかったです。そして、いつもあんな重い物をか
ついで山を手入れしている林業の方は、本当にすごい人たちだと思いました。
また機会があったらやりたいです！ 

　のこぎりは小さい頃から遊び道具であったので、楽勝と思っていましたが、
実際に傾斜面で垂直に立っている木を何本も切り続けることは大変でした。
機械は、祖父がいつも使っているのを見ていたのですが、使ったことはなく
て、このような機会でないと触ることはないかなと思って使ってみると想像
以上にたいへんでした。しんどいとも思ったけど、楽しかったのでまた体験
をしてみたいと思います。 

　 始めて手にする資材ばかりだったので、とても面白かったです。機会があ
れば、また是非体験してみたいです。また、例えば竹を切って流しそうめん
をする、というようなイベントがあればすごく面白そうだなと思いました。 
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●林業について感じた事を何でも良いのでご記入下さい。また、林業体験で
得たものはありましたか？ 

　 林業を通して「諦めない」ということについて学ぶことができました。全
てが私にとって初めての体験だったので細い山道や急斜面を歩いている時か
ら、正直、「本当に生きて帰れるのだろうか」と思っていたのですが、ずっ
と山で作業をしているうちに自然と体がその状況に適応していっていること
に感動しました。普段の自分なら絶対に出来ないと尻込みしてしまうことも、
今回は 絶対にやり遂げるぞという気持ちが芽生え、机に向かっていたら味わ
えないような達成感を感じることができました。 

　 山の中で木を切るという体験自体したことがなかったので、自分ができる
かどうかもわからない状況でしたし、林業というのはすごい人ができるもの、
という印象を持っていました。しかし実際にやってみると、林業は決して日
ごろから慣れている人だけができるというものではなく、やってみたらうま
くできる人もいる、普通の職業だと感じました。 

　正直農作業より林業の方が涼しいし、木を切るのが快感で楽しかった。花
粉症なのに何も症状がでないことに驚いた。あと山が整備されててイメージ
と違って驚いた。林業体験では、蜂は騒がなければ本当に襲ってこないこと
を身をもって実感したことが一番得たことかもしれないです(笑) 

　 林業の作業の大変さと，今後の林業の状況の厳しさを感じた。その中で，
林業を再興させるために頑張っている方がおられることを知ることができて
よかった。 
　 林業を行う人が減っている中で、若い人が体験してみる機会は必要なこと
だと感じました。日常生活で知る機会がない分まずはやってみるということ
が大切なのではないでしょうか。体験する、または林業を行っている方と話
してみることによって、興味を持つひともいると思います。 

　 普段の生活では林の中で作業をすることが中々ないので、どれも新鮮に感
じた。また切り倒した時に木や草の匂いがして、林の中にいるんだなという
ことを改めて実感した。 

　少しの時間木を切る作業をするだけでとても疲れる重労働であるにも関わ
らず、利益が少なく、林業をする人口も減っているということで、どれだけ
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深刻な問題であるかを感じました。お土産に頂いた割り箸を使う度に林業の
大変さを思い出しますし、それと同時にありがたみも感じます。 

　 草刈り機やチェーンソーは少しの力しか使わなく、楽に切ることができま
すが、その二つでは味わいにくい、木の固さや太さ、自然の強さをノコギリ
で学べました。 

　 しんどいけど、楽しいと感じました。林業はもっと発展することができる
んだと知りました。 

　 どの作業も、どんなに作業に慣れている高齢な方でもしんどいことなのだ
と思いました。でもそれを手助けする若者がいないのが今の林業の現状なの
だと知りました。林業体験では、忍耐力が得ることができたのではないかと
思います。水分補給のために1回下っては、また作業をするために登るとい
う風に。あと、ハチへの抵抗感が減ったのも良かったと思います。 

　林業について全く知らなかったのですが、山の管理など、いろいろなこと
をしているのだと思いました。 

　 山に入って実際に一本の木を切ることで、「林業」で相手にしている山の
大きさを実感しました。 
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●日本は国土の約7割を森林で占める世界有数の森林国です。現在、林業の
イメージは「きつい・危険・給料が安い」3Kといって、若者の林業離れが続
いています。間伐が行わなければ、密集した木々が日光を遮断し土地が痩せ、
下草が生えない地表は雨で流されやすくなり土砂崩れが起きる。また、外材
輸入の自由化により安い外材が使われるようになり、さらに日本の山を放置
していく事となりました。（林業のTPPは既に以前から行われています。）
このままでは日本の山は荒れ、林業は衰退していきます。林業の担い手を増
やすにはどのようにしたら良いと考えますか？ 

　 私は、今回の農林業体験を通して農林業は「楽しい!ストレス発散ができ
た」 と純粋に思うことができました。なので例えば、興味を持ってもらう
きっかけとして、普段はデスクワークなど自然と触れ合うことのない企業の
会社員の方などが月１で自然に出向き、田舎での農林業を通して新たな視点
でクリエイティブなことを考えたりしたり、ストレス発散をするお手伝いを
するのはどうでしょう。 

　 まずは実際に林業に触れてもらうことだと思います。私自身はっきりとし
た将来の夢を持っているため林業の道に進むという選択はしがたいですが、
実際何になりたいのかよくわからない、とくになりたいものはない、という
若者は多いと思います。その人達が林業に触れることで楽しい、気持ちがよ
いという感情が芽生えれば少しは現状も変わる可能性もあると思います。し
かし、都会暮らしに慣れた人間にとって田舎暮らしはしにくいという面はあ
ると思います。そういった人たちが暮らしやすい環境も大事になってくると
思います。そして最大の問題としては、就職の話になったときに現在の世の
中では、より有名な会社、教員などの安定した職業などなれると他人からの
評価が上がる職業があると思います。また評価を上げようとそれらの職業に
就くことが正しい道であるという風になっていると思います。しかしそれら
の職業の中には林業は入ってはおらず、むしろ「え、林業するの？なんでわ
ざわざ？」そういう印象を受けられると思います。しかし実際、林業が価値
のない仕事とは全く違い、むしろ人間が暮らしていく中でなくてはならない
木や山を管理する職業というのは誇れる職業だと思います。そういった理解
を広めることも大切なのではないかと私は思います。 

　 林業体験だけでも林業がどれだけ危険でしんどい仕事かわかったので、若
者が林業離れしてしまうということは正直仕方のないことだと思う。結局ど
んなしんどい仕事でも儲かれば絶対にやるひとは出てくるから、住宅や家具
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だけでなくもっと身近なところのニーズを見いだせればよい。そのために研
究したり、変わっていく世の中の情勢を見極めて林業ブームのようなものを
起こすのもありだと思う。しんどくて危険だけど楽しかったから、何人かで
林業をするというのもありだと思う。そうやって掛け持ちでも林業に関わる
人を少しでも増やしていけば自然に林業していく人は増えていくと思う。人
は大きいものに寄せられる傾向にあるから、林業を昔みたいに盛んにするこ
とができればよいと思う。 

　 林業は大変だけれどやりがいと楽しみがあるということを、様々な形で若
者に伝えることが大切だろう。私は以前，林業をテーマにした映画を見たこ
とがある。例えば映画やネット配信のビデオなどで、自然の中で働く面白さ
(短・中期的)や、将来を考えたときの林業の重要性(中・長期的)を伝えていく
と言う方法もあると思う。また、国と地方自治体が連携して、働きやすい、
住みやすい地域として環境整備を行っていくことが重要だろう。その際、若
者を呼び込むためには教育と待機児童の心配がない街づくりを行う必要があ
る。 

　林業に触れる機会を増やすことも大切だと思いますが、それだけでなく林
業が新しい技術をもっと積極的に取り入れていくことも必要だと思います。
若者離れの原因が３Kにあるとするなら、もっと楽に安全に作業ができる機
械の開発に協力する、木材の活用方法を見直して、もっと木材を有効的にか
つ安定して使ってくれる企業と協力して給料の安定化を目指すなど対策をす
るのがよいのではないでしょうか。つまり、周りの企業との共同開発のよう
なものに参加していくことが大切だと考えます。木材の利用価値が上がれば
林業に注目する若者も増えると思います。 

　外から若者を呼びこむ（即戦力を獲得する）のはなかなか難しいのではな
いかと思う。テレビやニュースを見ていて、都会に憧れる地方出身の若者の
話はよく出てくるが、地方に行きたいという声はあまり聞かないから。それ
よりも、時間がかかるかもしれないが、今回のシンポジウムのように、中～
高校生を対象とする林業体験を定期的に企画してみたら、将来的に林業に興
味を持つ子が出てくるのではないかと思う。また準備がとても大変だと思う
が、学校と連携して自然学校（林間学校）を企画するのも面白いかもしれな
い。 

　今回のような、若い人達が林業体験をする機会を設ければ良いと思います。
実際、私も今回のシンポジウムに参加するまで、林業の問題は知っていても
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あまり自分とは疎遠なことであると考えていたので、もっと身近に感じても
らうだけでも、意識的に考えるようになるので全く違うと思います。 

　 今や、日本は自然が少なくなっていき、自然が身近にある若者が減ってい
ます。私自身、自然が身近にない人間なので、林業の事を気にした事はあり
ませんでした。今回の林業講座を受けて、始めて林業について詳しく知るこ
とが出来ましたし、担う人が減る事で日本の山の状態はどの様ようになって
いくのか、など詳しいことは、聞かないと考えないものだと思いました。な
ので、まずは今の日本の林業について若者に宣伝していく事が後に林業に携
わる人が増える機会になるのではないかと私は考えます。そして、チラシや
TVで伝える事よりも今はSNSが若者の情報収集となっているので、そこから
発信していくと言うのも一つの案です。 

　 私たちはまず、全く林業についての知識がありませんでした。それは林業
が身近にないからだと、思いました。例えばケーキ屋さんなどは、クリスマ
スや誕生日にケーキを食べることなどによって、知られるんだと思います。
なので、今回のような企画をもっと、できればいいんじゃないかと思いまし
た。 

　 やっぱり、体験することが一番だと思います。私自身も、体験するまでは
上記に書いてある通りのイメージを、林業にもっていました。でも実際やっ
てみると、数時間しかやってないからかも知れませんが、とても楽しいと思
いました。そういう風に体験したことは、例えば、新たな資源の研究などい
ろいろな所に、関わっていくと思います。 

　 林業体験について全く知らない人が多すぎると思います。今回林業体験を
してみてとても 楽しかったので、そのようなツアーや、たくさんの高校と協
力して、授業などでできるようにすればいいと思います。また会社のように
大元がいて、たくさんの人を雇い、広い面積の山で与えられた仕事としてそ
れぞれの社員が働くという形にすれば、収入も安定すると思うし、ちゃんと
した保険に加入することができると思います。さらに、海外からの出稼ぎに
来ている人などを積極的に雇えばいいと思います。  

　まず私達が全く林業のことを知らないのが大きな問題であると思いました。
それは無知であるということではなく、普段の生活の中で林業について知る
機会が全く無いということです。林業とはどのような仕事で、どのように私
達の生活に関わっているか、みんなが知るべきことだと思いますが、おそら

47



く全くといっていいほど認識されていません。生活の中に無いので、知る機
会もなく、仕事としての選択肢にも上がって来ないのです。最近は伝統工芸
が廃れないために様々なアレンジを加え、若者の目につくような工夫をして
いるというような話を時々聞きます。林業に関しても、担い手を増やすため
には山に住んでいない人々にも林業を知ってもらうことがまずは必要である
と思いました。 
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農林業体験アンケート 

◆８／１０　農業体験 

●自分達で行う朝食準備についてご意見・ご感想を下さい。 

　 自分達で朝食を作ったことで、普段自分たちが親にしてもらっていること
をしみじみと感じ感謝することができました。又、この機会を通して色々な
方とお話しする機会ができとても良かったと思います 

　 自分で採ってきた野菜を自分の手で料理して食べるということは非常に良
い経験でした。普通、農業体験をさせてもらっても、その場で食べて終わり、
もしくは収穫したものを使って料理してくれるということくらいで、自分で
作れることはなかったのでとても面白かったです。 

　 おにぎり握るの熱かった。漬物美味しかった。みんなでワイワイできて楽
しかった。 

　 必要な体験だと思いました。おむすびを作るグループの中にはにぎること
ができないひともいたので最近は家庭で，このような機会が少ないのかなと
思いました。作業をした後にみんなで作った朝食を食べるとおいしく感じた
ようにもおもいます。 

　 私はこれが一番よかったと思っています。まず第一に楽しいし、自分達で
行うことで、親に毎日つくってもらっていることへのありがたみを感じまし
た。 

　ザ・日本人の朝食と言うのを自分が食べたのも作ったのも、いつぶりだろ
うと思うほど、毎朝パンだけだったりしていたので、本当におにぎりを手で
握ることだけでも新鮮でとても嬉しかったです。 

　みんなで一緒にご飯を作れて楽しかったです。 

　形が歪なおにぎりも塩がいっぱいで辛くても、何故か食べれたし、おいし
かったです。すごく楽しく、スリルもあったので良かったです。 
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　 おもしろかったです！いろんな形のおにぎりがあったり、みんなで、もと
もとつくられたご飯を食べることでは得られないことが得られて良かったで
す。でも今回の事を踏まえて、家でちゃんと料理を手伝おうと思いました。 

　あまり料理する方ではないのですが、同じくらいの年齢の人達と料理を作
ることは楽しかったです。 

 3日目に余ったおにぎりで作った「焼きおにぎり」が出てきたのは完全に想
定外だったが、こういうことが出てくるのも醍醐味かなと思う。 

　 学生たちはすごく楽しそうでした。また、朝食を残す生徒がほとんどいな
かったのも、自分たちで朝食準備を行ったからではないかと思います。非常
に良かったと思います。 
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●大紀農園での、ブルーベリー・すだちの収穫について、ご意見・ご感想を
下さい。 

　 普段自分たちが美味しくいただいているお野菜やフルーツなどに関わる仕
事がこんなにも重労働であるなんて知りませんでした。また最初は、ブルー
ベリーはとりあえずバケツいっぱいに収穫しようと思ってたくさん入れてい
たのですが、やはり味見をしてみると熟してないものも多く酸っぱかったの
でそのような部分を判断しつつ収穫するのは難しい技術と体力が必要だと感
じました。 

ブルーベリーのパック詰めが楽しかったです。あのような体験は他ではそう
そうできないし、自分で摘み取ったものに、出荷の直前まで関われたのはと
てもうれしかったです。スダチに関しては大きいものから採ってねと言われ
ましたが、そもそもどれくらいで大きいのかもわからなくてはじめは苦戦し
ました。しかしずっと収穫しているとどんどんわかってきて、楽しくなりま
した。最終的には上のほうや中のほうのすだちが大きくなっていたら躊躇な
く手を伸ばして収穫していました。今までの私では考えられない行動だった
と今になって思います。 

　 暑すぎて疲れてすだちの収穫ではほとんど遊んでたけど、ブルーベリーは
美味しくて収穫する作業が楽しかった。 

　暑かったけれど，美味しく楽しかった。 

　 ブルーベリーについては収穫しながら食べることもできたて、楽しかった
です。収穫後、全体でどれだけとれたかは計測したのも、成果がみえてよかっ
たです。個人でどれだけとれたかも計測して、自分がとった分を持って帰る
ことができたら達成感もあってよかったかなと思います。ただしそうすると
パック詰めの体験ができなくなってしまうなとも思いました。すだちについ
ては、色の変化のようなはっきりわかる判断材料がなかったので、どのくら
いの大きさのものをとればいいのか判断が難しかったです。 

　 自分が体験する事って本当に大事だなと一番わかったのがブルーベリー収
穫です。数センチくらいのブルーベリーを潰さないように一つの一つの摘ん
でいくのがどれだけ大変だったかわかりました。私はブルーベリーが大好き
なので何も思わず食べていましたが、その体験をした事で最近は何を食べる
にも、色んな人のお陰で食べれてるんだなぁと思うようになりました。 
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　 ブルーベリーの収穫をしたことがなかったので、手間がかかるのに驚きま
した。味はとてもよかったです。家族に『今迄食べた中で一番おいしい』と
好評でした。木を切らせてもらうのも初めてだったので、 

　収穫が思った以上にきつく、驚きました。 

　またやりたいです！収穫作業はしんどかったけれども、それよりも楽しい
という気持ちが勝つくらい楽しかったです。またお手伝いがいるときは言っ
てください！飛んでいきます。 

　 ブルーベリー摘みは、もう少しゆったりとした作業であるのかなと思って
いたのですが、案外きつくて、また、日が昇ってくるにつれて、日光で頭が
ぼーっとしてきて本当にしんどかったです。 

　果実を一つ一つ摘み取っていく大変さを実感できる素晴らしい体験でした。
また、山の上だからかはわかりませんが、私が思っていたよりすごく涼しかっ
たです。そして景色も良かったので、とても気持ちよく体験することが出来
ました。 

　 野外での収穫作業は久しぶりで、無心で作業していたらあっという間に時
間が過ぎていった。また収穫だけでなく出荷までを通して作業させてもらえ
たのは初めてで、生徒達もめったにない体験が出来てよかったと思う。  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●農業について思っている事を何でも良いので教えて下さい。或いは、農業
の担い手を増やすにはどのようにしたら良いと思いますか？ 

　 先程の農林業の案（ストレス発散）と同様に、農業・林業・そして果物の
収穫などのプログラムを企業向けに作るのがいいと思います。 

林業と同じで農業がどれだけ誇れる仕事であるかということを、世の中に浸
透させることが一番大切だと思います。農業という就職先が当たり前になれ
ば、自然と担い手は増えていくのではないかと思います。現在農業の担い手
が少ないというマイナスイメージがついているままでは、人は農業に就こう
と思わないと思います。実際私もそうなると思います。一般企業と同じよう
に４月に入社のような形をとって務めるというスタイルをとるのも一つの方
法かもしれません。そしてその様子をインターネット、ニュースなどを通し
てアピールするのも一つだと思います。これから自分たちが新しいこと、新
しいスタイルを作っていけるということは、むしろ良い点になると思います。

　 農業は正直将来職業にするのは怖いと思っています。天候など自然のせい
で収入が大きく左右される不安定な職には就きたくないけど、農業があるか
らこそ私たちがごはんを食べられているから本当に重要な仕事だとも思って
います。あとは暑いし、早起きだからしんどいけど、楽しかったし、自分の
子供が大きくなったら農業するのもありだなーと思いました。農業する人は
少しずつだけど増えていく気がします。 

　 実家で田んぼも畑もしているので、小さい頃から田植えや稲刈り、野菜作
りを経験する機会は多かったと思います。もちろん販売しているものもある
のですが、野菜などはほとんど自分たちで食べるためというイメージがあり
ました。自分たちで作ったものを自分たちで食べるところがいいところだと
思うし、それを一度経験すると、農業に対するイメージも持てると思います。
担い手を増やすためには、それだけ需要が必要だと考えます。そのためには
日本でできたものをもっと多くの人が食べることが必要になってくると思い
ます。 

　 農業の担い手を増やすために、小学生ぐらいの子供のいる家庭を対象とす
る宿泊農業体験を定期的に企画してみたらどうか。住宅密集地だと公園も少
ないし、子供が土に触れる機会も私達が子供のころにくらべて減っているの
で、子供達に「本物の自然に触れさせたい」「色々な体験をさせてみたい」
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と思う親が一定数いると思う。本格的な農業体験にはならないかもしれない
が、子供の頃に親と一緒に体験した記憶はずっと残るので、将来的に林業に
興味を持つ子が出てくるのではないかと思う。 

　朝早くから始まるのでとても辛く感じましたが、収穫直後にしか味わえな
いトウモロコシなど、農家だからこそ経験できることもあるとわかったので、
よかったと思っています。 

　 やはり体験する事で、自分が食べることが出来るという事への有り難さに
気づくと思います。何か少しでも興味を持つ、ということも担い手を増やす
ための一つのきっかけになると思います。私がブルーベリー収穫体験を通し
て興味を持った事は、同じ木からでも甘い部分と甘くない部分があったこと
です。自然なので当たり前だろうかも知れませんが、同じ木からなら全て同
じ味にする事って出来ないのかなと思い、その事についても友達と語ってい
たりしました。やはり、スーパーで売っているブルーベリーやすだちではわ
からない興味なども体験する事で気づいた事もあると思います。体験をした
だけでなくその体験を通しての意見を話す事も合わせる。というのが私の考
えです。 

　 今回の体験を通して、農業がないと色んな人が困るなと実感しました。学
校の授業などでも農業の話は出ますが、やっぱり実際に体験するほうがいい
なと思いました。 

　農業には、虫がたくさんいるイメージがあるから、若者はやらないのでは
ないかと思います。でも実際、私たちが思っているほど虫はいないものです
ね。そういうことを知ってもらえたら、少しは興味のある人が出てくると思
います。 

　祖父が趣味で農業をしていて、柿だけは、販売目的で作っているのですが、
それだけでも家族総出でしているので、農家を仕事にしている人は尚更大変
だろうなと思いました。 

　私は子供の頃から自分の田舎というものがなく、畑があるような地域に行
く機会も全くありませんでした。土から野菜が生えている姿もほとんど見た
ことがなく、「農業」なんでまるで他人事でした。これに関しても、若者が
農業と関わる機会が増えないかぎり、担い手を増やすことは難しいのではな
いかと思います。 
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８／９～１０　全体を通して 

●今回の農林業体験から得たもの、感じた事を教えてください。 

　秋谷さんのような明るく私たちの声に耳を傾けつつご自身の経験を聞くこ
とができるような素晴らしい方が下市町で農林業について教えているなんて
多分今回のプログラムに参加した私達が一番よく知っているんじゃないかと
思います。私はこのような素晴らしい方が農林業を教えているということを
もっと色んな方に知ってもらうことにより、より農林業人口が増えるのでは
ないかと思います。秋谷さんパワーでもっともっと時代の先端を走る農林業
を盛り上げていってください。もし機会があればまたこのような素晴らしい
経験ができればと思っています。ありがとうございました。 

　 やってみないとわからない。ということです。普段生活をしていて失敗す
ることは恥、できないならやらなくてよい。そんな風潮があり、私自身それ
に乗っていました。しかし、今回ほとんどのメンバーが初心者でできないこ
と前提でしたし、できなくても何か言われるわけでもなく、せかされるわけ
でもなく、やりたかったらやればいいよ！というスタイルがとてもチャレン
ジしやすい環境でした。チャレンジしてみて初めて自分ができるということ
に気が付いたり、何度かチャレンジするうちにようやくできるようになった
り。そんな環境で３日間過ごしているとどんどん自信がわいてきて、帰って
きた今でもやってみる、というスタンスを保持することができています。と
ても感謝しています。ありがとうございました。 

　 農林業体験は普段の生活では絶対に出来ないことで、農林業の問題などを
聞いてもマイナスなイメージが生まれるだけだから、体験をして楽しさと大
変さを知って身近にその問題について考えることが重要だと思った。本当に
貴重な体験ができたし、またしたいと思えました。ありがとうございまし
た！！！！！ 

　 農業についても林業についても、触れる機会がなければ知ることができな
いし、知らなければ興味を持つことも、担い手になりたいと考えることもで
きないと思います。何事も、体験してみるということは大切だと感じました。
また自分にとっては知っていること（例えばおにぎりの作り方や農業のこと
など）も、知らなかった人にとっては新しい体験になるのだなと、当たり前
のことですが改めて感じました。 
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　 私自身が毎日をとても「なんとなく」生活してしまっているなと思いまし
た。これだけ毎日充実して過ごすことははじめてで、とても疲れる作業をし
たに関わらず、元気に過ごせた3日間でした。問題について考え続けることが
大切だと思います。 

　今の女子高生ではなかなか体験する事が出来ないことを体験できた事を誇
りに思っています。前文でも書いたように、気づきが沢山ありました。農業・
林業体験を通して、大学・将来についての考え方も変わっていきましたし、
実際、農業についてもっと知りたいと思いました。私のように体験をして農
業に興味を持つ人もこれから出てくるのではないかなと思いました。本当に
学ばさせて頂きありがとうございました。 

農林業は大変なことだと思っていましたが、作業を体験して、自然の中で身
体を動かすのも楽しいし、収穫の喜びは大きいと思いました。最近の消費者
は、安さよりも安全で安心な食品を求める傾向があるので、安全でレベルの
高い日本の農林業の良さを実感する必要があると思いました。その為には、
小学生くらいから体験コースなどで実際に農林業に触れる機会を増やすのが
いいのではないかと感じました。 

　 オクラの取り方などの知識や、朝四時に起きることの良さを知りました。
おばあちゃんが色々な野菜を育てているなかにオクラもあったので、今回の
体験を機に、お手伝いをしたいと思いました。早起きは三文の徳ということ
わざがありますが、三文どころではないと思いました。早起き最高です。 

まず、本当に農林業を体験して良かったです。自分の貴重な体験になったと
思います。そして、私たちやもう少し上の世代の人たちにも体験してほしい
と思いました。大阪に帰って、友達に今回の事を話すと、みんな「行きたかっ
たー」と言ってくれました。きっと日本の若者の中には、農林業に興味はあ
るけれども、実態が分からないから、なかなか足を踏み出すことができない
人がいっぱいいると思います。学校でしか学ばなかった、農林業の現状を、
体験して学ぶことで、興味を持ってくれる人もいると思います。私も、将来
は少しでも農林業を助けることができるような仕事に就きたいと思いました。
そして農林業に携わる仕事を、もっともっと広げていきたいと思います！ 

　朝早くからの作業も１日だけなら、今回は遠足のようなうきうきした気分
でしていたので大丈夫でしたが、毎日休みなく続けていると思うと、すごい
なと思いました。また畑では、今まで教科書や本でしか見たことがなかった
アルビノの生物を見ることができて本当にうれしかったです。私は田舎暮ら
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しなので、あまり驚きは少なかったですが、都会に住んでいる人達が体験し
たら、驚きの連続だと思います。 

充実した3日間だったと思う。チェーンソーで木を切ったこと、鉈で薪を
割ったこと、ブルーベリーを木から収穫したこと、どれも初めての体験で楽
しかったし、参加している生徒達もとても楽しそうだった。シシ肉、もぎた
てのトウモロコシ、大きなスイカなど、ここでしか食べれないものもたくさ
ん食べ、皆の忘れられない体験になったと思う。こんなに充実したプログラ
ムが出来たのも、秋谷さんをはじめとする現地の方々のご協力あってのこと
だと思う。本当にありがとうございました。 

　 林業・農業に携わる人々とお話をさせていただくことで、農林業が抱える
問題がどのようなものか、少しですが肌で感じることが出来たような気がし
ます。子供の頃から私の普段の生活では自然と関わる機会は非常に少なく、
関わろうとすることもなかなかありませんでしたが、今回の農林業体験には
「人として知っておくべきこと」が多く詰まっていたように感じました。非
常に単純な感想ですが、今後、様々な場所・環境で生活している人達が、今
回の私達のように農林業と関わることができるようになれば良いなと思いま
した．とても素晴らしい経験をありがとうございました。 

57



「院生おやつの会」について（企画担当　麻生・寺内・増田）　　 
共同機構　増田　暢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1月31日の午後４時半から5時半まで、生協の食堂に26名の大学院生と学部生が集まり、ケーキや
バウムクーヘンなどのお菓子を食べながら、研究分野の枠を超えた交流を楽しんだ。参加した院
生からは「他分野の研究の話を聞くことができて楽しかった」等の感想が寄せられ、また学部生
にとっても大学院の様子や研究活動について知ることのできる良い会であったと思われる。 

１．発端　 
この企画は、本学博士後期課程に在籍する学生の声が会議で紹介されたことに始まる。その学生
の意見によれば、本学理科系の大学院生の求めているものは（１）正式な業績として認められる
ような研究発表の場（２）研究アウトリーチ活動を行う機会（３）資金的な援助（奨学金）の３
つである。これらを院生に向けて一度に提供するために、専門分野をまたぐ横断的な研究交流会
を開き、優秀な発表を行ったものに賞金を与えてはどうか、という提案がなされた。 

これが「理科系の学生と文科系の学生はもっと交流が必要だ」という以前より共同機構の内部に
存在していた考え方と強く結びつき、分野をまたいだ院生間の研究交流会を定期開催するという
計画が立ち上がった。この研究交流会自体は、おそらく次年度以降に実施されるものと思われる。
「院生おやつの会」は、その準備のために、言わば学生に対する意向伺いとして行われた小企画
で、院生たちに研究分野の枠を超えた相互交流の場を提供するとともに、上記の研究交流会に関
する学生側の意見を集めることを目的としている。 

２．立案と準備 
担当は麻生・寺内・増田にわり当てられたが、計画の具体化から当日の準備・後片付けまで含め、
八ヶ代、船越、和田をはじめとする他の教職員の助力があった。また予算（12000円）は、企画
に賛同する本学教員（小路田、麻生）の寄付により賄われた。 

以下、企画の細部について簡単に説明する。 
• 広い層からの意見を集めるために、参加対象は、本学の大学院生・院に興味のある学部生・留
学生・研究生とした。長時間の拘束は参加者の負担ともなるため、任意参加制で、途中参加や
退席の気軽にできる形式張らない会を目指した。また、参加者がゆっくりと寛げるように、今
回は椅子に座って行うお茶会の形式を選んだ。 

• 教員から過度に質問を投げかけるのは、お茶会の自由な雰囲気を壊すことになるため、上述の
研究交流会に関する意見は、記入式アンケートにより集めることにした。さらに、院生が大学
側に伝えたい要望やメッセージを受け取るために、研究生活や大学院の環境について書く欄を
追加した。このアンケートは当日配布し、お茶会の時間中に回答してもらった。 

• 会場には、学生の集まりやすい大学生協食堂を選んだ。長い机を８個含む程度の領域を、間仕
切りで区画して使用した。 

• 告知の方法としては、食堂に数週前から卓上popを設置し、また本機構のウェブページにもフ
ライヤーを置いた。さらに、数名の本学教員にお願いして、所属研究室の院生にちらしを配布
してもらった。初めての試みであり知名度が不足しているため、参加者を募るためにはお菓子
の内容も重要であると考え、予算の範囲内でできるだけ評判の高い菓子を用意するよう心がけ
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た。さらに、参加者が集まらなかった場合や、場に話題提供者が求められる場合に備えて、共
同機構とつながりのある学生と教員数名に参加と協力を依頼した。 

• 物品（大皿やポットなど）は学務課から借用し、またティーサーバーや器など一部の品物は本
機構所属の教職員とその知人から借りて調達した。 

• 参加者数や菓子の量などの見積もりは常に問題となる部分だが、今回は本学に学生として長く
在学した教員の感覚に従った。これは結果的にかなり正確な予測だったと思う。 

• 「おやつの会」の名称は、船越の文書から麻生が拾い採用した。気軽に参加してもらいたいと
いう主催者の意図が表れており、かつ一度で強い印象を残す判りやすいネーミングである。 

３．当日の様子 
冒頭にも述べたように当日は26名の参加者があった。内訳は院生16名、学部生9名、教員１名で
ある。こちらから参加を依頼した6名を除いても、20名の学生が自主的に参加してくれたというこ
とで何よりである。参加者同士の会話がはずんでおり、また適度に麻生ら教員との相互作用もあ
り、とても良い雰囲気が作られていたと思う。 

この場を借りて、参加して下さった皆様方にお礼を申し上げます。 

４．評価 
アンケートで集められた意見では、（参加者からのものなので当然ではあるが）「おやつの会」
開催を歓迎する声が多く、再度の開催を希望する意見も何件か見られた。また先述の分野をまた
いだ研究交流会について、積極的に参加してみたいと考えている学生がいることもわかった。ただ、
傾向としては、できるだけ気軽に参加出来るような、負担の少ないものが望まれているようであ
る。また、この研究交流会にもおやつが出るのなら参加したい、という正直な意見もあった。大

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

学院への要望に関しても、院生のありのままの意見を集めることができたと考えている。これら
の意見は院生の学習環境をより良いものとし、研究支援を充実させる上で役立つものと思われる。

寄せられた感想にもあったように、普段会わない人と交流し、自分の専門と異なる分野の話を聞
いてみたいと望んでいる人は一定数存在しているようであるが、平均的な大学院生が自分でそのよ
うな場を見つけるのはなかなか難しいと思われる。今回、お仕着せではない形で学生間の交流が
成立したのは喜ばしいことであるし、学生が自らの動機を満たすような機会ができたのは良いこ
とだったと思う。また、美味しいものが少しあれば、人が集まって比較的簡単に交流会が成立す
ることがわかったのは、企画側にとっても有益な経験だった。 

共同機構内部では、資金繰りができれば、もう一度おやつの会を実施してもよいのではないかと
いう意見が出ている。仮に2度目を行う場合に活かすべき反省点としては、一つには菓子の配分で
ある。メインであるケーキの数が少なかったこと、一部の机に菓子が集中してしまったことなど
は改善点として挙げられる。加えて、途中で席替えなどを行い、さらに色々な人と喋れるようにす
ると良かった、という意見もあった。次は立食にするという案も有力であるが、その場合、参加
者の滞在時間は短くなると予想され、アンケートも少し書きづらくなる。相応の工夫が必要にな
るだろう。 

５．付録　 
食堂とホームページに設置した告知の図案、配布したアンケートを当報告の末尾に添付した。
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ゼミ・学科・学部の違う皆さんと一緒に楽しくしゃべってみませんか？ 

日時：2017 年 1 月 31 日（火） 16:30-17:30 

場所：大学生協（食堂） 

※会費無料、事前申し込み不要 途中参加・退出 OK！ 

対象：奈良女子大学の院生・学部生・研究生・留学生 

・ゼミ・学科・学部の違う皆さんと話してみたい方

・院での生活に不安がある方

・院への進学を視野に入れている方

途中参加・退出 OK！美味しいお菓子を用意してお待ちしています 

問い合わせ先：奈良女子大学理系女性教育開発共同機構 

E-mail:coreofstem@cc.nara-wu.ac.jp

http://www.nara-wu.ac.jp/core/ 

※ 企画詳細については裏面をご覧下さい

写真はイメージです 

2017 年１月 31 日（火）16:30 - 17:30 

場所：大学生協（食堂） 

問い合わせ先：奈良女子大学理系女性教育開発共同機構 

※ 詳細は裏面をご覧下さい
―理系女性教育開発共同機構は、文理・専門に 

関わらず、すべての院生の研究活動を応援しています－ 
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᳸ƜんƳお菓子を用意しています᳸ 

・Ǳーǭ（ǬȈー・ȉ・ȜǢ）

・ǱーǭދさんのƖ菓子

・ȭーǿǹのȓǹǱȃȈ、ȁȧǳȬーȈ、ǷȥーǯȪーȠ ˂

・ኗᒧ（ȞȪǢージȥ・ȕȬーȫ）

・ǳーȒー

・ǽȕȈȉȪȳǯ ˂

᳸ƜんƳお菓子を用意しています᳸ 

・Ǳーǭ（ǬȈー・ȉ・ȜǢ）

・ǱーǭދさんのƖ菓子

・ȭーǿǹのȓǹǱȃȈ、ȁȧǳȬーȈ、ǷȥーǯȪーȠ ˂

・ኗᒧ（ȞȪǢージȥ・ȕȬーȫ）

・ǳーȒー

・ǽȕȈȉȪȳǯ ˂
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※ あƳたの学年と専ૌを教Ƒて下さいŵ

所ޓ： 理学部・生活ؾ学部・文学部

学年： Ҧٟ・̲ٟ・学部・研究生   （  ）ׅ生 専ૌ：（  ） 

（１）奈良女の院生の研究Ǎ生活をǑǓࣛᢘにするたǊには、˴が࣏要でしǐうかŵ

院生がፗかれているؾǍСࡇƳƲに対して、ࠎஓǍ不ƳƲ࣬ったƜとをᐯဌにいてくƩ

さいŵ（学部生の方は、大学院進学に対する不安ƳƲをおƖくƩさい）

（Წ）ி҅大学には、女子の院生にǑって構されたžǵイǨȳǹ・Ǩȳジǧȫſというׇ˳

があǓますŵ奈良女子大学でǋ、学生（院生・学部生）がᆢಊႎにᐯ៲の研究Ǎ教育について

ᎋƑ発̮していく活動のૅ援がでƖたらとᎋƑていますŵƜのǑうƳ活動にᐻ味はあǓます

かŵᛆ࢘するဪӭにŨをつƚて下さいŵ 

Ĭᐻ味がある  ĭݲしᐻ味がある  ĮあまǓᐻ味がƳい  įᐻ味がƳい 

（Ჭ）文系の院生が理系の学生（院生・学部生）のたǊに、理系の院生が文系の学生（院生・

学部生）のたǊに、ᐯЎの研究をЎかǓǍすくኰʼするž学生文理ʩ්会ſをᚘ画していますŵ 

Ჶ学生文理ʩ්会企画ϋܾᲸ（క） 

発ᘙᎍ 

文系・理系の院生（̲ٟ・Ҧٟ・研究生） 

ʩ්会のႸႎ 

・ᐯЎの研究の面ႉさǍஊ意፯さをီЎ野のᎥƖにЎかǓǍすくˡƑるƜと（ǢǦȈȪー

ȁ活動） 

・ီЎ野のᎥƖにᐯЎの研究をჺ時᧓でうまくኰʼする২ᘐを学Ƽ合うƜと

・文系・理系のをឬƑて、院生がʝいの研究を理ᚐし合うƜと

文系・理系の学生にᨂらずᐯဌにᎮᜒでƖるǑうにし、発ᘙࢸのឋွ応ሉの時᧓がီЎ野の

研究ʩ්の場にƳれƹとᫍっていますŵ 

企画を学生のȋーǺに合ったǋのするたǊに、皆さんのご意ᙸをいたƩƚれƹと࣬いますŵᛆ

 するဪӭにŨをつƚて下さいŵ࢘

᳛）ᐯЎの研究ϋܾを専門ٳの学生にᛟଢする場合、ᢘЏと࣬う発ᘙ時᧓はƲれですかŵ 
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（学部生の方は、ᐯЎがᎥƖにƳった場合をेܭしてׅሉしてくƩさい） 

      Ĭ60 Ў  ĭ45 Ў  Į30 Ў  į20 Ў  İ15 Ў 

 

᳜）ʩ්会に参加する場合、ᣃ合の良い୴日はƲれですか（ᙐૠӧ）ŵ 

日は 16 時Ҟ᳸18 時Ҟ、ם・日୴日は 13 時Ҟ᳸16 時の時᧓࠘をेܭしていますŵ 

Ĭ 月   ĭ火       Į൦      įங   İ   ıם   Ĳ日 

 

᳝）ᐯЎとီƳるЎ野の院生の話をᎥく場合、ƲのǑうƳ話がᎥƖたいですかŵ 

ᎥƖたいЎ野ǍȆーȞを下のഇにᚡ入して下さい（ᙐૠׅሉӧ）ŵ 

、のᰦの活動、ᝣࠬとは˴か、ǯȢをદる݃生ᖓについてٸ、ᨥ、ܬܢ、理学࣎：̊

ཋឋ科学のஇ先ᇢ、奈良のሰ、ᮖはƳƥኗいか、ૠᛯとଢ଼ӭ、ȝǱȢȳの話、Ꮉまん

の文҄Ӫ、৴がんдはƲのǑうにくのか、௨料の科学、ƳƲ  

 

 

 

 

 

 

 

᳞）ʩ්会でᐯЎが発ᘙしたいと࣬いますかŵ 

（学部生の方は、ᐯЎが院生にƳった場合をेܭしてׅሉしてくƩさい） 

  Ĭ発ᘙしたい  ĭ発ᘙしてǋいい ĮでƖれƹ発ᘙしたくƳい į発ᘙしたくƳい 

 

e）ƜのǑうƳ場を࣏要と࣬いますかŵƲんƳ会であれƹ参加してみたいと࣬いますかŵƦの

たǊに࣏要ƳƜと、ǢイȇǢǍ問᫆ໜƳƲ࣬いついたƜとを˴でǋ教Ƒて下さいŵ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ご協щあǓがとうごƟいましたŵ 

☆ Ƴお、食べてみたいお菓子ƳƲがあれƹ、ᆔ・ࡃӸを˷ႉにいて下さいŵ 

ʻࢸの参ᎋにしますŵ 
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意欲ある学生支援事業「おたすけ」について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同機構　増田　暢　 

本学の学生から自主的な学習・研究活動の企画を募り、趣旨にあったものを選考した上で物品や
旅費などの面で補助する事業「おたすけ」を昨年度から実施している。 

１．2015年度採択活動について 
　本事業の性格については、採択者の手による活動報告書を読んでいただくのが一番良くわかる
と思う。この2ページ先から、2015年度に採択した7件の企画全ての活動報告書を掲載するので、
参照してもらいたい。 

　なお、2015年度の実施概要については、昨年度発行のブックレットに記載されている。一つ追
記すべきこととして、情報伝達と経理処理上の問題により、学生に伝えられた補助の内容と実際の
補助の内容が相違する案件が発生したが、学生に事情を説明した上で納得してもらう形となった。
今年度からは、補助の内容については、「おたすけ」担当者と採択者間の面談によって直に説明
する形をとることで、再発の防止に努めている。 

２．2016年度の支援状況 
　今年度は、4月28日頃に募集の告知と応募要項を当機構ウェブページに掲載した。応募締め切り
は5月27日に設定し、共同機構スタッフによる選考会議を5月30日、採択者への連絡は6月6日に
行った。全部で11件の応募があり、その中から以下の６件を採択した。（要約は私がしたもの） 

• コレクティブハウス、シェアハウスの視察 
• 観光地のバリアフリー整備を視察　　　　　　　　　　　 
• アクチュアリ勉強会 
• 電子工作・情報系の自主ゼミ　mekabu 
• 農業ボランティアサークル　あぐりぶ@奈良女 
• 分野横断ゼミ　ぽこぽこ会 

このうち３件は、昨年度と同じ、又は関連するグループからの継続という形になった。本学の学
生数を考えれば、優秀な学習・研究活動を行うグループが毎年それほど多く生まれるとは思えな
いので、これは自然な事だと考えている。 
　申請された物品は、書籍・工作材料などである。加えて、理学部物理学科に協力を依頼し「お
たすけ」に採択された学生が自主ゼミ等で使用するコピーカードの費用を支出した。 

　本報告作成時点（2016年2月）で、学生への物品の受け渡し等はすべて完了している。学生たち
の活動の状況については、報告書が集まり次第、共同機構ホームページに掲載するとともに、次
年度発行のブックレット等でも紹介できればと考えている。 
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2015年度採択　活動報告書集 

クロフォード後藤花
宮里真以
都築みのり
M.T.
ぽこぽこ会
藤本道子
mekabu

• 農家民泊舎にて農家民泊体験
• シガセイサクショにて草木染め体験
• 長崎県伊王島での化石採掘
• 化石の発掘
• 分野横断ゼミ
• 「おたすけ」報告書（大人の科学マガジン）
• おたすけ活動報告書
• おたすけ活動報告書（東京の科学博物館見学）　　津田明日華（代表） 

※ 農業ボランティアグループの報告書が２つあるため、全部で8件ある。
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2㸬ሙᡤ ㎰ᐙẸἩ 㔛⯋ 㸦ዉⰋ┴ࠊᒣῧᮧ㸧 
3㸬ཧຍ⪅ ࢻ࣮࢛ࣇࣟࢡᚋ⸨ⰼ࣭ᐑ㔛┿௨࣭ᒣᓊ㔗ຍ 
4㸬άືෆᐜ 
㎰ᐙẸἩయ㦂ࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉࢆ㇋⭉సࡾయ㦂ࡸ⏿ぢᏛࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉࢆࠊ

㔝⳯㛵ࡿࡍヰࡽ㎰ᐙẸἩ⤒Ⴀࡢヰࠊ࡛ࡲᵝࡓ࠸࡚ࡏࡉ࣮ࣗࣅࢱࣥࢆࡇ࡞ࠎ

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔ
 
5㸬Ꮫࡇࡔࢇ 
/ᑠつᶍ㎰ᐙࡢࢫࣜࢠ࡚ࡋ⎔୍ࡢㄪᰝࡢ༞ᴗㄽᩥࠊ࡚ࡅኟࡽࡢᖺࡣࡋࡓࢃ
୍ࢆ࡛ࡲ㈍ࠊຍᕤࡽ⏘⏕࡛ࡕࡓศ⮬ࠋࡓࡋࡲࡋㄪᰝ࡚ᆅ⌧ࢆ␎ᡓࡾṧࡁ⏕ࡢ⪅⏘⏕

㈏࠺⾜࡚ࡋ㎰ᐙࠊᾘ㈝⪅ࢆ☜ಖࢺࢵࢣ࣮࣐ࡢࣥࢻࣥࣟ࠸ࡍࡸࡋᗑ⯒ࢆᵓࡿ࠼㎰ᐙࠊᆅᇦ

ࠊࡽࡀ࡞ࡋࢆᕤኵࡀࢀࡒࢀࡑࠊ࡞㎰ᐙ࠺⾜ࢆࢺࣥ࣋ὶ࡚ࡋษࢆࡾࡀ⧄ࡢࠎேࡢ

ཝ࠸ࡋ㣗ရᕷሙࡁ⏕ࢆᘏࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡧ᪥ᮏࡢ㎰ᐙࡣ㎰༠ࢆ㏻࡚ࡋ㎰⏘≀ࡢฟⲴ࠸࡚ࡋࢆ

㎰༠࡞࠺ࡼࡢ᪥ᮏࡣࢫࣜࢠ㸦ࡀࡍࡲ࠸㐪ࡀἣ≦ࡓࡲࡣࢫࣜࢠࠊࡵࡓ࠸ከࡀሙྜࡿ

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡘࡘ࠼ቑࡣᑠつᶍ㎰ᐙ࠸࡞ࡉࢆ㎰༠ࡶ࡚࠸࠾᪥ᮏࡣ㏆࡛᭱ࠊ㸧࠸࡞ࡋᏑᅾࡀ

ࡅࡍࡓ࠾ࠕࡢࡇ άࠖືࢆ㏻࡚ࡋᏛࡢ⚾ࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࢇࡉࡃࡓࡣࡇࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏࡤሙྜࠊ

⏕/ᑠつᶍ㎰ᐙࡢ᪥ᮏࠊ࡛ࡇࡓࢀゼᐇ㝿ࢆ⪅⏘⏕ᑠつᶍࡸᑠつᶍ㎰ᐙࡢዉⰋ┴ෆࠊ≉
୰࡛ࡢࡑࡣሗ࿌᭩࡛ࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡅࡗࡁࡿ▱࡚࠸ࡘ➼ㄢ㢟ࠊ≦⌧ࡸᐇែࡢ⪅⏘

࠸࡚ࡏ᭩ࢆࡢࡓࡗ࠶ࡀࡧᏛ࡞࠺ࡼࡢࠊ࡚࠸࠾య㦂άືࡢ࡛ࠖ⯋㎰ᐙẸἩ 㔛ࠕࡶ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ࡓࡁࡔࡓ
ቑࡀᶵࡿࢀゼࢆᆅ᪉࡞㇏↛⮬ࡀேࡢ㒔ᕷ㒊ࠊ୰࡛ࡢࢀὶࡢ࡞࣒ࢬ࣮ࣜࢶ࣮ࣥࣜࢢ

ዉⰋ┴ᆅࠋࡍ㎰ᐙẸἩ࡛ࠖࠕࡀࡘࡦࡢࡁື࠺࠸࠺ࡑ⏕ࢆᶵࡢࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ࡚࠼

ᇦ⯆㒊⛣ఫ࣭ὶ᥎㐍ᐊࠊࡿࡼ⌧ᅾዉⰋ┴࡛ࡶᖹ㔝ᆅᇦ㸰ࠊࡘ㧗ཎᆅᇦ

ࡣࡕࡓ⚾ࠋࡍ࡛࠺ࡑࡿ࠸࡚ࢀࡉ㐠Ⴀࡀ㎰ᐙẸἩࡢィ㸯㸱ࠊࡘ㸳ᲄྜྷ㔝ᆅᇦࠊࡘ㸴

ᅇࠕࠊࡘࡦࡢࡕ࠺ࡢࡑ㎰ᐙẸἩ 㔛⯋ࠖࢆᐇ㝿ゼࠕࡢࡇࠊࢀ㎰ᐙẸἩࠖࡀᑠつᶍ㎰ᐙ

ࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ࡚࠼⪄ࢆࡇ࠺࠸࠺ࡢࡿᚓࡾ࡞ࡘࡦࡢ␎ᡓࡾṧࡁ⏕ࡢ࡚ࡗ

ᮏᴗ࡛ࡿ࠶㎰ᴗ࡛࠾ࡶ࡚࠸ࡘࢫࢿࢪࣅࡢヰࢆఛࠊ࠸᪥ᮏ࡚࠸࠾⮬ศࡽ⏘⏕࡛ࡕࡓ㈍

࠺⾜ࢆ࡛ࡲ㎰ᐙࡿ࠼⪄ࡶ࡚࠸ࡘᶵࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ 
 
 ࠒࡾࡼ࣮ࣗࣅࢱࣥࡢࢇࡉஂಖࡢ⯋㔛ࠑ
 ࡚࠸ࡘ㎰ᴗࠐ
㔛⯋ࢆ⤒Ⴀࡿ࠸࡚ࢀࡉஂಖࠊࡣࢇࡉᑓᴗ㎰ᐙ࡛ࠊࡾ࠶㔝࡚⳯ࡍࢆ࣓ࢥࠊ↓㎰⸆࡛⏕
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ࢥࣥࣞࠊᡤ㸰ࢆࡰࢇ⏣ࠊᡤ㸳ࢆ⏿㸦ࠋࡿ࠸࡚࡚⫱ࡶ㸦㸱㸳⩚㸧ࣜࢺ࣡ࢽࡢ࠸ᖹ㣫ࠊࡋ⏘

ᅵࡢ᭷ᶵ㉁ࡣᅵࠊ࡛࠺ࡼࡿࡷࡋࡗࡽ࠸࡚ࡗࢃࡔࡇࡶࡾࡃᩱ࡙⫧ࡸ㸧ᅵࠋᡤᡤ᭷㸰ࢆ⏿ࣥ

ࢆ㎰⸆࡛㔝⳯↓ࠋ࠺ࡑࡔࡢࡿసࡽ⮬࡚ࡐΰࢆࡠࠊἜ⢑ࠊࣥࣇࡢࣜࢺ࣡ࢽࡣᩱ⫧ࠊ࠸ࢆ

᱂ᇵࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋࡣࡇࡃࡘࡀᙜࡾࡓ๓࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡀඛ㔝⳯ࢆ㣗࡚Ᏻ࠺

ࡢ࠼ぢᰤ࡞࠸ࢀࡁࡀ┠ࡓぢࡣ㎰༠ࠋ࠺ࡑ࠸࡞ࡋࡣ࢝ࣥࢣࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡃ࡚ࡋㄆ☜ࢆ

Ⰻ࠸㔝⳯ࢆồࠊࡵࡓࡿࡵஂಖࡣࢇࡉ㎰༠ࡣ㔝⳯ࢆฟⲴࡢࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ௦ࠊࡾࢃ┤

᥋ᮾிࣥࣛࢺࢫࣞࡢ㟁ヰࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡸ㏻ࠊࡋࡾࡾࡸ࡚ࡋ㸯⟽ 5000㸦ࡢ࣮ࣝࢡ
㏦ᩱ㎸࡛ࡳ 6300㸧࡛᪪ࡢ㔝⳯ࢆワ࡚ࡵ㏦ࠋࡿ࠸࡚ࡗዎ⣙ཱྀࠊ࡛࠺ࡑ࠸࡞࠸࡛ࢇ⤖ࡣ࡞
⣙᮰࡚㐌 1ᅇࠊ᭶ 1 ᅇ㔝⳯ࢆ㏦࠺࠸ࡿᙧࠋࡿ࠸࡚ࡗࢆᇶᮏⓗࡣ㐌 2 ᪥ฟⲴ
࠺㐪ࡀࡳࡲ࠺ࡣ㔝⳯ࡓࢀࡽ࡚⫱࡛࡞ࢫ࢘ࣁࠊࡢࡢࡶ࠸࡞ࡃᏳࡣ༢౯ࠋ࠺ࡑࡿ࠸࡚ࡋࢆ

ࡓࠊࡃ᭣ࢇࡉᩱ⌮ே㸦ஂಖ࠺࠸࠸ࡓࡋ㉎ධࠊࡋゎ⌮ࢆ౯್ࡢ㔝⳯ࡢࢇࡉஂಖࠊࡵࡓ

㣗ࡃࡋ⨾ࡶࡗࡶࠊࡋゎ⌮ࢆ᪪ࡢ㨶ࠊ⫗ࠊ㔝⳯ࠊㄪ⌮ேࡀࡢࡿసࡾ㏻ࣝࣗࢽ࣐ࡔ

ࠋࡇࡢࡿ࠸ᐃᩘ୍୰ᚰࢆ࡞ᮾிࡣ㸧ࠋ࠺ࡑࡔࡢ࡞ᩱ⌮ேࡀࡢࡿ࠸࡚ࡗ▱ࢆㄪ⌮᪉ἲࡿ

ᐇ㝿ᮾிࡢ㧗⣭࡞ࢺ࣮ࣃࢹධࡶ➼ࣥࣛࢺࢫࣞࡿ࠸࡚ࡗฟⲴࠊࡀࡔ࠺ࡑࡿ࠸࡚ࡋ⌧

ᅾࡔࡲࡔࡲࡣ㢳ᐈࡣᑡࠊࡵࡓ࠸࡞ᚋࡽࡉ㢳ᐈࢆቑࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋࡸດຊࡢࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡇ
 ࡚࠸ࡘ㎰ᐙẸἩࠐ
ஂಖࡀࢇࡉ㎰ᐙẸἩࢆጞࠊࡣࡢࡓࡵዉⰋ┴ࢆ࣒ࢬ࣮ࣜࢶ࣮ࣥࣜࢢࡀጞࠊࡾ▱ࢆࡇࡓࡵ

ࡽᨻ⾜ࡋࡋࠋࡅࡗࡁࡀࡢࡓࡗᛮ࠺ࡼࡳ࡚ࡗࡸࡵࡓࡓ࠸࡚࠸✵ࡶ㒊ᒇࡢᐙࡁࡢࡑ

ࡢ┴ዉⰋࢆෆࡢ㎰ᐙẸἩㄆドࡢ㎰ᐙẸἩࠊࡣᨭࡢ HP ࡞ࡶఱࡿ࠼ࡽࡶ࡚ࡏ㍕
㎰ᐙࠊࡀࡔ࠺ࡑ࠸ከࡣࡇࡿ᮶ࡀࢀᐙ᪘㐃ࡳኟఇࠋ࠺ࡑࡔᚲせࡀႠ⤒ࡓࡋ❧⮬ࠊࡵࡓ࠸

ẸἩࠊࡾ࡞␗ࡣࢫ࢘ࣁࢺࢫࢤࡣᬑẁࡣᅵ᪥㸯⤌ࡅཷࡅࡔධࡓࡗ࠸ࡿࢀᙧ࠸࡚ࡗࢆ

⪅㎰ᐙẸἩ⤒Ⴀࡢࡓࡲࠋ࠺ࡑࡔ⬟ྍࡣࡇࡿᚓࢆධࡢࡿ࡞⣊ࡢά⏕ࠊࡵࡓࡿ

ࡓศ⮬࡚ࡍࡶ࢘ࣁ࢘ࣀࡢ࡚ࡗࡓ࠶ࡿࡍ㐠Ⴀࢆ㎰ᐙẸἩࠊࡵࡓ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࡶࡾࡀ⧄ࡢ

⣲ࡢࡔࡓࠊࡢၥ㢟ࡢධ㠃࡛ࠊࡣ࡚ࡋࡉࡋ㞴ࡢ㎰ᐙẸἩࠋ࠺࠸ࡓࡅࡘ㌟࡛ࡕ

Ἡࡣࡾࡲ㐪ࠊࡵࡓ࠺ᐟἩࡿࡍேࡀఱࢆồ࠺࠸࠸࡞ࡽࢃࡢࡿ࠸࡚ࡵ㞴ࠊࡸࡉࡋ⮬Ꮿ

 ࠋ࠺ࡑࡔࡇࡿ࡞ᚲ㡲ࡀ༠ຊࡢᐙ᪘ࠊࡵࡓࡿ࡞ࡇࡿࡵἩࢆே
 㸧࡞㸦㇋▱㆑ࡢࡑࠐ
 㔝⳯㞧ⲡࡢ㛵ಀࠊ࡚ࡋ㔝⳯ࡀᑠࡣࡕ࠺࠸ࡉⲡࢆᢤ࡚࠸㔝⳯ࡀࡤࢀ࡞ࡃࡁⲡࡸ⏕ࢆ

ࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡧఙ࡛ࡲࡃ῝ᆅ୰ࡶࡾࡼ᰿ࡢ㔝⳯ࡀ᪉ࡢ᰿ࡢ㞧ⲡࡣ࡚ࡋ⏤⌮ࡢࡑࠋ࠺ࡑࡍ

ࡇࡿࡍ྾ࡽ㞧ⲡࡀ㔝⳯ࢆࢀࡑࠊ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ྾㞧ⲡࢆᰤ㣴ࡿ࠶ࢁࡇ࠸῝ࡾࡼ

࡞㠃ࢺࢫࢥࠊࢁࡇࡓࡗఛࡶ࡚࠸ࡘ㎰ᴗࡢࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋ࠺ࡑࡔࡢ࡞ࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀ

࠺ࡼࡢᒣῧᮧࠊࡀ࠸࡞ࢀࡋࡶࡃ࠸࡚ࡗ࡞ᕤᴗⓗࠊつᶍࡀ㎰ᴗࡣᅵᆅ࡛࡞ᖹᆠࡶ࡛

ࡇࡃ࠸࡚ࡗ࡞ᕤᴗⓗࠊつᶍࠊࡵࡓ࠸ࡋ㞴ࡶࡇࡿࢀධࢆᶵᲔࡣᆅᇦ࡛࠸ከࡀ⏣Ჴ࡞

 ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡇࡢࡿ࠸࡚࠼⪄࠸࡞ࡣ
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 ࠒࡇࡓ࠼⪄ࠑ
ᅇࠊᐇ㝿㎰ᐙẸἩࢆయ㦂ࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉஂಖࢇࡉᵝ࠾࡞ࠎヰࢆఛࠊ࡛ࡇࡓࡗ

ᑠつᶍ㎰ᐙࡀ㎰༠ࢆ㏻ࡃ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢫࢿࢪࣅࡽ⮬ࡎࡉ㞴ࢆࡉࡋᨵ࡚ࡵឤࠋࡓࡋࡲࡌᑠつ

ᶍ㎰ᐙࡿࡍ⏘⏕ࡢ㉁ࡢⰋ࠸㔝⳯ࢆồࡿࡵே୍ࡣᐃᩘࠊࡢࡢࡶࡿ࠸㢳ᐈࢆ᥈ࡽࢁࡇࡍႠ

ᴗࠊዎ⣙࡚ࡍ࡛ࡲࡪ⤖ࢆ⮬ศࡢࡑࠊ࠼࠺࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃ⾜࡛ࡕࡓዎ⣙ࡀಖ㞀࡚ࢀࡉ

㎰ᐙẸࡽࡉࠋࡓࡋࡲࡌឤࡿ࠶༑ศࡶ༴㝤ᛶࡿ࡞Ᏻᐃࡀධࠊࡃ࡞ࡶ࡛ࡅࢃࡿ࠸

Ἡ㛵ࠊࡶ࡚ࡋධ㠃ࢆࡳࡢ⪃៖ࡓࡋሙྜࠊỴ࡚ࡋຠ⋡ࡢⰋ୍ࠊୖ࠸࡞ࡣ࡛ࢫࢿࢪࣅ࠸

ᐃᮇ㛫ᐙ᪘ࡀᣊ᮰࠺࠸ࡿࢀࡉⅬࠊࡶ࡚࠸࠾Ẽ㍍ጞࠋࡍࡲ࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵ

ࡣ࠺ࡿ࡞␎ᡓࡾṧࡁ⏕ࡢ࡚ࡗᑠつᶍ㎰ᐙࡀ㎰ᐙẸἩࠊ࡚࠸࠾Ⅼࡓࡗ࠸࠺ࡑ

ࡣព࡛࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡗࡸ࡚ࡋࢫࢿࢪࣅࡢ┈㔜どࠊࡢࡢࡶࡓࡌឤࡿ࠶࡛➨᪉ḟࡾࡸ

ᑡࡋཝ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ࡋᛮ୍ࡋࡋࠋࡓࡋࡲ࠸᪉࡛ࢆࢫࢿࢪࣅࠊᗈྍࡿࡆ⬟ᛶࡿ࠶ࡶ

ឤࠊࡌࠊࡤ࠼㎰ᐙẸἩࡢࣥࣛࣉࡢ୰㎰సᴗࡾ┒ࢆࣥࣙࢩࣉ࢜ࡢ㎸ࠊࡳᐟἩᐈ⥴୍

㎰సᴗయ㦂ࠊ࡛ࡇ࠺ࡽࡶ࡚ࡋࢆஂಖࡢࢇࡉ㔝⳯సࡿࡅࡾᛮࠊࡸ࠸Ᏻ࡛⨾࠸ࡋ

㔝⳯ࡢࡵࡓࡿࡃࡘࢆᡭ㛫ࢆ࡞⌮ゎ࡛࠼࠺ࡢࡑࠊ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ㔝⳯ࢆ㈙࠺ࡽࡶ࡚ࡗᶵࢆቑ

࠺ࡼࡢ⚍✭ࡸ㎰సᴗయ㦂ࠊࡋᣍᚅ࡞⏿ࢆࠎேࡢᕷẸࠊࡶ㸰ᅇ࡛ࠊ㸯ᖺࠊࡾࡓࡋࡸ

ࡽ⮬ࡀᑠつᶍ㎰ᐙࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡏࡸቑࢆ㢳ᐈࡿ࡞ࡽࡉ࡛ࡇ࠺⾜ࢆࡢࡶ࡞

࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉ᥈ࢆฟⲴඛࡽ⮬ࠊ࡚ẚሙྜࡿࡍฟⲴ㎰༠ࠊሙྜࡃ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢫࢿࢪࣅ

ࢆ㔝⳯ࡢ៏⮬ࡓ࡚⫱࡚ࡅᡭ㛫ᬤࡀศ⮬ࠊ㠃ࡢࡑࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ከࡣࡇ࡞ኚࠊࡎࡽ

┤᥋ᾘ㈝⪅ࡸᩱ⌮ேᒆࠊ࡛ࡇࡿࡅ┦ᡭࡢ႐ࡪ㢦ࢆぢࡗ࠸࠺ࡇࠊࡣࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࡉஂಖࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮࡔ࠸ࡀࡾࡸࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡌឤࡑࡇࡽࡿ࠸࡚ࡗࡸࢆࢫࢿࢪࣅࡓ

Ꮀࢆヰ࠺࠸ࡓ㣗ࢆ㔝⳯ࡓࢀࡉ⌮ㄪࠊ࡚ࣥࣛࢺࢫࣞࡿ࠸࡚ࡋฟⲴࢆ㔝⳯ࡀศ⮬ࠊࡀࢇ

ᐇ㝿࠺ࡼࡢࡇࠊ࡚άືࠖࡅࡍࡓ࠾ࠕࡢࡇࠋࡓࡋ༳㇟ⓗ࡛ࡶࡇࡓ࠸࡚ࢀࡉ࠺ࡑࡋ

㎰ᐙࡢ⏕ࡢ⪅⏘⏕ࡸኌࡣࡢࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ⪺ࢆኚ㈗㔜࡞⤒㦂࡛ࠊᏛࡣࡇࡪከ࡛ࡓࡗ

⪄ࠊࡁ⪺ࢆኌࡢ⏕ࠊぢ࡚࡛┠ࡢศ⮬ࠊࢀゼᐇ㝿ࢆࡶࡢ⪅⏘⏕ࡸ㎰ᐙ࡞ࠎᵝࡶᚋࠋࡍ

ࡉஂಖࡓࡋࡲ࠸ࡉࡔࡃ༠ຊࡈᗘࡢࡇࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡅ⥆ࢆࡇ࠺࠸ࡃ࠸࡚࠼

ᴗ㒊ࠖࡅࡍࡓ࠾ࠕࡓࡋࡲ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᨭࢆάືࡢࡇࠊࡶࡿࡆୖࡋ⏦ឤㅰᐙ୍ࢇ

 ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ᮏᙜࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦ឤㅰࡶⓙᵝࡢ
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㸦┿⦅㸧 
 
 
 
 
  

㸦ࡣࡎࡲᒣῧᮧࡢⲔ⏿㐃ࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ⾜࡚ࢀᛴᩳ㠃࡛ࡢⲔ⏕⏘ࡢ㞴ࡉࡋ 
 㸧ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚࠼ᩍ࡚࠸ࡘ

㸦ࡶ࡚⥡㯇࡞ᬒⰍ࡛ࠊࡀࡓࡋᐇ㝿㎰సᴗࠊࡿ࠼⪄ࢆࡇࡿࡍࢆ 
 㸧ࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮࡿ࠶࡛௳ᅵᆅ᮲࠸ࡋཝࡾ࡞
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㸦㔛⯋ࡢࡇࠋࡵ═ࡢࡽୗஂಖࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡘࡦࡢ⏿ࡢࢇࡉ㸧 

㸦ึࡢ࡚ࡵ㇋⭉సࡾయ㦂ࠋᐇ㝿㇋ࡽసࡶ࡚࠺࠸ࡿ㈗㔜࡞⤒

㦂࡛ࠋࡓࡋ㸧 
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㸦ᩘ᪥㛫Ỉࡓ࠸࠾࡚ࡅࡘ㇋ࢆỈࠊࡅ࣮ࢧ࣑࢟ࡶᾮ≧ࠋࡍࡲࡋ㸧 
  

㸦ᾮ≧ࡓࡋ㇋ࡢ❔ࢆ୰࡛ࡾࡗࡋΰࠊࡐⅆࢆࡓࡩࠋࡍࡲࡅ㛢ࠊࡵ

㸯ࢆ⛬ᕤࡢࡇࠋࡍࡲࡐΰࠊࡅ㛤ࢆࡓࡩࡽࡓࡁ࡚ࡗࡀୖୖ࡚ࡋἛ㦐ࡀᾮࡢ㇋

㸮ᅇࡾ⧞㏉ࠋࡍࡲࡋᾮࡀ㍍ࠋࡍࡲࡾࢃࡀࡢࡿࡃ࡚ࡗ࡞ࡃ㸧 
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  㸦ࡂࡘᾮయࠊ࡚ࡋࡇࢆ㇋ஙࡢࢶࢣࣂࠋࡍࡲࡅࢃࡽ࠾୰ࡀ㇋ங࡛ࠊᕸᕵࡢ୰   
 ࠋࡍࡲࡁ࠾࡚࠸࠾ᬌ୍࡚ࢀ࠸ᆺࠊࡐΰࢆࡾࡀ࡞ࡢங㇋ࡢࡇࠋࡍ࡛ࡽ࠾ࡀ 
 㸧ࠋࡓࡋࡲࡾࢃࡀࡉኚࡿసࢆ⭉㇋ࡽ୍࡛ࡾᡭసࠋࡍᡂ࡛ࡢ⭉㇋

 

㸦࡛⃰ࡶ࡚ࠋ⭉㇋ࡓࡗࡀ࠶ࡁཌ࡛࠾ࠊᗑ࡛㈙࡛ࡿࡲࡣ⭉㇋࠺㐪ࠋࡓࡋࡲ࠸

ஂಖࡢࢇࡉసࠋࡶ࢘ࢯࣥࣞ࢘࣍ࡓࡗ⨾ࠋࡍ࡛ࡓࡗࡋ㸧 
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㸦㔛⯋ࡢᵝᏊࠋ᫇ࡢࡽࡀ࡞᪥ᮏᐙᒇࡓࡲࠋᐟἩᐈࡵࡓࡢᅖ⅔ࡢ㒊ᒇ࡛ࡲ⏝

ពࠋ࠺ࡑࡓࡋ㎰ᐙẸἩࢆ⤒Ⴀࠊࡾࡓ࠶ࡿࡍᵝ࡞ࠎᕤኵࢃࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉࢆ

 㸧ࠋࡓࡋࡲࡾ
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㸦ᡭ๓ࡀ⮬ᐙ〇⫧ᩱ(ࣥࣇࡢࣜࢺ࣡ࢽ+Ἔ⢑+ࡠ)ࠋዟࠋࡘࡦࡢ⏿ࡀ 
ᑠࠊࡀ࠸ࡃࡾࢃࡵࡓ࠸ࡉⓑ⳯ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⫱ࡀ࡞ࢫࢱࣞࡸ㸧 

㸦ᖹ㣫ࣜࢺ࣡ࢽࡢ࠸㸧 
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ᖹᡂ 28ᖺ 4᭶ 21᪥ 
ே㛫ᩥ◊✲⛉ ⏕άᕤᏛඹྠᑓᨷ 

ᐑ㔛┿௨ 
 
 

 య㦂)ሗ࿌᭩ࡵⲡᮌᰁ࡚ࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩάື㸦ࠖࡅࡍࡓ࠾ࠕ
1. άື᪥ ᖹᡂ 28ᖺ 2᭶ 27᪥(ᅵ) 
2. ሙᡤ ࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩ(ዉⰋ㸫ⴱᇛᒣ) 
3. ཧຍ⪅ ࢻ࣮࢛ࣇࣟࢡᚋ⸨ⰼ࣭ᐑ㔛┿௨࣭ୖ㔝Ꮚ࣭⸨ཎ㢼ᶞ 
4. άືෆᐜ 
⌮⣔ዪᛶᩍ⫱㛤ⓎඹྠᶵᵓദࡢᏛ⏕ᨭᴗࡢࠖࡅࡍࡓ࠾ࠕάືࠊ࡚ࡋዉⰋ┴ⴱᇛ

ᒣ࡚ࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩⲡᮌᰁࡵయ㦂ཧຍࠋⲡᮌᰁࡣࡵᱵࡢᯞࢆᰁᩱ2ࠊ✀㢮(㕲፹
ᰁࣥࣂ࣑࢘ࣙ፹ᰁ)ࡢ፹ᰁᾮࠋࡓࡗ⾜࡚࠸⏝ࢆᰁᩱࢆ↻ฟࡢࡵࡓࡍ⸄ࠊࡽࡾᰁᩱࡢ
↻ฟࠊࡋ⏕ᆅࡢᶍᵝࠊࡅᾐࡋᰁࠊࡵ፹ᰁ2ࠊᅇ┠ࡢ↻ᰁ᭱ࠊࡵᚋ࡚ࡗ⾜ࢆࡂࡍࡍ
ᕤ⛬ࡀ⤊ࠋࡓࡋసᴗྜࡢ㛫࡛ࠊⲡᮌᰁࢆࡵ⏕ᴗࡈࡢࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࡿ࠸࡚ࢀࡉኵ

ጔⲡᮌᰁࢆࡵ⏕ᴗࠊࡸ⏤⌮ࡓࡗ⮳ࡿࡍࡢኚࡉᴦ࠾ࡢ࡞ࡉࡋヰࢆఛࠋࡓࡗ 
 

5. ឤ 
(1)ⲡᮌᰁࡢࡵ≉ᚩ࡚࠸ࡘ(Ꮫᰁᩱᑐ࡚ࡋ) 
ዉⰋ┴ⴱᇛᒣⲡᮌᰁࡢࡵసᴗᑠᒇࢆᵓࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࡿ࠼సᴗᑠᒇ࠾

㑧㨱ࠊ࡚ࡋᱵࡢᯞࢆᰁᩱࡓࡋⲡᮌᰁࡵయ㦂ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㏻ᖖࡢⲡᮌᰁࡵయ㦂࡛ࠊࡣ๓

ࢆᰁᩱู≉ࡣᅇࠊࡀ࠺⾜ࡽࡵᰁࡋᾐࡅᶍᵝࡢᆅ⏕ࡣ⪅ཧຍࠊࡋฟ↻ࢆᰁᩱ

↻ฟࡍᕤ⛬ࡽయ㦂ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉᰁᩱࡢ↻ฟ᭱ࡽࡋᚋ༙࡛࡛ࡲࡂࡍࡍࡢ᪥

ࡵᰁࠊ(⌮ୗฎࡢࡵࡓࡿࡵᰁࡃⰍ⃰ࢆᆅ⏕)⌮ฎࢡࣃࣥࢱࡢᆅ⏕᥇ྲྀࡢᰁᩱࢀࡇࠊࡾ
సᴗࡿࡢᡭ㛫ࡶ࡚ࡢ࠸ࡽࡃ࠸࡞ࡾ㊊ࡣ1᪥࡛ࠊࡿࡍ៖⪄࡛ࡲసᴗࡍࢆᕸࡓ
 ࠋ(ࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢⓗ┠ࡢάືࡢࡇࡶࡇࡿࡍయ㦂ᐇ㝿ࢆᡭ㛫ࡢࡑ)ࡿ࠶࡛
᪥ᮏ࡛ࡽ≀᳜ࡢ↛⮬ࡽࡃྂࡣᰁᩱࡾྲྀࢆฟ࡚ࡋ⣒ࡸᕸࢆᰁࠊࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࡵ

1900 ᖺึ㢌ࡽᏛᰁᩱࡸᏛ⧄⥔ࡢ㛤Ⓨࡀすὒ࡛㐍ࠊࡳ᪥ᮏ࡛ࡶ᫂ึᮇࡽᏛ
ᰁᩱࡀᑡࡘࡎࡋ㍺ධࠊࢀࡉⲡᮌᰁࡵ(ኳ↛ᰁᩱ)ࡣẁࠎୗⅆࡾ࡞Ꮫᰁᩱ࡛ᰁࡇࡿࡵ
ࡢࡶࡓࢀࡽࡵᏛᰁᩱ࡛ᰁࡀࢇࡢ〇ရࡿ࠸࡚ࡋὶ㏻ࡣᅾ࡛⌧ࠋࡓࡗ࡞ὶࡀ

ࠋࡿ࠶ࡀ⏤⌮ࡢࡘࡃ࠸ࡣࡢࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࢃࡃᗈࡀᏛᰁᩱࡾࢃ௦ⲡᮌᰁࠋࡔ

Ⰽࡌྠ࡛ࡢ࡞ᐃ୍ࡀ㉁ࡢᰁᩱ⮬యࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀࡇࠖࡿ࠸࡚ࡋᏳᐃࠕࠊࡘࡦࡎࡲ

ࠋࡿ࡞⬟ྍࡀ⤥౪ࡓࡋᏳᐃࡇࡿࡍ⏘㔞ࢆ〇ရࡢⰍࡌྠࠊࡁ್࡛ᩘࡢࡿࡵᰁࢆ

ⲡᮌᰁࡣ࡛ࡵᮇࡸᆅᇦࡾࡼᡭධࡿᰁᩱࡀኚࠊྠࡤࢀࢃ ࡞ࡣᐃ୍࡛ࡀ㉁ࡶᰁᩱ࡛ࡌ

ࡇࡿ࠶Ᏻ౯࡛ࠕࠊࡵࡘࡓࡩࠋ࠸ ⫱ࢆ≀᳜ࡣࡵⲡᮌᰁࠊ࠺ࡼࡓ㏙ඛࠋࡿ࠶ࡀࠖ

ࡿࡍ៖⪄ࡶ㈝⇕ගࡢࡑࡸ㈝௳ேࠊࡵࡓࡿࡀኚᡭ㛫࡞ࡍࡔ↻ࢆᰁᩱࠊࡋ✭ࠊ࡚

୰ࡢኳ↛ᰁᩱࠊࡀࡔࠖ⬟ྍࡀ㛗ᮇಖᏑࠕࡣᏛᰁᩱࠊࡓࡲࠋࡿࡃ࡚ࡗࡀࢺࢫࢥ

࠸ࡽᰂࡢⲡᮌᰁࡣᏛᰁᩱࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡶ࡞ࡢࡶ࠸ࡼࡀ࠺ࡓࡗࡄࡍ࡚ࡋ᥇ྲྀࡣ

Ⰽྜ࠸ẚࠊⰍࡀᙉࡃฟࡶ࡞ࡇࡓࡗ࠸࠸ࡍࡸᗈࡃ⏤⌮ࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࢃ

(ࣥࣙࢩࢵࣇࢺࢫࣇ)⏘⏕㔞ࠕࡀ௦ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄ ࡃ࠸࡚ࡗྥ୍ࠖ⏬ࠕࠖ
ࢃᛮࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶࡓࡗ࡞⌮ࡶ࡚࡚ࡗഃ⪅⏘⏕ࡀᚩ≉ࡘࡶࡢᏛᰁᩱࠊ࡞
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ࠊ(ࡤ࠼ゝ࡚ࡋ㛵య㦂ࡵⲡᮌᰁࡢᅇ)࡚ࡳ࡚ࡋࢆయ㦂ࡵⲡᮌᰁᐇ㝿ࠊࡋࡋࠋࡿࢀ
ᰁᩱࡣᒣࢁࡇࡿࡓ࠸ࡢᰩࡸ࢞ࡢᱵࡢᯞࠊ᱓ࡢⴥࡀ࡞ⴠࢆࡽࢀࡑࠊ࡚࠸࡚ࡕⲡᮌ

ᰁࡵ1ࠕࡵࡓ࠺ᖺࢆ㏻࡚ࡋᵝ࡞ࠎᰁᩱࡀᒣ࡛ᡭධࡇࡿ ፹ࠊ᪉ࡋฟ↻ࡸᏘ⠇ࠕࠊࠖ
ᰁᾮ࡞ࡉ⃰ࡢⰍ࡞ࠎせ⣲ࡀᙳ㡪ࡌྠ࡚ࡋᰁᩱ࡛ࡶୖࡢࡾࡀⰍ㢼ྜࡦࡘࡦࡀ࠸

(㸟࠸࡞࡚ࡋࡘࡦࡣࡢࡶࡌྠ)ࡇࡿ࡞␗ࡘ ୍⪅⏘⏕ࡀ⪅㈝ᾘࠕ࠺ࡼࡢᅇࠊࠖ
ࡇࡿࡁཧຍ࡛ࡾ〇ရస࡚ࡗ࡞⥴ ࢆᰁᩱࡑࡇࡽ࠸࡞ࡁ࡛⏘⏕ࢇࡉࡃࡓᗘ୍ࠕࠊࠖ

㐣࡚ࡗ⏕ែ⣔ࢆࢫࣥࣛࣂࡢᔂࡍ༴㝤ࡀᑡ࠸࡞ ࡃࡓࡶ㨩ຊࡢࡵⲡᮌᰁࡓࡗ࠸ࠊࠖ

ࡢ၏୍↓࠸࡞ࡋࡇࡑࠊࡁࡔࡓ࠸ࡋᑡࢆࡳᜨࡢ↛⮬ࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡁⓎぢ࡛ࢇࡉ

〇ရࡢ㨩ຊࡳ⏕ࢆฟࡾ࠶ࡢࡾࡃ࡙ࡢࡶࡓࡗ࠸࠺ࡑࠊࡸࡇࡍ᪉ࡀษ࡛ࡢࡿࡃ࡚ࡗ࡞

 ࠋ࠺ᛮ࠸࡞ࡣ
(2)ⲡᮌᰁࡢࡵᕤ⛬࡚࠸ࡘ 
 ⲡᮌᰁࡣࡵձ⏕ᆅࢡࣃࣥࢱࡢฎ⌮Ѝղᰁᩱࡢ↻ฟࡋЍճ⏕ᆅࡢᶍᵝࡅЍմ1 ᅇ┠
ᾐࡋᰁࡵЍյ፹ᰁЍն2ᅇ┠↻ᰁࡵЍշࡢࡂࡍࡍᡭ㡰࡛⾜ࠋࡓࡗձࡢ⏕ᆅࢡࣃࣥࢱฎ⌮
ࡋࡣ⥔⧅ᛶ≀ືࡢ࡞࣮ࣝ࢘ࡸ⤱ࠊࡵࡓࡿ࠶ࡀᛶ㉁࠸ࡍࡸࡾධࡀⰍࡣ⥔⧅ࢡࣃࣥࢱࠊࡣ

ࡸ࿋Ồࠋ࠺⾜࡚ࡋᑐ⥥ࡸ㯞ࡿ࠶࡛⥔⧅ᛶ≀᳜࠸࡞ࢀࡲྵࡢࢡࣃࣥࢱࠊࡀ࠸ࡼࡶ࡚ࡃ࡞

㇋ஙࠊ∵ஙᾐ࡛ࡇࡍ⏕ᆅࡢ⾲㠃࡛ࡃࡥࢇࡓࢆそ࠸ᰁᾮࡀᰁ࠸ࡍࡸࡾࡲ≧ែࡿࡍ

ᕤ⛬࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ⲡᮌᰁ࡛ࡵ㔜せ࡞ᕤ⛬ࡀյࡢ፹ᰁ࡛ࠋࡿ࠶ᰁᩱࢆ↻ฟࡓࡋᾮᾐࡍ

ࠊ᳜࡛ࡇࡑࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡕⴠࡄࡍࡤ࠼ὙࡀࡿࢀࡉⰍ╔ࡣᆅ⏕ࡶ࡛ࡅࡔ ࡸ㩭ࢆⰍ⣲ࡢ≀

Ⰽࡢ≀᳜ࠋ࠺⾜ࢆసᴗ࠺࠸፹ᰁࠖࠕࡇࡵࡓࡿࡍࡃࡃࡋࡕⰍⴠࡘࠊࡏࡉⓎⰍ

⣲㕲ࠊ࣒࢘ࢽ࣑ࣝࠊ㖡ࡢ࡞㔠ᒓࡿࡍྜ⤖ࡀࣥ࢜㘒య࠺࠸⛉Ꮫⓗᵓ㐀ࢆసࡾ

ⓎⰍࠊࡾࡓࡋỈ⁐࡞≀㉁ኚࡢࡇࠋࡿࡍᛶ㉁ࢆ⏝ࠊ᳜࡚ࡋ ≀ᰁᩱࢆ↻ฟࡓࡋᾮ

ࠊୖࢆ⥔⧅ࡓࡏࡲࡇࡳࡋࢆ グ࡞࠺ࡼࡓࡋ㔠ᒓࡴྵࢆࣥ࢜ᾮᾐ࠸ࡘࡳ⤡⥔⧅ࠊࡍ

ࡿࢀࡉᰁⰍࡸ㩭࡛ࡇࡃࡘࡧ⤖ࡾࡗࡋ⥔⧅ࠊࡋⓎⰍ࡛ୖࡢ⥔⧅ࡢࡑࡀⰍ⣲ࡓ

፹ᰁࡽ(ᰁᩱ)ࣈ࣮ࣜ࢜ࡢࡘ1ࠊࡣヰ࡛ࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࠋࡔ࠺ࡑࡔࡇ࠺࠸
ᾮࢆኚ࡛ࡇࡿ࠼ 7Ⰽฟ᮶ࠊࡓࡲࠋ࠺ࡑࡔࡢࡿ࠶ࡶࡇࡿỤᡞ௦ࡣ࡛ࡲ⅊Ồࡸ㓑ࠊ㕲
㗵ࢆࡢࡶࡢ↛⮬ࡢ࡞⅊▼ࡸ፹ᰁᮦᩱ࡚ࡋ⏝ࠋࡓ࠸࡚ࡋᅇ⏝ࡓࡋᱵࡢᯞࠊࡶ㕲

፹ᰁᾮᾐࣥ࢘ࣛࣈࣗࢪ࣮࣋ࡣࡢࡶࡓࡋ㏆࠸Ⰽྜ୍ࠊࡾ࡞࠸᪉ࣥࣂ࣑࢘ࣙ፹ᰁᾮ

⃰ࡢᾮࡋฟ↻ࡢᰁᩱࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࠸Ⰽྜ࡞࠺ࡼࡢࣗࢪ࣮࣋ࢡࣥࣆࡣࡢࡶࡓࡋᾐ

 ࠋࡿࢃኚࡀ࠸Ⰽྜࡓࡲࡿ࠼ኚࢆ࡞㛫ࡍᾐࡸࡉ
 ࡚࠸ࡘࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩ(3)
 ⣙ 6 ᖺ๓ࡽⲡᮌᰁࡿࡍࢺ࣮ࢱࢫࢆࡵ๓ࠊࡣዟࡣࢇࡉࡇࡾࡢࡢࢇࡉ❧࡚࡞ὒ᭹
࠾ࡿࡍ㈍ࢆ࡞Ⴀᴗ࡛ᕤල⮬ࡣࢇࡉࡅࡍ࠺ࡇࡢேࡈࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࢆࡿࢃᦠ

ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉࢆ⌧ᅾࡣⲡᮌᰁࡢࣈ࣮ࣜ࢜ࡵ᱂ᇵ(ⱑࡢ㈍ࣈ࣮ࣜ࢜ࠊຍᕤရ㈍ࠊ
㊃࡛⊂Ꮫࡣࡵⲡᮌᰁࠋࡿ࠸࡚࡚❧ࢆィ⏕࡛࡞(㈍ࡢ≀㎰సࡓ࡚⫱ᒣ࡛ࡢࡑ
ࠎᩍᐊ㏻࡚ࡗ⩦ᚓࡈࠊࡀࡓࡗ࠸࡚ࡋேࡿ࡚⫱ࢆࣈ࣮ࣜ࢜ࡢࢇࡉࡅࡍ࠺ࡇࡢሙᡤ

࠸࡚ࡗ࡞ᙧࡢࡘࡎࡋᑡࠊ࠸ฟᅵᆅࡢⴱᇛᒣࡿ࠶ࡢసᴗሙࡢᅾ⌧ࠊ࡚࠸࡚ࡋ᥈ࢆ
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ࡣⓗ῭⤒ࠋ࠺ࡑࡓࡗ 2 ேࡶാࡁࡓ࠸࡚࠸ẚ↛వ⿱࠸࡞ࡣヰࡓ࠸࡚ࢀࡉ
ⲡᮌᰁࡾࡓࡗ࠶࡛ࣈ࣮ࣜ࢜)ࡢࡶࡿసࡢࡕࡓศ⮬ࠊࡸ↛⮬࠺ࡑࡋᴦ࡚ࡋࡑ┿ࠊࡀ
ᡭసࠋࡓࡗ࠶⣲ᩛ࡛ࡶ࡚ࡣጼ࠺ྜࡁྥࢇࡉᐈ࠾ࡿ࠸࡚ࡗᚅࢆ(ࡾࡓࡗ࠶〇ရ࡛ࡢࡵ
ࠊ࡛ࡢ࡞࠺ࡑ࠸ከࡀࡇࡿࡍ㈍࡛ࢺࢵࢣ࣮࣐ࡓࡗ࠸ࢺࢵࢣ࣮࣐ࢡࢵࢽ࣮࢞࢜ࡸᕷࡾ

ᾘ㈝⪅ࢆࢬ࣮ࢽࡢ┤᥋⪺ࡾࡃ࡙ࡢࡶ࡚࠸ᫎฟ᮶ࡽࢳࡶࡢࡿ⮬ศࡢᡭ࡛ⲡᮌᰁ

࣮ࢺࡿࡍࢆࡵⲡᮌᰁࡣࢇࡉࡇࡾࡢࠊࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶㨩ຊ࡛ࡢࡑࡇࡽࡿ࠸࡚ࡗసࢆ〇ရࡵ

ࢩࡓࡲࡶࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࡾᡭస࡚ࡋ⏕ࢆ㦂⤒ࡢ࡚❧ࠊࢆ࡞ࢳ࢝ࣥࣁࡸࢢࢵࣂࢺ

 ࠋ࠺ᛮࡔࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞㨩ຊࡢࣙࢩࢡࢧࢭ࢞
 ᅇࡢάື࡛ࠊࡣᰁࡢࡢࡶࡵṔྐࡸᏛⓗ▱㆑య㦂ࢆ㏻࡚ࡌᏛࡀࡇࡪฟ᮶ࡑࠋࡓ

࠺᥋┤ࢆ᪉ࡁ⏕ࡸ᪉ࡁാࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࠊࡸ↛⮬ࡢⴱᇛᒣࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࢀ

ࠊ࡚࠸࡛ࢇᏛࢆάᕤᏛ⏕ࠊ㌟⮬⚾ࠋࡓࡗ࡞㦂⤒࡞㈗㔜ࡶ࡚ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱࠸ࡀ

ᚋࡣఱࡾࡃ࡙ࡢࡶࡽࡋ(≉⏕άᐦ╔ࡢࡶࡓࡋ)㛵࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡗࢃᛮࡿ࠸࡚ࡗ
ຮࡶ࡚ࡶព࡛ࡓࡗ࠸ࡿ▱ࢆ⛬㐣ࡢࡾࡃ࡙ࡢࡶࡸጼໃࡿࡍᑐࡾࡃ࡙ࡢࡶࠊ࡛ࡢ

ᙉࡓࡗ࡞㛫࡛ࠋࡓࡗ࠶ⴱᇛᒣࡢసᴗሙ࡛ࡢⲡᮌᰁࡵయ㦂ࠊࡾࡓ࠶ᛌࡈࡃ༠ຊ㡬࠸

 ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦ឤㅰࡾࡼᚰࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࡓ
 

 
㸺ᰩࢆ࢞ࡢᰁᩱⲡᮌᰁࠋࢢࢵࣂࢺ࣮ࢺࡓࢀࡉࡵᰁᩱࡀࡔࡌྠࡣ፹ᰁᾮࡀ㕲፹ᰁ࣑

 㸼ࠋࡿ࡞␗ࡀⰍࡃዟ࡛ᡭ๓࡛፹ᰁࣥࣂ࢘ࣙ
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㸺ᱵࡢᯞࢆ↻ฟࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩࡣࣈ࣮ࢺࢫࠋࢁࡇࡿ࠸࡚ࡋᡭసࠋࡢࡶࡢࡾ㸼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸺ࢆ⸅ࡿࡃࣈ࣮ࢺࢫࡶ⸅ࠋࢁࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡚ᒣࡢᜨࠋࡳ㸼 
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<⏕ᆅࡢᶍᵝࡅసᴗࠋࡸࡋࡤࡾ㍯ࠊ࣒ࢦᮌࡢᯈ⏤⮬࡚࠸⏝ࢆ࡞ᶍᵝࠋ࠺⾜ࢆࡅ> 

 

㸺ᰁᩱࢆ↻ฟࡿ࠸࡚ࡋ㛫࠾ఇ᠁ࠋసᴗሙࡄࡍࡢഃࠋࡓ࠸࡚࠼⏕ࢇࡉࡃࡓࡀ࢘ࢺࣀ࢟ࣇࡣ

㸼 
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㸺ࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩᒣᑠᒇࠋ㸼 

 
 <ࠋࡃࡔࡓ࠸࡚ࡋࡽኳࢆ࢘ࢺࣀ࢟ࣇࡢ࡚❧ࡾྲྀࠊ࡚ᒣᑠᒇࡢࢇࡉࣙࢩࢡࢧࢭ࢞ࢩ>
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㸺1ᅇ┠ࡢᾐࡋᰁࠋࢁࡇࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࡵ㸼 
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㸺፹ᰁᾮᾐࠋࢁࡇࡿ࠸࡚ࡋᕥࡀ㕲፹ᰁࣥࣂ࣑࢘ࣙࡀྑࠊ፹ᰁࠋ㸼 

 

㸺ᱵࡢᯞ�㕲፹ᰁᾮ࡛ᰁࡓࡵ㠐ୗࠋ㸼 

83



 

 
㸺ᱵࡢᯞࣥࣂ࣑࢘ࣙ�፹ᰁ࡛ᰁࠋࢢࢵࣂࢺ࣮ࢺࡓࡵ㸼 
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 άືሗ࿌ࠖࡅࡍࡓ࠾ࠕ
㛗ᓮ┴ఀ⋤ᓥ࡛ࡢ▼᥇㞟 

 
 
 

 
㒔⠏ࡾࡢࡳ 
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 ᖹᡂ 28ᖺࠊᖺࡶ᫂ࡢࡄࡍ࡚ࡅ 1᭶ 22᪥ࡣ⚾ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡢᏛࡢࡽ㈨㔠ຓ㣕ࡧ
࠸ព㢪␃ࠋࡿ࠶Ⅽ࡛ࡢ▼᥇㞟ࠋࡓ࠸࡚ࡗࡲࡋ᮶࡚࡛ࡲ┴㛗ᓮࡣᕞࡲࡲࡢ࠸ໃࡓ࠸ࡘ

ࡗᣢࢆ㆑▱࡞ᒙࡿࡍ㛵▼ࡶ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࡆᥖ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢศ⮬ࢆ▼ࡣ⚾ࡀ࠸ࡓ

୕➨ྂࡣ㛗ᓮ┴ఀ⋤ᓥࠋࡿ࠶⣲ே࡛ࡢࣈࢬ࡞ࡁዲࡀ▼ࡗࡻࡕࠋ࠸࡞ࡶ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚

ᮇࡢᆅᒙࡀᛮ࠸ษࡾ㟢ฟࡿ࠸࡚ࡋሙᡤࠊࡾ࠶ࡀ⌮⣔άືࢁࡋࢆゝࢀࢃ▼᥇㞟࡛ࡿࡍࡶ

⪄Ᏻ᫆࠺ࢁࡔࡿࢀᖐ࡚ࡗᣠࡣ▼ࡢከᑡࡶ⣲ே࡛ࡢࣈࢬࡤࡽ࡞ࡇࡇࠊࡣ⚾ࡓࡋࡇ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠸㉱ᆅ㛗ᓮࡢ⣙᮰ࡾࡧ㣕㏆㕲≉ᛴࠊ࠼
㔠㖹ⓗᚋࢆ┪ࢁᚓࠊࡣ⚾ࡓᴟᴦẼศ࡛༤ከ࡛ࡲ᪂ᖿ⥺ࡾࡓࡗ≉ᛴࢧࢶ࢝ࡾࡓࡗ

ࡓࡗᛣࡀఱ⚄ጼࡿࡍ⏝ࢆᶒࠊࡀࡔࡅࢃࡓ࠸࡚ࡋᨺ㢟࠸ࡓࡾࡸࡾࡓ㣗ࢆࢻࣥ

▼᥇㞟ᐇ᪥ࠋࡓࡵ㎸ࢀᆶࡀᬯ㞼⾜᪑✲◊ࡢ⚾ࡓ࠸࡚ࡋணᐃࢆ᪥༙ࠊ࠺ࢁ࠶࡛ࡢ

ࡢ 23᪥ኪࡇ࠺ࢁ࠶ࠊᕞᐮἼࡀ฿᮶ࡿࡍணሗࡀฟࡐ࡞ࡶࡑࡶࡑࠋࡓ㛗ᓮ┴ࢆ㑅
ࡔࢇ㑅ࡽࡓ࠼⪄࠸࡞ࢀࡽࡆጉࢆ᥇㞟࡚ࡗࡼ࡞㞷ࡾࡲࡘࠊ࠸ᬮࡤ࠼ゝࡔࢇ

ᖐዉⰋࡣ᪥᭙ࠊࡵࡓࡿ࠶ࡀᏛᰯࡾ㏻ࡶࡘ࠸ࡣࡅ᫂ࡳఇࠋࡿ࠶᭷ᵝ࡛ࡢࡇࡢ࠺࠸

㑏ࡿࡍᚲせࡣ⚾ࡓࡗ࠶ࡀィ⏬ࡢᖜ࡞ኚ᭦ࠊᅵ᭙ࡕ࠺ࡢᮏᕞࡰࢇ㏉ࢆࡇࡿࡍࡾ

వࠋࡓࢀࡉࡃ࡞㋃ࡾࡔࢇ㋾ࠊୖࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡇࡢࡇࡣࡾࡓࡗ▼᥇㞟ࢆணᐃ࠸࡚ࡋ

᥇㞟ࠋࡓฟࡳࡿ᫂ࡃࡸ࠺ࡼ࡚ࡗ⮳ࡇࡇࡀࡇ࠺࠸࠸࡞࠸࡚࠸ᘬࡔࡲࡀ₻㛫ࡓ

ணᐃᆅࡾ࡞ࡀ₻ࡣᘬࡓ࠸࡛࠸࡞ࡁ࡛ື⛣࠸࡞ሙᡤࡉࡲࠋࡿ࠶Ὃࡅࢃࡃ࠸࡛࠸

࠸࡚࠼⪄࿐Ẽࡔࡿࡍ࠺ࢆᘚᙜ࠾࠺ி㒔࡛㈙ࡣࡇ࡞ࡎ࠼࠶ࡾࠋ࠸ࡲࡃ࠸ࡶ

ᛮ࠺࠸ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡁ㉳ࡀ࡞ኚࡽࡸ࠺ࡣࢀࡇࠋ࠸ࡓࡋಽࡾᙇࢆศ⮬ࡢ㛫๓୕ࡓ

 ࠋࡓࡗࢃ⤊ࡀ┠᪥୍ࡣࡎࡲࡦࠊࡽࡀ࡞ࢀࡽࡵࡘ࠸㏣ࠎᚎ࠸
 
ࡽᡠ 㛗ᓮࡓࡲࡋ᥇㞟ࢆ▼ࡁ⾜ᓥ⋥ఀࡽ 㛗ᓮࡾࡼࡣ⚾ࠋࡿ࠶࡛┠᪥࡚ࡉ 

ࡃࢀࡲࠋࡿ࠶࡛ࡷࡕࡃࡷࡕࡴࡽࡀ࡞ᡃࠋࡿ࠶㸲㛫࡛ࡣ㛫ࡓࢀࡉチࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡ

࣮࢙ࣜࣇࠊ࡛ࡢ࡞ࡅࡔࡿࡵࡘ࠸㏣ࢆ㌟⮬㜌㞼࠺ࡼ࠸࡚ࡋࡔࡶࡔࡶ㒊ᒇ࡛ࡢࣝࢸ࣍ࢀࡲ

ึ࡛ࢇཬᮇࡢࡇࠋࡓࡋື⛣ᓥ⋥ఀࡽࡀ࡞ࡋࡧࡕࡧࡕࢆࢱࣥࣇࡓࡗෆ࡛㈙⯪ࡾ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㔠ධ➽ࡀ࿐Ẽࡾ㎶ࡿ࠸࡚ࡋࡃࢃࡃࢃ࣮࢙ࣜࣇࡢ࡚ࡵ
ࡣேᙳࡀࡔࡎࡣࡿ࠶ࡀタࢺ࣮ࢰࣜࡾ࠾࡚ࡋ㛩ᩓࡣ ࡓࡗ❧ࡾ㝆ࠋࡿ࠶ᓥ࡛⋥ఀ࡚ࡉ 

ᑠᓥࡢࡘࡃ࠸࠸⃰ࡀⰍࡢᖖ⥳ᶞࡓࡗ࠶㏵୰ࡢ㊰⯟ࡿ┤ࡁྥ᪉ࡢᾏࠋࡓࡗࡔࡽࡤࡲ

ࢆ✵ࡾࡃࡗࡺࡽࡃ㐲ࡀ㞼࠸࡞࠸㐪ࡿࡏࡽ㝆ࢆ㞷ࠊ࠼ぢࡾࡸࢇࡰࡀ㛗ᓮ࠸㐲ࡣ

ᇙࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡵぢࡢ࣮࢙ࣜࣇࠋࡓ࠼ᮏᩘࡣᑡࡣ⚾ࠋ࠸࡞᪩㏿᥇㞟ሙᡤࠊ༓␚ᩜ

ࠋࡓࡋࡇ࠺ྥࡇࡑࡿࢀࡤ 
  ㏆ၟࡢࡃᗑࡢቨ≀ࡢࡘ࠸ࡓ࠸࡚ࡗศ࡞࠺ࡼ࠸࡞ࡽᆅᅗ┳ᯈࢆ㢗ࡾ

Ẽࡢᩜ␚༓ྥ୍ࡀࡓࡗ࡞ࡕẼᣢ࠸ᛌ࡚ࡋࢆ㐠ືࡢከᑡࠋࡿࡳ࡚ࡗࡀ࠶᪉ࡢୖࡢᓥࡃ

㓄ࠋ࠸࡞ࡣᑠ࡞ࡉᗈሙ࡞࠺ࡼࡢሙᡤฟࠊࡿ※ᖹྜᡓࡢᢡᖹᐙウఆࢆ࡚ࡓ࡛࠸ᓥ

ὶࡢࡋ៧ࡓࡗ࠶┠ࡁൔಇᐶࡢࡀࢃࠊ࡛ࡢࡓࡗ࠶ࡀ㌟ࡢ↓ࡾ♳ࢆᣏࢇࡑࠋࡓ࠸࠾࡛ࢇ

ࡎࡓࢆሙᡤࡢᩜ␚༓ࠊ࡛ࡢࡓࢀࡽࡅࢆኌࢇࡷࡕࡌ࠾ࡢᓥẸࡃࡋࡽࡓࡗࡋ⌊≀ࡀጼ࡞
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ࡋ⏦ࠊ࠺ࢁ㏦࡛ࡲࡇࡑࠋࡔ࠺ࡼࡿ࠶ࡃ㝶ศ㐲ࡾࡼࡿ࠸࡚ࡗᛮࡀ⚾ࡀࢀࡇࡀࡿࡳ࡚ࡡ

ฟ࡚ࡀࡔࡢࡓࢀࡃὶ▼Ẽᚋࡵࡓࡓࡋࢀ㐲៖ࡢࡇࠋࡓࡋᗈሙ࠸ྥ࠺ࡻࡕࡢഃ༓␚ᩜ

 ࠋࡓࡋฟࡁṌࡣ⚾ࡓᚓࢆド☜ࠋࡓࢀู࠸ࡽࡶ࡚࠼ᩍࡿ࠶ࡀ
 ↓ࡣ⚾ࡃ࡞ࡶࡎࡣࡃࡘ༓␚ᩜ┠ᣦࡋ㐨ࡾ࡞Ṍࡓ࠸⤖ᯝ ㏫ᡠࠋࡓࡋࡾᗈሙࡽ

ఙࡓ࠸࡚ࡧ㐨୍ࡣᮏ㝈ࠊ࡛ࡾᖖࢆୖ┠ᣦ࡚ࡋṌࡶࡓ࠸㛵ࡎࡽࢃୗᖐࡗࡲࡋ࡚ࡁ࡚ࡗ

࡚ࡗ࡞ࡃ㡢㧗ࠎᚎ↛࿈ࡽࡀ࡞࠸ᛮ࠶࡞ࡓࡗ࠸ࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡶ࠺࠺ࡶࡽࡔࡢࡓ

࡚ࡅࡾႅࡀேࡿ࠶ࡢ࠼ぢぬࠊࡾࡲṆࡀࢡࢵࣛࢺࡢྎ୍๓ࡢ┠ࠊࡿ࠸࡚ࡵ═ࢆᾏࡓࡁ

ᘪᢡゝⴥ࠺࠸ࡅ⾜࡚ࡗࡽࡃ࠸࡚ࡗ㏦ࡾࡥࡗࡸࠋࡿ࠶࡛ࢇࡷࡕࡌ࠾ࡢඛࠋࡓࡁ

ࡤࢀฟࡆ㌿እ࡚ࡅ㛤ࡾ㋾ࢆࢻࡢሙྜ㌴ࡢᝏ᭱ࠋࡓ࠸㢔࡛ࢀࡪࢀࡪࡸࡣ⚾ࡓࡁᑾ▮ࢀ

 ࠋ࠸ࡼ
 ᕫࡢゲࡀࡾ࠸࠸ࡣࢇࡷࡕࡌ࠾ࡿ࡞ࡃࡋࡎே࡛ࡅ⾜࡚ࡗࡀୖࡎࡲࡦࠋࡓࡗ࠶

ࢆ࡞ⳫᏊ࠾ࡓࡋࡗࡻࡕࠋࡓࡅཷࢆḼ㏄࠸ᡭཌࡽࢇࡉዟࠊࢀࡉෆᐙࡢࢇࡷࡕࡌ࠾

㡬࡚࠸༓␚ᩜධࡓࢀཱྀࡾሙᡤ࡛ࡲ㏦ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗẼࢆࢁࡅṧࡣࢇࡷࡕࡌ࠾ࡋ

ཤࡢࡔ➲ࠋࡓࡗ⾜࡚ࡗᾐ㣗ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⋇㐨ࡁࡪ㐨ࢆୗࡃ࠸࡚ࡗᚎࠎἼࡢ㡢ࡀ

ࡸ⦅ࡢ࠸ࡽࡃࡿࡁ࡛ື⛣࡛ࡋ↓ࣉ࣮ࣟࡣࡇࡑࡿࢀ㏵ษࡀ᳃ࠊࡾ࡞࠺ࡼࡿࡵࡍࢆ⪥

☜࡛┠࠸ࡘࡀᩜ␚༓ࡓ࠸࡚ࡋᣦ┠ࠋࡓ࠸࡚ࡗ㏕ࡀᾏ࡛ࡲࢁࡇࡓࡾ㝆ࡋᑡࢆᓴࠊᓴ࡛࡞

ㄆ࡛࡛ࡲࢁࡇࡿࡁ᮶ࡀ₻ࡾࡣࡸࠊࡢࡢࡶࡓ㧗ࠋ࠸㛫࡛ࡲࡾࡂࡾࡂ᥇㞟ࢆㅉ࠸࡞ࡵ⭡

ࡵࡓࡿࡍ⯙㰘ࢆศ⮬ࠋࡓࡋࡇࡘᚅ࡚ࡗᗙ㠃ᩳࡢᓴ࡛ࡲࡃᘬࡀ₻ࠊࡣ⚾ࡓࡗࡃࡃࢆ

ᾏ࡚ࡗྥኌ࡛࠸࠸᪥᪑❧࡞ࡕḷࡼ࠸ࡼ࠸ࡣ✵ࠋࡓࡗᬯࠊࡃ⇕ၐࡢ⚾ࡿࡍ㢋㞵⢏

 ࠋࡓ࠸ࡘࡀ
 ୍㛫ᚅࡓࡗᛮ┠ࠋ࠺ぢ࡚࠼ᾏ㠃ࡣపࠊࡾ࡞ࡃᖸ₻࡛ࡽ࡞ࡿ࠶Ṍ࠺ࢁࡔࡿࡅ

ሙᡤࡶぢࠋࡓࡁ࡚࠼⊰ண࡛ࡲࡇࡑࡄࡍࡣ㏕࠺ࡼࡋ࠺࡚ࡉࠊࡾ࠾࡚ࡗᛮࡓ࠸࡚ࡗ▮ඛࠊ

୕ᗘ⚾ࢆࡪኌࠋࡓࡗ࠶ࡀㄡࢇࡷࡕࡌ࠾࠺ࢁ࠶ዟࡢࡑࢇࡉே࡛ࡀࡇࡢ⚾ࡶ࠺ࠋࡿ࠶

ᚰ㓄࡛ࡊࢃࡊࢃ᮶࡚ࠋ࠸ࡋࡽࡓࢀࡃᓴ࡛ୖࡢ㛤ࢆᯝ࠺ࡶࡢࢇࡷࡕࡌ࠾ࠊࡣࡕࡓ⚾ࡓࡋࡓ

 ࠋࡓࡳヨࢆࢡࢵࢱᩜ␚༓ࠊࡅࡗࡁࢆゝ୍࠺࠸࠺ࢁࡔࡿࡅ࠸࡛ࡲ࠺ࡇྥ
 ⮬⾨㝲ୖࡣࢇࡷࡕࡌ࠾࠺࠸ࡔࡾࡀᓴ࠸ࡍ࠸ࡍࢆఏືࡢ࡛ࡲࡇࡑࡀࡍࡉࠋࡃ࠸࡚ࡗ

⛣ࡧ㣕ᒾࡽᒾࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋື⛣࠸ᒾఏࡓࡵጞࡏぢࢆጼࡽᾏ㠃ࡣ⚾࠸࡞ฟ᮶ࡣࡁ

ᚰ㓄ࢇࡷࡕࡌ࠾ࠋࡓࡋࡓࡦᾏỈࢆ㊊∦ࡕᡴࢆᶓ⭸ࡓࡓࡋࡏࡽࢆ㏵୰୍࡛ᗘ㊊ࡿ

 ࠋࡓࡗ❧ࡾ㝆ᩜ␚༓࠸ࡘࠊࡳ㐍๓ࡶ࡛ࢀࡑࡽࡀ࡞ࢀࡉ
ࢁࡇࡕࡓࡣᚰࡢ⚾ࡓࡗ࠼ⴎࢀࡉᾐᾏỈࠊ࡚ࡋ๓ࡢ┠ࢆᩜ␚༓ࡓ࠸╔ࡾࡓ 

ዧ㉳ࡋࡪࡇࠋࡓࡋࢁࡈࢁࡈࡀ▼ࡢ㌿ࠊࡾ࠾࡚ࡗࡀሗࡀṇࡢࡽࢀࡑࡤࢀࡅࡋ୰▼

ࡗ࡞▼࡚ࡗࡲࡲࡀ⩌ࡢ㈅ࠊࡿࡳ࡚ࡏࡽගࢆ┠㏿᪩ࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿ࠸࡛ࢇ㎸ࢀ⣮ࡀ

ሢࡢ▼ࡿࢀࡤ࣮ࣝࣗࢪࣀࡣ▼ࠋ࠸Ⰻࡀᖾඛࠋࡓࡗࡘぢࡄࡍࡀࡢࡶࡿࢀࢃᛮࡓ

ࢱࡓ࠸࠾࡚ࡋഛ‽ࡾྲྀᡭࢆ▼࡞ࢁࡈᡭࠊ࡛ࡢࡓ࠸࡚࠼ぬࡿ࠶ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗධ୰ࡢ

ࠋ࠸࡞ࡶఱࡾࡣࡸࠋࡿࡳ࡚ࡗࡘ୍࠺ࡶࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ࠸ࡣࡶఱࠋࡿࡳ࡚ࡗ㔠ᵔ࡛ࢿ࢞

ᚋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡅࢃࡃࡘࡀࡅぢศࡢ▼ࡢᬑ㏻࣮ࣝࣗࢪࣀ⣲ேࡢࣈࢬࠊࡀࡓࡋࡾࡗࡀ
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 ࠋࡓࡗᛮࡽ
ࡢࢀ⩌ࡢ㈅࡛ࡢࡓ᮶࡚ࡗ࡞ࡃࡦࡶ㞵࠸ࡲࡋ࡚ࢀ⑂ࠊࡎฟࡣ▼ࡶ࡚ࡗࡶ࡚ࡗࢆ▼ 

▼ࢆࡳࡢ✭࡚ࡋᘬࠋࡓࡋࡇࡿࡆୖࡁ㏆࡛ࡃὶᮌࢆᣠࢇࡷࡕࡌ࠾ࡓ࠸࡚ࡗኌࢆ

ࠊ࡛ࡢ࠺࠸ࢀᖐࡽୖࡽ࠸࡞༴ࡣୗࡀࢇࡷࡕࡌ࠾ࡀࡔࡢࡓࡋࡇࡿᡠ࡛ࡲୖࠊࡅ

࡚ࢀࡀ㠐ࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿ࠼㉺ࡾࢆ┠ࢀࡢᒾ࡞ࡁࡽࡀ࡞ࡉࢬ࣮ࣥࣙࢪ࣭ࢹࣥ

ࡉᐮࠋࡓ࠼ࡇࡾࡢࢆ┠ࢀ㊊࡛〄࡚ࡗ㈔࡚ࡗᣢࢆ㠐ୗ㠐ࢇࡷࡕࡌ࠾ࠊࡵࡓ࠸࡞༴ࡾ࠾

࠶ࡀឤࡴ⦰ࡢ㌟ࡶ࡚ࡋ㏉࠸ᛮࠋࡓࡋࡸ෭ࢆ⫢ࢀᦂࡳᑠ้ࡀୗࡽ⭸࠸Ṋ⪅㟈Ⅽࡢ

⾜ඛ࠸ࡻࡦ࠸ࡻࡦࡿࡃ࡛ࢇ✚㌴ࢆὶᮌࡣࢇࡷࡕࡌ࠾ࡣࡽ࡚࠼㉺ࡾࢆ┠ࢀࠋࡿ

 ࠋࡓࡗᖐࡾࡃࡗࡺࢇࡉዟࡓࢀࡃ࡚࠸࡚ࡗᚅ࡚ࡗᗙ࡛ୖࡢᒾࠊࡵࡓࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗ
 ዟࢇࡉయࡁ⾜ࡽࡀ࡞ࢀࡽࢃࡓ࠸ࢆ㏻ࡓࡗ⋇㐨ࢆᢤࠊࡅ㐨㊰࡛ࡲᡠࡕࡌ࠾ࡿࡃ࡚ࡗ

ୖᐙࡢࢇࡷࡕࡌ࠾ࡧ࡛ࡢࡓࢀࡃ࡚ࡗゝࡅ⾜࡚ࡋࢆ᭹ࡓࢀࠊ࡚࠸࡚ࡗᚅࡀࢇࡷ

ࡿ࠸࡚ࡋ࡛࣮ࣖࣛࢻࢆ㠐ࡸࣥ࣎ࢬ࡚ࡾࢆࢺࢵ࢙࢘ࢫࡢࢇࡉዟࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡏࡽࡀ

࠺ࢁ࠶௨᮶࡛ࡘ࠸ࡣࡢࡓࡳᰁ㌟࡞ࢇ࠶ࡀࢩࢲࠋࡓࢀࡃ࡚ࡗ⯙ࡿࢆࢇ࠺ࡀࢇࡉዟ

╔㌟ࢆ᭹ࡓ࠸ࡾࡗࡋࡿࡍࡀ࠸࠾ࡢᾏࠋࡓࡗ࠶࡛࠺ࡼࡿ࡞ࡃ ࡽዟࡀయࠋ

࠸Ⰻࡢᾏࡗࡶࡣᗘࠊࡘ࠸ࡓࡲࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗ㏦࡛ࡲ ࢇࡉዟࢇࡷࡕࡌ࠾ࠊࡅ

 ࠋࡓࡗཤࢆᓥ⋥ఀࡣ⚾ࠊࡋ⣙᮰
ࢁ࠶࡛࠸࡞࠼ᨭࡋᕪ࡚ࡗゝኻᩋࢁࡇ࡞┤ṇࠊࡤ࠼ゝࡣᯝ⤖ࡢ▼᥇㞟࡛ࢁࡇ 

ࡓࡗ࡞ࡃࡋⰾࡅࡔࢀࡀᡂᯝࡢ⚾ࠊࡿぢࢆ࡞グࡢே࠺࠸ࡓࡋ༓␚ᩜ࡛᥇㞟ࠋ࠺

ࡿ࠶ࡶࡢ࠺࠸ࡓࡗ࡞࠸࡚ࡗศࢆ᪉ࡅぢศࡢ࣮ࣝࣗࢪࣀࡀ⚾ࠋࡿศࡾ࠶ࡾ࠶ࡀ

ࡓࡗ࠶ព࡛↓ࡢࡃࡀάືࡀࢁࡇࠋࡿ࠶ࡶࡢ࠺࠸ࡓࡗ࡞࠸࡚ࡗࡁࡁᘬࡀ₻ࠊࡋ

ࠊࡋࡓࢀࡇ࡚ࡗᖐ࡚ࡗᣢࢆ▼ࡀࡔࡢࡶࡓࡋࡗࡻࡕᮏᙜࡣ⚾ࠋ࠸࡞ࡣ࡛࠺ࡑ࠺࠸

▼᥇㞟㝿࡞࠺ࡼࡢࡋෑ㝤ࢆࡿ࠶ࡀ㌟࡚ࡗࡶࢆయ㦂࡚ࡋࡑࠋࡓࡋኚⰋ࠸ฟࢆ࠸

ࢆ▼᥇㞟ࡓࡗࡔ࠼⪄ࡢᗘ⛬ࠊ࡞ࡔ࠺ࡑࡋᴦࡗࡻࡕ࡛ࡲࠊ࡚ࡋ㏻ࢆάືࡢᅇࠋࡓࡋ

⮬ศ࡛ࠊࡃ⾜࠺ࠊࡃ⾜ࡇఱࢆ┠ᶆࠊ࠼⪄ࡽࡿࡍᐇ⾜࡛ࡶ࡚ࡣࡢࡓࡁ᭷

ព⩏ࠋࡓࡗࡔࡇ࡞ḟࡣⰋࡃᬕࡓࢀኟࡢ᪥ఀࡶ࡛⋤ᓥࢆゼࢇࡷࡕࡌ࠾ࠊ࡚ࢀዟࡢࢇࡉ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾࡶࡘࡿࡅ㑊ࢇࡷࡕࡣ᪥ࡢ㢼ྎࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠸࡚ࡗᛮ࠺ࡑฟࢆ㢦ࢁࡇ
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▼ࡢⓎ᥀ 

    ᩥᏛ㒊ேᩥ♫Ꮫ⛉ྂ௦ᩥᏛࢫ࣮ࢥᅄᅇ⏕ M.T 

       

 

 

▼ࡍ♧ࢆࡇࡓ࠸࡚ࡋᏑᅾ᫇ࡿࡣࡀ≀⏕

࠺ࡿ࠸࡚ㄪ࡚࠸ࡘ▼ࠊࡾ࠶ࡀ⯆ࡶࡶ

ࡇࡑࠋࡓࡋࡲࡾ▱ࡿ࠶ࡀሙᡤࡿࡁ࡛ࡀ᥀Ⓨࡕ

ࡿ࠶ᕷࡁࢃ࠸┴ᓥ⚟ࠊࡵࡓࡢ᥀Ⓨࡢ▼ࠊ࡛

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ⾜࣮ࢱࣥࢭࢺࢼࣔࣥ

ಶேⓗࠊ▼ࡢ୰࡛࠸ࡋ⨾ࠊࡶ ᕳࡢ≦ࡁᙧࡀ

≉ᚩⓗࢺࢼࣔࣥ࡞ច࠸࠺ࡑࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀ

ࢼࣔࣥࠊࡽ࡞ࡿࡍࢆ▼᥇㞟ࡃࡗࡏࠊ࡛ࡅࢃ࠺

ᛮ࠺ࡼࡋሙᡤࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࡁ᥇ྲྀ࡛ࡀࢺ

ẖ㐌ᅵ᭙᪥࣭᪥᭙᪥ࠊࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡧ㑅ࢆ࣮ࢱࣥࢭࢺࢼࣔࣥࠊ࠸

య㦂Ⓨ᥀ࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ࡀ㐨ලࡢ㈚ฟึ࡞࠺ࡼࡢ⚾ࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶࡋᚰ⪅࡛ࡶẼ㍍

ཧຍ࡛ࡶࡿࡁᛮࠋࡍ࡛ࡽࡓࡗ 

 

 

 

య㦂Ⓨ᥀ 

 ᐇ㝿ࡢయ㦂Ⓨ᥀ࠊࡣ▼ࡸⓎ᥀ᡭ㡰㛵ࡿࡍ 30ศ㛫ࡢㄝ᫂ࡓ࠸⪺ࢆᚋ୍ࠊ㛫Ⓨ᥀ࡿࡍ
᥀య㦂Ⓨࡢࡇࠋࡓࡋ࡛ࡢࡶ࠸ࡍࡸࡾศࡃ㠃ⓑࡶ࡚ࡣㄝ᫂ࡢࢇࡉဨ⫋ࠋࡓࡋෆᐜ࡛࠺࠸

ࡢࡿ࠸࡚࠸⪺ᚰ⇕ࢆヰࡢ❲ᜍࡸ▼ࡀࡕࡓᏊ౪ࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓࡗከࡶ᪉ࡢࢀᐙ᪘㐃ࡣ

 ࠋࡓࡋ༳㇟ⓗ࡛ࡀ

 

 ㄝ᫂ࡢ࣮ࢱࣥࢭࠊࡿࢃ⤊ࡁ⪺ࢆእฟ࡚ࡼ࠸ࡼ࠸ࠊⓎ᥀ࠋࡍࡲ࠸ྥ㤋እࡣᆅᒙ

Ⓨࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲࡁ࡚࠸ࢃࡀᐇឤࡿ᥀ࢆ▼ࠊࡿ࠸ぢ࡚ࢆࢀࡑࠊࡾ࠶ࡀሙᡤࡓࡋ㟢ฟࡀ

ࡋࡲࡾࡲጞࡀ᥀Ⓨࠊࡾྲྀࡅཷࢆࣝࢢ࣮ࢦࡵࡓࡢᏳࠊࢿ࢞ࢱࡸ࣮࣐ࣥࣁ࡞ᚲせࡵࡓࡢ᥀

ࠋࡍࡲㄪ࠸࡞ࡇฟ࡚ࡀ▼࡚ࡋࡑࠊࡕᡴ࡛࣮࣐ࣥࣁࢆࢿ࢞ࢱࠊࡋࡉࢆࢿ࢞ࢱᆅ㠃ࠋࡓ

Ⓨ᥀ࡾ⧞ࡢࡑࡣ㏉ࠋࡓࡋ࡛ࡋ 

 

ࡕࡇࡕ࠶ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ᥈ࢆ▼ࠊ࡚ࡗࢆ࣮࣐ࣥࣁ࡚ࡗ࡞ᚲṚ࡞ࢇࡳ 㸟ࠖࡓฟࡀ▼ࠕ࡛

࡞࡞ࠊࡃࡋ㞴ࡶ࠺ࡀࡇࡿࡅࡘぢࢆ▼ࡣ⚾ࡢ࡚ࡵึࡀ᥀Ⓨࠊ୰ࡿࡀ࠶ࡀኌ࠺࠸

ぢࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾࡘ㛫༙ࡶศ㐣ࡢࡗࡸࠊࡽࡓ࠸࡚ࡗ↔ࠊࡂᛮ࡛࠸㈅ࡢ▼ࢆぢࡅࡘ
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ࡣࡢࡓࡁᡭ࡛᥇㞟࡛ࡢศ⮬ࠊࢆ▼ࡓࡗࡔࡅࡔࡿ༤≀㤋࡛ぢࠊ࡛ࡲࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ᮏᙜᎰࡢࡑࠋࡓࡋ࡛ࡇ࠸ࡋᚋࡓࡲࠊ㈅ࡢ▼ࢆぢࠋࡓࡋࡲࡅࡘయ㦂ࡓࡗࢃ⤊ࡀᚋࠊ

⫋ဨ࠾ࢇࡉヰࢆఛࢇࠊ࠺㒊ศࠊ࡛ࢸ࣐ࡀࡢࡶࡿ࠶ࡀ≧ែࡀᝏ୍ࡃ㒊ศࡢ

  ࠋࡓࡋ࡛ࡇࡢࢫ࣒ࣛࢭࣀࡿ࠶ࡶ࡛▼‽♧ࡣࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗṧࡳ

 

 

    

 

 

Ⓨ᥀࡚࠼⤊ࢆ 
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ぽこぽこ会は分野横
断ゼミの愛称です。  

基本的に勉強は、一人でするものです。しかしそれだけでは、自分のいる位
置を見失ってしまったり、視野が偏ってしまったりします。そんなときに、
“ぽこぽこ”と浮上して、さらに前進するきっかけを得る場が欲しい。そんな
思いで始まったのがぽこぽこ会です。 

分野横断ゼミ 
ぽこぽこ会 
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ぽこぽこ会とは 
物理・数学・情報を学ぶ学生を中心に、学年や専攻
を問わず議論しあう会です。当初は、それぞれが面
白いと思っていることや、理解に行き詰っているも
のを持ち寄って、分野の違う人どうしで議論するこ
とで、解決の糸口や更なる発展が見出せたらいいな
と考えていました。情報科や数物連携コースの学
生の参加もありましたが、時間割等の関係や、”

自主ゼミ”という響きの硬さもあってか、物理系
の学生が多く集まるようになってしまいました。
しかし、講義では流されてしまうような概念を
掘り下げたり、今までに身に着けた知識を応用
してふとした問題に取り組んだりと、有益な時間
でした。やはり、他分野の学生が少ないことで、議
論の広がりは小さくなってしまい、残念でしたが、
本来の目的である「息継ぎの場」というのは達成で
きたように思います。

現在の活動 
28年度になり、新たな目的を加えて活動を開始しま
した。参加者の所属する物理科学科の同学年内では、
以前から授業前後の休み時間などに、自分の興味の
ある分野のニュースや講義に関連した内容を解説し
あったりしていました。4回生で研究室に分属すると
今までのように専門に関係なく集まることがなくなっ
てしまいます。しかし、物理に対して好奇心旺盛で
どんなことでも面白いと思う人が多く、気軽に他の
研究室の内容を知れる場を欲していました。そこで、
研究報告会という意味合いも加えて活動を開始しま
した。4月12日に28年度の初回があり、素粒子論研究
室で行われたセミナーの内容について報告をしても
らいました。また、理解の助けになればと購入した
KEK物理学シリーズは春休みから貸し出しを行って
おり、現在も7巻中5巻が貸し出されている状況で
す。

春合宿 
3月16日から28日までの間、学内の合宿所や学内の教
室を利用して合宿を行いました。参加者は3名で、加
えて帰省の都合などで3人ほどが流動的に参加してい
ました。内容はメシア量子力学シリーズの摂動論部
分の理解と、各自、量子力学の復習や場の理論の予
習でした。

摂動論の理解 

メシア量子力学シリーズを用いた自主ゼミは、以前
まで輪読形式で進めていました。しかし今回は、合
宿という短期間にある程度の分量を理解することを
目標にしていました。そこで、セミナーライブラリ
物理学シリーズの「演習　量子力学」の該当範囲の
問題を解き、生じた疑問点をメシア量子力学を用い
て理解を深めるという形を取りました。
実際に目標としていた範囲は終了でき、4月からの各
研究室でのセミナーをスムーズに進めることが出来
ました。

お世話になった黒板
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各自の復習/予習 

参加者の中にはすでに研究室のプレゼミが始まって
いる人がおり、すべての時間を摂動論の理解に費や
すことは難しい状況でした。そのため、各自の自習
時間を多く取りました。疑問点をその場で解決しあ
えるのはもちろん、各自が違う範囲をしていること
を利用し、理解したことや気づいたことはその場で
共有するようにしていました。それにより、各自が
学習した内容＋αを得ることが出来ました。

合宿の雰囲気 

時間を忘れ、集中というよりも熱中して取り組めた
ように思います。黙々と取り組み、誰かが解説や疑
問点を挙げれば議論が始まるといった本当に良い雰
囲気でした。また、個人で合宿所を借りることは非
常に難しいため、今回のようなゼミがあることのあ
りがたさを痛感しました。

写真は、休憩がてら楽しんだ、ナブラ演算子ゲー
ムです。 

追悼 
私たちに「おたすけ」事業の存在を教えてくださっ
たのは、奈良女子大学 素粒子論研究室の寺尾治彦先

生でした。以下の追悼文にもあるように、学生との
ささいな会話を覚えていてくださるような先生でし
た。
報告書としては場違いであるかもしれませんが、寺
尾先生のお声掛けがなければ、このゼミは存在しま
せんでした。この場をお借りして、感謝とともに、
以下の追悼文をぽこぽこ会ホームページから転載さ
せていただきます。

追悼 寺尾治彦先生 
2015年12月、奈良女子大学 素粒子論研究室の寺尾治
彦先生がお亡くなりになりました。
当ぽこぽこ会が存在するのは、寺尾先生のおかげで
す。新年度も活動するぽこぽこ会ですが、初心にか
える思いも込めて、寺尾先生との経緯をここに記し
たいと思います。
ぽこぽこ会は、奈良女子大学 理系女性教育開発共同
機構の「おたすけ事業」により、本を買っていただ
いたり、コピーカードをいただいたりしています。こ
の「おたすけ事業」に応募することを勧めてくださっ
たのが寺尾先生でした。
寺尾先生と私たちの学年は、昨年後期まで、授業な
どの接点がなく、初めてお話ししたのが、研究室紹
介後の焼き肉パーティーのときでした。そのとき寺
尾先生に、何人かで自主ゼミをやっていることを話
したら、「今年の3回生は元気だなあ」と笑っておら
れたことを思い出します。
それから1ヶ月たった11月初旬の頃、授業のため、あ
る教室に行ったところ、寺尾先生がわざわざ待って
おられて、私たちに「おたすけ事業」の応募用紙を
渡してくださいました。先生は、焼肉パーティーの
ときのちょっとした会話を覚えてくださっていて、
ぜひ応募してみたら、と勧めてくださったのでした。
自主ゼミの会の申請書を作るにあたり、活動内容や
活動目標を明確に設定したことが、私たちの自主ゼ
ミのその後を大きく変えました。それまで単なる内
輪の自主ゼミ会であったものが、他学部他学科の人
を巻き込んだ規模になり、ホームページも作成し、
定期的な報告会や、春休み合宿を開催するまで発展
することになりました。
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しかし寺尾先生は、私たちに応募用紙を渡してくだ
さった1週間後から体調を崩され、そして1ヶ月後の
12月6日に亡くなられました。そのため私たちは、申
請が通過したことも、そしてその後どんな活動がで
きたかも、ご報告できなくなってしまいました。
学生とのちょっとした会話を覚えていて、わざわざ
足を運んでチャンスを教えてくださったことからも
わかるように、先生は、とても暖かい素敵な方でし
た。授業のときも、大切なことを書くたびに、少し
心配そうに学生を振り返って、「伝わっています
か？」と尋ねられ、ご自分の説明が相手の心にちゃ
んと届いているか、いつも気にかけておられました。
そのため、先生の話すスピードや板書の量は、理解
しながらノートをとるのにちょうど良く、最初の授
業のときから、クラス中が「ひかえめに言っても神」
と絶賛したほどでした。また、質問に行ったときも、
懇切丁寧に教えてくださり、先生がおすすめしてく
ださった本には、今でも助けられています。
今はがらんどうの、先生の研究室をのぞくと、黒板
には、私が質問しに行ったときに書いた数式がまだ
残っていて、それを見るたびに、先生を寂しく思い
出します。
最後の授業のとき、教室に入るなり椅子に座り込む
ほど息苦しそうにされ、咳き込んでおられたにも関
わらず、先生は最後まで授業をされました。あのと
き、どうかご無理をなされないでください、と強く
言えばよかったと今も思っています。そして先生が、
復帰日のわからぬまま授業を休講されてから、ずっ
とどこか恐ろしく、早く戻ってきてほしいとお祈り
していました。先生の訃報をただただ悲しく思うと
同時に、先生から学ぶ時間が、たったの2ヶ月弱しか
なかったことを、本当に残念に思います。
寺尾先生、本当にありがとうございました。先生が
くださったチャンスを大切に、これからも勉強して
まいります。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
(追悼文 文責・北出智巳)

ホームページ 

ぽこぽこ会 オフィシャルサイト 

http://pocopocokai-kasetu.blogspot.jp 

ぽこぽこ会Twitter 

@pocopoco_kai 

https://twitter.com/pocopoco_kai 
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第1回ぽこぽこ会　
まとめ作成係： 
理学部物理科学科３回生深川千宙 

ぽこぽこ会のルール 
ルールはただ一つ！
学年、役職関係なく、タメ口で議論、おしゃべりし
ましょう！

発表者がしゃべっている間もどんどんツッコミをい
れて、議論したり疑問点を解決したり、発展させた
り気軽に参加するためのルールです。
 
今日の話題の根底にあるテーマは「自然現象に
おいて情報とはなにか？」です。

グラフ理論の紹介 
発表：北出智巳 

まずは用語の説明を….

グラフ
対象の集合とそれらのつながりの集合を表したもの。

ノード
各点のこと。

エッジ
点と点を結ぶ線。これにはその線の通過しやすさで
あったり、通貨料金であったりと「重み」という名
前で条件をつけることが出来る。

�

少し見づらいですが上の図で、ＳからＧまでの経路
はいくつも考えられます。ですがそのうちの最短経
路はどれでしょうか。
ここで全ての経路をある法則に則って確かめて最短
経路を選択するときに使えるのがグラフ理論です。
ケーニヒスベルグの橋渡り問題なんかは有名なので
知っている方もいるかもしれません。
ここからが本題です。
自然現象は、何故かいつも最短距離であったり最小
のエネルギーとなるように変化しています。例えば、
励起した原子核が安定な状態になるときにγ線を放出
しますが必要な量だけを放出します。また光はひと
りでに曲がったり道草をくったりはしません。
つまりかかる時間が最短になる経路で進みます。
→なにやらグラフ理論が使えそうなニオイがしてき
ませんか

ここで復習ですが光は波動性と粒子性を持っていま
した。今回は光の波動性に注目して屈折の問題を考
えてみます。
光の屈折は次の式で表せると高校までに習ってきた
はずです。

nv=n'v'
nsinα=n'sinβ

ポイント


グラフ理論の考え方を用いることで、
自然現象をうまく扱えるのではないか
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これは実験から経験則としてわかっているものです。

今回は見方を変えて、
ある角度αで屈折率n'の媒質に光が入射したとき、な
ぜ光は必ず最短経路である方向角度βに屈折するので
しょうか。
高校までに習ったもので説明するとホイヘンスの原
理を使います
（ちょっとホイヘンスの原理を表す絵は割愛）
ホイヘンスの原理はいくつもの波が重なって進行方
向が決まるというものでした。
→これがどうグラフ理論と関係があるのか？

まだ勉強中ですがどうやらホイヘンスの原理は、ダイ
クストラというグラフ理論のアルゴリズム（離散
的）の、連続ver.に対応したものであるようです。
現段階の私たちの理解ではホイヘンスの原理から波
は重ねあわせが起きて次の波が出来る位置が決まり
ます。それが重ねあわされたときに次の波への最短
経路が求められているのではないか。波と波との重
ね合わせの繰り返しがグラフでいうところの全ての
経路を試すに対応しているのではないかと考えてい
ます。
つまり、グラフ理論（=離散的でシンプルに考えられ
るもの）で光がどうやって進む経路を決めているの
か（＝連続的で複雑なもの）を扱えるのではないで
しょうか。

このようにグラフ理論の考え方を知れば物理への理
解がもっと深まるかもというお話でした。

情報熱力学の紹介 
発表：深川千宙 

情報熱力学とは
マクスウェルの悪魔という考え方が根本にあるもの
です。ではマクスウェルの悪魔とは
これを考えるためにはシラード・エンジンというも
のを使います。

�

まず熱浴のなかに一つだけ粒子を入れた容器をいれ、
熱平衡状態にあるとします。
つぎに準静的過程で容器の中央に仕切りを入れます。
ここで悪魔である観測者は粒子がどちら側にあるか
わかるとします。つまり（シャノンの）情報量ln2を
取り出したことになります。
最後に仕切りを準静的過程で容器の端によせ初めと
同じ状態に戻します。このとき、粒子から見れば体
積が二倍になったのと同じです。つまり仕事Ｗ＝ｎ
ＲＴln2をしたことになります。

ここで不思議なことは初めと終わりの状態は同じな
のに、何故か仕事Ｗが取り出せてしまったことです。

まとめ
% グラフ理論を使えば最短時間や最小限のコスト
（エネルギー、予算）が求められる

% 自然現象はいつも最短時間、必要最低限を選択
するのでグラフ理論が使えるかも

% ホイヘンスの原理はダイグストラ（グラフ理論
を使ったアルゴリズムの一つ）の連続ver.に対
応する

% 連続的で複雑なものが離散的でシンプルなもの
で扱えるかもしれない

ポイント


情報量を入れて拡張された熱力学第2法
則を用いると熱ゆらぎも量子ゆらぎも根
本は同じ理論で扱えるかもしれない
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これでは熱平衡状態にあるものがひとりでに仕事を
したりしないことを表した熱力学の第二法則に反し
てしまいます。
そこでここではこの仕事は情報という形で取り出さ
れた分であると考えます。
つまり情報は仕事として取り出されたと考えるとい
うことです。

この考え方を用いてなんやかんや式を確率の考え方
を用いてこねていくと情報という量も組み込んだ熱
力学の第二法則を導くことが出来ます。
ここから先はまだまだ勉強中でよくわかっていませ
んがある特定の状況下ではこの考え方を用いて熱力
学の現象を情報理論の考え方に落とし込んで考えた
り、ゆらぎという観点から量子的な現象を情報理論
に落とし込んで考えたりできるようです。
ただまだ出始めた理論ゆえに賛否あるようですが......

実際に目に見える例であればスーパーコンピュータ
の発熱にはこの情報が仕事として取り出されてしま
うことが関係があるとかないとか......
他には量子ゆらぎのあたりから量子もつれまで発展
したり、脳の記憶に関するモデルと似てるな......など
いろいろと広がりがありそうです。

どうにも今の私の知識では理解しきれないないよう
だったのでもう少しいろんな準備が出来てからもう
一度考えてみたいと思います。こんな理論があるん
だと頭の片隅にでもおいておければと思います。

まとめ


ある条件下では情報を仕事として取り出せる
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参加者の皆吉さんが、
第1回の内容を漫画に
まとめてくれました。
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第2回ぽこぽこ会 
まとめ作成係: 

理学部物理科学科3年 北出智巳

秘書問題 

発表：西谷理佐 
 毎日放送の教養バラエティ番組「林先生の驚く初耳
学！」で取り上げられた秘書問題。35歳までに結婚
するとして、何人の人を見送ったら、一番良い人に
出会える確率をあげることができるか？という問題
で、Twitterなどで話題になった。放送では、証明の
しかたをちゃんと説明してくれなかったので、一部
だけ映った数式から、どんな証明だったのか、みん
なで考えてみた。しかし、説明が省略されたところ
に近似があったと思われ、うまくいかなかった。ま
た、林先生の設定では、1年毎に新しい人と付き合う
が、スパンを短くすれば、もっと多くの人と付き合
うことができる。その一方で、短いスパンでは、相
手を深く知れないというジレンマもある。最適な付
き合う期間とはいくらだろうか？そうした課題も含
めて、秘書問題は、改めて証明を調べ、次回決着を
つけることになった。

 
量子力学の公理化と量子論理 
発表：北出智巳
 光や電子には、私たちの日常的な感覚では不可思議
に見える現象がたくさんある。例えば、スリットを
通り抜ける電子。ふたつのスリットに向かって電子
を入射させ、スリットの向こうに蛍光板を置いてお

くと干渉縞ができる。このような粒子と波の二重性
の時点で、すでに日常感覚を超えているが、それだ
けではない。スリットのところに観測装置を置いて、
電子がどちらのスリットを通ったのか観測すると、
途端に干渉縞が消える。観測することによって、電
子がどちらのスリットを通ったかが確定してしまっ
たからだ。このように「測定結果は確率的にしか決
まらず、測定することで、確定した特定の状態に収
縮する」とするは、日常感覚としては、かなり不可
思議な仕組みである。
 次の例として、偏向板の実験がある。縦向きの溝が
ついた偏光板と、横向きの溝がついた偏光板を平行
に並べて光を入射したら、光は出てこない。しかし、
その2つの偏光板の間に、対角線に対して平行な偏光
板を入れると、入射光の一部が出てくる。この実験
結果をどう考えるかには、色々な方法があるけれど、
「量子力学の世界に通用している論理は普通の論理
と異なる」と考えることもできよう。そのようにし
て作られた新しい論理が量子論理だ。今日は、初め
て量子力学を習ったときに感じる不可解さのこと、
そして、それらは、量子力学が原理として据え置い
たものに由来しており、量子力学の内部からは説明
できないこと、ではそれらの原理はどのようにして
見出され、どう整理されたのかを見たのちに、量子
論理とはどんなものか、に少しだけ触れる。
 初めて量子力学を習ったときに感じる不可解さのい
くつかは、波動関数にあるのではないだろうか。

1. なぜ自然界の記述に、複素数が登場するのか？
2. なぜ波動関数の絶対値の二乗が存在確率なのか？
3. なぜ物理量が演算子になったのか？

などなど。そこで、シュレディンガーが、シュレディ
ンガー方程式を作ったとき、恐らくこうやって考え
たのだろう、とされる方法で、シュレディンガー方
程式を作り、上のような疑問がどこから来たのかを
探ってみた。(*)
エネルギーが離散的であること、つまりE=hνと、そ
してE=pc、波の伝搬式、エネルギー保存の式を使っ
て、うまいこと整理し、いくらか不自然な工夫をす
ると、確かにシュレディンガー方程式を作ることが
できる。実際に作ってみると、シュレディンガー方
程式について、「どんな演繹的推論を行なっても、
この方程式に到達しえないことはきわめて明瞭であ
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る。数理物理学の方程式はすべてそうであるが、こ
の方程式も仮定されるべきものであり、これが正し
いとされるのは、方程式による予想と実験結果との
照合がうまくゆく場合に限られる」(1971(東京図書
株式会社)メシア「メシア量子力学1」p51) と言われ
ている理由が実感できる。シュレディンガー方程式
は、とても不自然な操作をしないと作れないが、実
験結果をうまく記述する。だからこそ、量子力学は、
シュレディンガー方程式を原理の一つとして据え置
き、整理されねばならなかったのだ。
 どの式がどの式から導かれ、あるいは導かれず原理
として仮定されねばならないのか。こうした数学的
構造の整理に、大きな役割を果たしたのが、フォン・
ノイマンだ。ノイマンは、次の3つを柱として、量子
力学を公理化した。(**)

(ここで、ヒルベルト空間の定義をおさらいしました
が割愛)

さて、この公理のもとで、「状態xである粒子Aが、
領域Dに属するか否か」という問題を考えてみる。こ
の場合、ありうる可能性は3つ。

可能性1. 状態xでAはDの中にある。
可能性2. 状態xで、AはDの外にある。
可能性3. 上の1, 2のいずれでもない。

可能性3がありうるところが、古典物理学との大きな
違いだ。
 この問題をヒルベルト空間で考えてみると、1を表
す状態ベクトルと、2を表す状態ベクトルは直交して
いることがわかる。そして3は、1と2の状態ベクトル
の線形和(つまり重ね合わされて作られるベクトル)に
相当する。2つのベクトルの線形和は、その2つのベ
クトルがはる平面上の点をどれでも実現できるので、
3を表す状態ベクトルは無数にあるといえる。つまり
量子論理は、無数の真理値をもつ論理だったのだ。
このように複数の真理値をもつ論理は、いわゆる普
通の論理(古典論理と呼ばれ、真理値は、真と偽の2
つ)とは違って、多値論理と呼ばれる。量子論理の性
質は他にもたくさんあるが、今日はここまで。
 ちなみに、量子論理は、古典論理を挟んで、直観論
理と対称な関係にあるらしい。直観論理の大家、竹
内外史の言葉を引用すると、「さて、この量子論理
と直観論理との古典論理をはさんでの奇妙な対称性
はどこからくるのであろうか？量子論理が物質(粒子)
の論理で、直観論理が人間の論理だということがそ
こに関係しているのだろうか？」(1981 (裳華房) 竹内
外史「基礎数学選書24 線形代数と量子力学」p137) 
とのことであり、とても興味深い。直観論理との関
係ももっと勉強したいなと思ったのであった。

(*)参考: Eman 物理学/量子力学/シュレディンガー方
程式 http://homepage2.nifty.com/eman/quantum/
schrodinger.html
(**)参考：小澤正直「量子集合論と量子力学の解釈問
題」
 http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~kyodo/kokyuroku/
contents/pdf/1525-6.pdf

公理1. 
1つの物理系に対して、1つのヒルベルト空間を対
応させ、その物理系の可能な物理的状態を、その
ヒルベルト空間の元として表す。物理系の観測可
能な力学変数(物理量/観測量)は、ヒルベルト空間
の自己共役作用素(エルミート演算子)として表す。

公理2. 
状態ベクトルをその射影作用素で射影したものの
長さの2乗を、その物理量がその区間に値をとる確
率とする(つまり確率解釈)。

公理3. 
シュレディンガー方程式が成り立つ。
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第3回ぽこぽこ会

気になるパラドックスの話 
発表：増田佳奈 
まとめ作成係： 
理学部物理科学科3年 増田佳奈

囚人のジレンマ

(『Newton別冊　絵解きパラドックス』P.6,7から引
用)

　2人組の銀行強盗の容疑者が、武器の不法所持で逮
捕された。しかし銀行強盗の決定的な証拠が掴めな
い。2人はともに黙秘を続けている。
そこで取調べ官は2人を別々の部屋で取り調べること
にし、それぞれにこう話した。

　★ 2人とも黙秘なら、どちらも刑期1年
　★ 1人黙秘、1人自白なら、黙秘した者は刑期10
年、
　　自白した者は釈放
★ 2人とも自白なら、どちらも刑期5年

さて、2人はどうするのが1番得か？
　この問題を解くにあたって、ジョン・ナッシュ氏
の『非協力ゲーム』の論文を参考にしようと思った
のだが、理解には多少の時間を要する。そのため、
今回は問題の紹介のみとし、具体的な解決は次回に
持ち込むこととした。

投票のパラドックス

　先程と同様、『Newton別冊　絵解きパラドック
ス』から例を引用する。
　以下は、勝ち抜き方式で3つのものの中から1つを
選んだ時の例である。
　　A・B・Cの3人が昼食に一緒のものを食べること　
にした。1人1つずつ食べたいものをあげ、それらを　
仮に①②③とする。
　3人の中で、①②③の優先順位は次の通りである。
　　　　
　　　　　A…1位①　2位②　3位③
　　　　　B…1位②　2位③　3位①
　　　　　C…1位③　2位①　3位②

このとき、勝ち抜き方式で食べるものを決めると次
の通りになる。
　1.最初に①対②　勝者①
　　　次に①対③　勝者③
　　　　最終勝者は③
　
　2.最初に②対③　勝者②
　　　次に①対②　勝者①
　　　　最終勝者は①
　3.最初に①対③　勝者③
　　　次に②対③　勝者②
　　　　最終勝者は②

このように、いずれの候補も勝ち残る可能性がある。

今回は時間が足りずに紹介できなかったものもある
ので、次回以降随時紹介していきたい。

フーリエ解析の話  
発表：北出智巳 
まとめ作成係： 
理学部物理科学科3年 北出智巳）
フーリエ解析は、応用範囲がとても広く、科学の色
んなところで顔を出す。その分、教科書によって、
説明の仕方はかなり多様であり、数学的な側面を掘
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り下げたもの、工学的な応用を掘り下げたものなど
など、色々な語りかたが存在する。
今回の目標は、『フーリエ級数展開の物理的イメー
ジを得ること』だ。高校物理でも登場するようなシ
ンプルな素材を用い、ニュートン力学が、フーリエ
級数展開の成立を要請することを見ていく。まず、
フーリエ級数展開の物理的イメージのために、モー
ドという概念を導入する。
まずは次のように、2つのおもりがバネにつながれて
縦振動する問題のおさらい。

�

座標xにあるおもりと、座標yにあるおもりそれぞれ
について運動方程式を立てると...

m(d^2x/dt^2) = -kx + k'(y-x)
m(d^2y/dt^2) = -k'(y-x) –ky

各おもりの運動はわかるが、双方から異なる力で引っ
張られるし、どんな動きになるかは視覚的にイメー
ジしにくい。
しかし上の2式を足し引きし、両辺を2で割ったら単
振動の方程式になる。

m(d^2((x+y)/2)/dt^2) = -k(x+y)/2
m(d^2((x-y)/2)/dt^2) = -(k+2k')(x-y)/2

そして、足し引きして現れるのが、重心座標と相対
座標だった。

重心座標 X = (x + y) / 2
相対座標 Y = (x - y) / 2

各点で見るとややこしい運動だったけれど、実は、
重心の行き来と、相対座標の伸び縮みという二つの
独立な単振動の重ね合わせだったのだ！

このように、一見ややこしい運動をしていても、あ
る座標を選べば、独立の単振動をしていることがわ
かる。その座標X(t), Y(t)を基準座標と呼び、その単
振動をモードとぶ。そして、モードの振動数を固有
振動数と呼ぶ。
今回の場合、立式して眺めてたらなんとなく基準座
標が見えた。けれど、一般に、基準座標をパッと見
抜くのはキツそうである。しかし、モードの形自体
は、ただの単振動なので想像しやすい。
例えば同じバネの横振動。モードが次の2つになるこ
とは容易に想像できる。

�

ではモードを一般的に求めるにはどうすれば良いの
だろうか？
任意の初期条件で振動させた場合、複数のモードが
重ね合わさって振動するので、ややこしい運動になっ
てしまう。けれど、初期条件をうまくとれば、1つの
モードだけを実現させることもできる。2つのおもり
の縦振動でいうなら、両手でそれぞれおもりを持ち、
同じ距離だけ並行にズラして手を離せば、重心座標
が動く単振動になる。反対の方向に同じ分だけズラ
して手を離せば、相対座標が動く単振動になる。
そこで、このような、1つのモードだけが実現してる
ときの性質をまとめてみる。

1.おもりの座標x(t) y(t)は独立に単振動する(そ
れぞれの単振動の式に他方の変数が入らな
い)

2.二つの振動数は共通で位相も同じ(正負は
違っても良い)

3.振動数と二つの振幅比は運動方程式から決まっ
てる。つまり、各モードの振動の形がモー
ドごとに決まってる。
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つまり、上の性質を満たすようなモードを表す式を
作っておいて、運動方程式に代入したら良い！
試しに、二重振り子で考えてみる。

�

2つのおもりが同じ振動数かつ同じ位相で独立に振動
するケースは、次の2つ。
この2つが二重振り子のモードであり、一般解は、2
つのモードの重ね合わせとして表現できるとわかる。

一般的にモードを求める方法を整理しておくと、

まず運動方程式を立てる。
↓

モードの重ね合わせ状態じゃなく、うまいこと初期
条件を整えて、

1つのモードで振動してるようなケースを考える。
↓

このとき、xとyは共通の振動ω、共通の位相ωt+φで
振動してるからそれを代入。

↓
この運動方程式を解いたら、モードの単振動の振幅

や振動がわかる。
↓

終わり

さて、おもりの数がN個でも、同じように考えること
ができる。ただし、運動方程式だけじゃなく、境界
条件も含めて、振幅や振動数が決まる。(具体的な計
算は長いので割愛)

まずi番目のモードを求め、Nをさらに大きくしてい
くと、バネについたおもりの数が増えていくので、
最終的には滑らかな曲線として動くヒモの運動が記
述できるようになると考えられる(これを連続体とい
う)。
自由度Nのときのモードから類推すれば、ヒモのモー
ドも記述することができる。
これが波動方程式を満たせばよい。
(波動方程式の導出は付録参照)
境界条件を考えると、モードの波数と振動数が求ま
るので(計算長いので割愛)、弦の振動の一般解が得ら
れる。
未定乗数A1, A2, ••• と位相φ1, φ2, •••は初期条件から
決まる。
ある初期条件下では、fのフーリエ展開の項が現れ
る。
実は、これは、初期値が与えられた微分方程式 (つま
り初期値問題) であり、ニュートン力学の世界では必
ず解けるものである。初期値さえ与えられればその
後の運動は決まる、と信じているからこそ、逆に、
フーリエ展開という数学の定理が成り立つはずだと
予想できるのだ。
A1, A2, •••を求めようと思えば、フーリエ級数展開の
公式を使えば良い。
(フーリエ級数展開が可能であることを認めさえすれ
ば、この公式の確認は、三角関数の和積の公式を用
いて簡単に確認できる)
以上により、連続体の運動を記述することができた。

付録: 波動方程式の導出
弦を微小部分の集合体と見なし、この微小部分につ
いて運動方程式を立てる。テイラー展開による近似
を用いて整理すれば、波動方程式が得られる。詳し
い導出は例えばこのPDFを参照。
http://www.mech.kagoshima-u.ac.jp/~katanoda/基礎
式の導出_ver01.pdf

参考文献: 
1999年(裳華房)小形正男『裳華房テキストシリーズ - 
物理学 振動・波動』第2章-4章
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最後に 
この記事は、ゼミ後に参加者によって書かれたもの
です。執筆者（まとめ作成係）は意図的に発表者に
ならないようにしていました。そのため、正確に理
解出来ていたとは限らない部分もあります。
しかし、参加者が見つけた面白いことを気軽に発表
できる場を目的としており、たとえ理解が完全でな
くても、まずはまとめを仕上げることを優先しまし
た。このことにより理解が深まり、視野を広げるきっ
かけになったと考えています。

謝辞 
「おたすけ」事業への応募を勧めてくださった寺尾
先生、担当教員の比連崎先生、この企画に賛同し、
協力してくれた自主ゼミメンバーの皆様、そして、こ
のような機会をくださり、親身に対応してくださっ
た共同機構の皆様に、感謝致します。
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「おたすけ」報告書 
 

理学部 数物科学科 数物連携コース 
藤本 道子 

 
  ＜きっかけ＞ 

小学生の頃、母に連れて行ってもらった青少年科学の祭典や近所の公民館で行わ

れていた科学クラブに参加し、学校で教わることとは違う、生活の中に溢れる科学

を体験しました。また、本を読むだけでない、実際に手を動かしてものを作る楽し

さもそこで学びました。普段の生活の中で当たり前に思っていたことが科学的根拠

に基づいたものであったことや何事にも理由があることが面白く、私はこれらの体

験を通して理科が好きになりました。 
   大学に進学し、授業で様々な分野の先生方から多くの事を教わり、科学的な教養

を増やすことができました。また授業外においても、自然科学考房主催の企画への

参加を通して、実験と理論との結びつきを感じることもできました。ですが、専門

知識が増えていき、興味がある分野もどんどん増えていく一方で、この先どのよう

な専門に進もうか、将来どのような方向に向かっていこうか、自分の得た知識を生

活の中にどのように生かしていけるのかという疑問が生まれ、いま自分が学んでい

る内容と生活とを結びつけることが難しく思えてきました。そんな中でこの企画を

知り、これをきっかけに何かに挑戦してみたいと思ったとき、私は「生活の中に科

学があふれている」という理科が好きになった原点に立ち返り、自分の進む方向を

決めるきっかけを作りたいと思いました。 
 
＜活動内容＞ 

自然科学考房で手に取ったことがきっかけで、教材として折り紙に関する書籍(12)
や大人の科学マガジンの中から興味のある分野について取り上げられたものをい

くつか選び(1～11)、考察の題材としました。以下これまでに組み立てたり考察し
たものの中からいくつか選んで紹介します。 

  ＊トルネード加速器 （大人の科学マガジン トルネード加湿器） 

    
装置の上部にあるファンによって作り出され

る上昇気流と、側面下部にあるスリットから入

る空気により、装置内にスチームの渦が作り出

される装置です。渦という分野は竜巻をはじめ

とした地球環境をはじめ、数学や物理の分野で

も研究対象となっています。 
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＊᪦のɢᓙᦟ 
 (大人の科学マガジンῆᾸῃᾷᾚᾘᾓᾢ ᪦

のɢᓙᦟ) 

   

  
   スࣆー࢝ーの上に㍕ࡏられたᯈに⣽かい⢏子が㍕ࡏられておりスࣆー࢝ーによ

ってⓎ生される㡢の㧗さや大きさによって様々なᅗᙧが⌧れます。このᅗᙧはクラ

 。ん、ᯈの材㉁やᙧによってᅗᙧがኚしますࢁれ、㡢Ἴはもちࡤᅗᙧとよࢽࢻ
  ＊щႆᩓೞ(大人の科学マガジン Vol. 18) 

      
   クリーンࢠࣝࢿ࢚ーのࡦとつであるある㢼ຊⓎ㟁は、࣌ࣟࣉラのᅇ㌿による㐠動

 。て㟁ຊを得ていますࡏーへኚさࢠࣝࢿ࢚ーを㟁気ࢠࣝࢿ࢚
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とくに、トࣝࢿーࢻ加㏿ჾについてはこのような実験をおこなってみました。 

 
 
 ラスチックᯈࣉ
㉥の実⥺にἢってษり㎸みをい

れ、点⥺で折る。  
↓  
中ᚰに࣎ーࣝ࣌ンなどでくࡰみ

をつくり、ᑤらࡏたࣕࢩー࣌ࣉン

のⰺを่したᾘしࢦムの上にの

 。ラをつくる࣌ࣟࣉࡏ
装置のスッチを入れると、ࣟࣉ

ࣟࣉラはᅇったがほ察してみるとスリットの置ձղճ㸦以下に♧す㸧によって࣌

 。ラのᅇる㏿ᗘや向きが␗なることに気づいた࣌
  

    
ձ とճでは᫂らかに࣌ࣟࣉラのᅇる㏿ᗘが␗なり、ճのうが㏿かった。それが思
㆟だったため、空気のሢを㉁㔞をもった物体とみなし、それからえられる༢

㛫に⩚にあたる空気のもつ㐠動㔞によって࣌ࣟࣉラがᅇ㌿しているとして理由を考

えてみた。⡆༢のためձとճで࣌ࣟࣉラにあたる空気㸦㢼㸧のᙉさは➼しいとする。 
♧ラにあたる前の空気を   で࣌ࣟࣉ                    

す。 
この㢼が࣌ࣟࣉラにあたることで࣌ࣟࣉ

ラが空気にཬࡰすຊ㸦作⏝㸧がാき  
                    のように向きをኚえたと௬ᐃする。このと

きおこる、空気が࣌ࣟࣉラにཬࡰすຊ㸦

フン スリット 
ձ 空気 

ձ ճ 

ղ

㸰 

ճ 

ձ ճ 

------------------ 

------------------ 

------------------ 

------------------ 

A 

B 
C 

A 

C 

B C 

A 

B 
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作⏝㸧によって࣌ࣟࣉラがᅇ㌿していると

考える。 
 
すຊ   は   から   をᘬいたものとなるので、ձとճࡰラが空気にཬ࣌ࣟࣉ

の空気が࣌ࣟࣉラにཬࡰすຊはそれࡒれ下ᅗの    が⾲すようになる。 
 
 
 
 
 
 

ラの㍈㸦㖄➹のⰺ㸧に対してᆶ┤な面上にある、所ㅝỈᖹ方࣌ࣟࣉラをᅇすຊは࣌ࣟࣉ

向のຊ    なのでձとճの      より   はそれࡒれこのようになる。 
 
 
 
 
 
 
これらをẚるとճの方が   が大きくなるので、ճの方がձより᪩くᅇ㌿したので

はないかと思う。 
 

 
また、ᅇ疑問に思ったのは࣌ࣟࣉラの上下で竜巻の

ᙧが␗なることである。࣌ࣟࣉラの下側は㗹ᆺをし

ているのに対し上側はᰕᆺであった。  
どのようなຊがはたらき、竜巻がᰕᆺになるのかと

ても思㆟に思った。 

ձ

ձ 
ճ 

 

B C 

A 

B C 

A 

B C 

A 

ձ

ձ 
ճ 

 

 

 

B C 

A 

108



＜இࢸỆ＞ 

  マガジンにᒓしている࢟ットや㞧ㄅのコラムは大学に進学し難しく考えてしま

っていた理科という分野の面白さを思い㉳こすものであり、中にはコラムだけでなくも

っと学んでみたいと思うような分野もありました。しかしここで取り上げた⌧象は難し

いものが多く、マガジンのコラムや自分の知っている知識だけでははっきりと理ゎで

きないものが多くありました。≉にクラࢽࢻᅗᙧに関しては Web などでㄪたり動画
㸦https://www.youtube.com/watch?v=pi9jR_sy_7A㸧をぢたりして興味がわき、もっと
このクラࢽࢻᅗᙧに関して数学的に物理的に理ゎをしたくなりました。マガジンのᒓ

のような⡆᫆的なものではない装置をうなどしてより本᱁的な実験をしてみたくな

り年ᗘ、理学部数物科学科の自然科学考房が主催する学生企画としてᛂເしたとこࢁ

᥇ᢥされこのクラࢽࢻᅗᙧについて先生からよりヲしく学ࡪᶵをいただきました。⛅

には自然科学考房が主催した子どもࡺめ基㔠に᥇ᢥされたຓᡂ活動である中学生向け

の࣡ークࣙࢩッࣉでこのクラࢽࢻᅗᙧについてとりあげ、中学生に実際にクラࢽࢻᅗᙧ

をみࡏたり組みをㄝ᫂したりしました。自分の興味関ᚰについて考えたり࣡ークࣙࢩ

ッࣉへ参加したりするきっかけとなり、本当によかったと思います。᭱ᚋに、理⣔ዪᛶ

教⫱㛤Ⓨඹྠᶵᵓのⓙ様には、㈨㔠面だけでなくຓゝもいただきました。ありがとうࡈ

 。いましたࡊ
 
参考ᩥ⊩ 
1 大人の科学マガジン Vol. 9   
2 大人の科学マガジン Vol. 13  
3  大人の科学マガジン Vol. 18  
4  大人の科学マガジン Vol. 25  
5  大人の科学マガジン Vol. 27  
6  大人の科学マガジン Vol. 28  
7  大人の科学マガジン Vol. 31  
8  大人の科学マガジン ࣭ࣖ࢜ࢸンࢭンᘧ㊊Ṍ行ࣟ࣎ット  
9  大人の科学マガジン ࢶ࣭ࢱࣝࢹスࢱー  
10 大人の科学マガジン ⩚ࡤたき㣕行ᶵࢭット  
11 大人の科学マガジン トࣝࢿーࢻ加‵ჾ  
  の折り紙数学教ᐊࣝࣁー࣭ࢱクࢻ 12
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おたすけ活動報告書 

 

【 プロローグ 】 

 

　「プログラミングってよくわからない...」「アプリってどうやって作るの？」「電子工作、
できるかな...」 

そんな初心者女子３人が集まって、 

＜メカ ニズムに関して、興味のあることを学び、挑戦する部 活＞ 

その名も「mekabu （めかぶ）」を立ち上げました。 

 

メンバーの専攻科目は、それぞれ、数学、物理、情報。 

大学で学んでいることは少しずつ違うけれど、 

 

「機械に強い女子って、かっこいいよね！」 

「女子の目線で、生活に役立つ新しいアプリを作ろう！」 

「可愛さ重視！電子工作女子を増やしたい！」 

 

と、一致団結した私たちは、 

 

・IT関係に興味を持つメンバーが集まって、勉強会を実施するとともにアプリ制作、電子工

作、ホームページ作成などの活動を実施することによりITに関連する様々なスキルを身につけ

る。 

・得られた成果についてはハッカソン、サイエンス・インカレ等で発表することを目指す。　 

・更には大学や地域に貢献（観光、福祉等）できるようなシステムにまで育てていきたい。』 

 

を目的とし、活動をスタート。 

 

すぐに、メンバー内の情報共有と、情報発信のためにFacebookアカウントを取得。 
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ྠに、ࣈログも㛤ጞ。�#作成についても勉強をጞめました。

 

 

ලయ的な活動内ᐜは㘓の㏻りですが、上グのࣈログでも、┿きで⤂しています。 

。さいࡔぴくࡈࡦࡐ ����S¦¦��uYmekabu.�a�e�ab�o�.com¦ 

 

 

　㸲᭶௨㝆も活動を⥅⥆し、 

・実⏝的なアプリの作成に取りかり、ኟまでの成をめࡊす 

・エラーがከ発したカメラࣔジࣗールをったプログラムの作成、電子工作を⏝いたᑠ物の
作成に取り⤌ࡴ 

 ཧຍする.ack�ン、サイエンス・インカレ、ࢥ࣎࣊・

等をணᐃしています。 

 

また、ᚋはより情報発信にຊをධれて、大学内はもちろん、学እでの▱名ᗘも上がるような
活動にしていきたいと⪃࠼ています。 

 

 ឤۑ

 

・　ᅇ、私たちの⏬を᥇ᢥしていたࡔき、ಶ人では実⌧できなかった活動をスタートする
ことができたことがとてもᎰしいです。#)や電子部ရを㉎ධすることができ、メンバー、一人
とりの活動の⎔ቃができたこと、また、書⡠がそろい、ಶ人で、⮬⏤に勉強ができるようにࡦ
なったことで、ᚋおい㧗めあいながら、活動をしていけるのではないかと⪃࠼ています。
⌧ᅾは<人で活動していますが、情報発信にຊをධれて、大学内はもちろん、学እでの▱名ᗘ
も上がるような活動にしていきたいとᛮいます。ಶ人的には、:=ᖺᗘは実⏝的なアプリの制作
を㐍めたいです。（㕥ᮌ） 
 
・　このおたすけを▱るまでは⮬ຊでᥞ࠼られる⛬ᗘでಶ人の㊃味でやろうかなとᛮっていた
ことが௰㛫がฟ᮶て、大学の༠ຊを得られたことは㦫いたし㠀ᖖにᎰしかったです。まࡔጞ動
したࡤかりではありますがᑗ᮶できることのスࢣールは結ᵓ大きなことになるのではないかな
とᮇᚅしています。また電子工作、機械工作のዟ῝さを実㝿にやってࡳることで実ឤすること
ができました。この⎔ቃを࠼てもら࠼たことに㠀ᖖにឤㅰしています。またこの活動を機に
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㧗専のඛ生や機械にヲしい人と▱りྜうことができたのでᚋもὶを持てたらいいなとᛮ
います。（す） 
 
・　電子工作を一⥴にやれる௰㛫ができたこと、工作をやる⎔ቃ（ᮦᩱや部ᒇ）ができたこと
が9␒Ꮀしいです。0���	��をって'"!やࢭンサーなどの⡆༢なᅇ㊰を実㝿にヨすことがで
き、ᴦしかったです。ᅄ᭶௨㝆も活動を⥅⥆し、エラーがከ発したカメラࣔジࣗールをった
プログラムの作成、電子工作を⏝いたᑠ物の作成に取り⤌ࡴつもりです。また、ࢥ࣎࣊ン
のཧຍや㛤ദもしてࡳたいと⪃࠼ています。また、እ部発信（ࣈログや&�������）するᅇ数
も増やしたいとᛮいます。（ᒣ⏣） 
 

 

 

実施した活動については㘓に⏦ㄳ書の内ᐜにᚑってグ㍕しております。 

 

㘓㸯㸸⏦ㄳ書にグ㍕した活動ィ⏬ 

 

【 活動ィ⏬ 】 

上グの目的を実施するためにḟのような活動を⾜う。 

  

 ᇶᮏ的なスキルの⋓得（ᖹ成㸰㸵ᖺᗘ㹼㸰㸶ᖺᗘ）ۑ

・  ᮏを㈙って勉強会（プログラミング、数学・情報科学、電子ᅇ㊰） 

≉にここでは、これからの㛤発を㐍めてࡺくための⎔ቃなどをỴᐃする。 

ዉⰋ女子大学㹁Ჷ;<9をな活動ሙᡤとし、ẖ㐌ⅆ᭙᪥にはဨで集まり、その㐌の活動ィ
⏬や㐍ᗘ≧ἣを共有する。 

・  電子工作キットを⏝したり、᪤成ရをศゎしたりすることで電子工作のᇶ♏を身につける 

  

ཧ⪃書として 

「スッキリわかる-a�aධ㛛 ➨:∧」 

「㡢ᴦと数学のᕪ」 

「0��u	�oで電子工作をはࡌめよう！はࡌめる電子工作㉸ධ㛛」 

「アプリを作ろうU 0���o	�ධ㛛 0���o	� 5�u�	o∧ 0���o	�@ᑐᛂ」 

「工ලㄞᮏ �o�.; 工ලの「ᇶᮏ」「い᪉」「᭱新トレンࢻ」がイࢳからわかる」 

等がೃ⿵となる。 

  

 制作活動（ᖹ成㸰㸵ᖺᗘ㹼ᖹ成㸰㸶ᖺᗘ）ۑ

・ᦠᖏ・タࣈレットのアプリ制作をおこなう㸬 

・電子工作、テࣀࢡᡭⱁの作ရ制作を⾜う㸬 

　初Ṍ的な電子工作のキットの作成からጞまり、生活を౽で㇏かにするような機械の⮬
作ができるようになることを目指す。 

電子工作の初ᮇのㄢ㢟は、㊥㞳ࢭンサー、動ࢭンサーなどを⏝いて㡢がなる電子ᴦჾ
の作成。人の動きによるయの動、⛣動をࢹータにしてᴦჾを作りたいと⪃࠼ている。ල
య的にはテルミンをったᛂ⏝。ᖜᗈいᖺ௦がᴦしめ、㐠動㊊ゎᾘ、ストレスゎᾘと
つなげていけるものをᵓしている。 

  

・  ホームページ制作（ITのスキルを身につけることを目的にする）（ᖹ成㸰㸵ᖺᗘ㹼ᖹ成㸰㸶
ᖺᗘ） 

　　　��m�等の2eb〇作ᢏ⾡について勉強会を⾜い勉強した内ᐜや作ရを2eb上で⤂し、
これから電子工作をጞめる人のຓけになるような活動を目指す 

　　　制作活動యを㏻して、ࢨࢹインᛶを重視し、≉に、女ᛶからの理学、工学の興味関
心を集められる工ኵをしていきたい。 

  

 成果の発表と⥅⥆的な活動య制（ᖹ成㸰㸶ᖺᗘ）ۑ

・ハッカソン、サイエンス・インカレ等に制作した作ရでᥦฟする 

・サーࢡルとして⥅⥆的な活動を実施できるయ制を作る 

 

112



・  活動のእ部の発信 

・  大学・地域の活動に貢献できるシステムの制作 

  

 

 活動のᴫせと目的ۑ

 
・ 電子工作キットを⏝したり、᪤成ရをศゎしたりすることで電子工作のᇶ♏を身につけ

る 
・ ᦠᖏ・タࣈレットのアプリ制作をおこなう㸬 
・ 電子工作、テࣀࢡᡭⱁの作ရ制作を⾜う㸬 
・ 　初Ṍ的な電子工作のキットの作成からጞまり、生活を౽で㇏かにするような機械の⮬

作ができるようになることを目指す。 
・ ホームページ制作（�$のスキルを身につけることを目的にする） 
・  

 
成果の発表と⥅⥆的な活動య制ۑ （ᖹ成㸰㸶ᖺᗘ） 
 
・　　ハッカソン、サイエンス・インカレ等に制作した作ရでᥦฟする 
・　　サーࢡルとして⥅⥆的な活動を実施できるయ制を作る 
・ 活動のእ部の発信 
・ 大学・地域の活動に貢献できるシステムの制作 
・　　 情報発信のページを作る（活動の様子を⤂、情報・ὶのプラット࢛ࣇーム） 
・　　地域の人㐩にయ㦂してもら࠼る工作、科学ㅮᗙのᩍᮦのᥦ 
 
 ᇶᮏ的なスキルの⋓得（ᖹ成㸰㸵ᖺᗘ㹼㸰㸶ᖺᗘ）ۑ
・ ᮏを㈙って勉強会（プログラミング、数学・情報科学、電子ᅇ㊰） 

≉にここでは、これからの㛤発を㐍めてࡺくための⎔ቃなどをỴᐃする。 
ዉⰋ女子大学㹁Ჷ;<9をな活動ሙᡤとし、ẖ㐌ⅆ᭙᪥にはဨで集まり、その㐌の活動ィ
⏬や㐍ᗘ≧ἣを共有する。 

 
 
㘓㸰㸸活動グ㘓 

 

　:89@ᖺ9:᭶=᪥（ⅆ）　9³㸸88�9>㸸<8　㸾);<9 
・0���	��の⎔ቃタᐃ 
 ¦タンをᢲして'"!が光るプログラム、ᅇ㊰作成࣎・

・はてなࣈログ（�����o� ��	���   ����S¦¦���Y�����Q����������Q��¦  `R 
              ��������   ページ作成 
 
　　:89@ᖺ9:᭶9@᪥（ⅆ）　9³S88� 㸾);<9 

・���によるࣇイル作成 
 
　　:89@ᖺ9:᭶:9᪥（᭶）　9<㸸88�　㸾);<9 

 ーカーを⏝いたᅇ㊰作成ࣆ㹼シのループのプログラム、スࢻ・
 とᢠを⏝いたᅇ㊰作成ࢳトスイッࢡレミのプログラム、タࢻ・
 トレジスタを⏝いたᅇ㊰作成࢛ࣇ・
 `���	� .+の動⏬ᢞ✏_7"30������4・

 
　　:89@ᖺ9:᭶:<᪥（Ỉ）　9:㸸<8�9;㸸<8　㸾ዉⰋ㧗専　ᅵඛ生の◊✲ᐊ 

・シリアル㏻信についてᩍ࠼てもらった 
 レミのプログラム、ᅇ㊰ಟṇࢻ・
・テルミンのయ㦂 

 
　　:89@ᖺ9:᭶:@᪥（㔠）　99㸸9@�　㸾);<9 
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 ⏝ンサーࣔジࣗール（*����スターターキット）のࢭ・
 ࢻウンローࢲを����������ンサーࣔジࣗールのためのࢭ・

 
　　:89³ᖺ9᭶@᪥（ⅆ）　9³㸸88�9=㸸<8　㸾);<9 

・機ᵓから物ရ（0���	��のキット、工ලࢭット、テスター）のཷけ取り 
 ア᥈しࢹンの動⏬㜀ぴ、アイࢥ࣎࣊・
・'"!:ⰍのⅬ⁛プログラム、ᅇ㊰作成 
・'"!の࢙ࣇーࢻイン¦アウトのプログラム、ᅇ㊰作成 

 
     :89³ᖺ9᭶9:᪥（ⅆ）　9³㸸88�　㸾);<9 
             ・機ᵓから物ရ_ࣃソࢥン、ࢭンサーࣔジࣗール、ཧ⪃書`のཷけ取り 
 トのインストールࣇットアップや㛤発ソࢭンのࢥソࣃ・             
 
     :89³ᖺ9᭶9>᪥（ⅆ）　9³㸸88�9=㸸88　㸾);<9 
 トのインストールࣇットアップや㛤発ソࢭンのࢥソࣃ・              
 
     :89³ᖺ:᭶:᪥（ⅆ）　9@S88�9³S88 Ñ);<9 

 ⏝ンサー、'"!ࣔジࣗールのࢭンサーࣔジࣗールキットの ᗘ・‵ᗘࢭ・
・� める電子工作㉸ධ㛛』）ࡌ��では	���バイスの勉強（ࠗ0ࢹ(:

 
　　:89³ᖺ:᭶9>᪥（㔠） 
　　　　　 ・ィ⟬機のศゎ 
 トのインストールࣇットアップや㛤発ソࢭンのࢥソࣃ・ 　　　　　
 
　  :89³ᖺ<᭶@᪥（ᅵ）、<᭶³᪥（᪥）Ñ⚄ᡞᅜ㝿会㆟ሙ 

・➨ᅇサイエンス・インカレぢ学 
 
 
      :89³ᖺ<᭶9³᪥（Ỉ）　9@S88�9=㸸<8Ñ);<9 

・カメラࣔジࣗールの⏝（エラーከ数で成ຌࡏず） 
・ᶍᆺ㣕⾜機作り（ᮌᮦ） 

 
      :89³ᖺ<᭶:;᪥_ᮌ` 
　　　　　 ・㣕⾜機をዉⰋබᅬで㣕ࡤしてࡳる 
 
      :89³ᖺ<᭶:@᪥（㔠） 
　　　　　 ・アプリ㛤発のᇶ♏▱㆑を学⩦（ࠗアプリを作ろう！0����	�ධ㛛』） 
 
　　:89³ᖺ;᭶<8᪥_ᅵ` 
　　　　　・ዉⰋබᅬで㣕⾜会_ࢦム動ຊ` 
ͤ㣕⾜機はᑗ᮶的にࢭンサーをつける、ࣃソࢥンと㏻信さࡏてࢹータを得るなどのᛂ⏝を⪃࠼
ている。またソࣇトウ࢙ア関連のことࡔけでなく、ࢹバイス⮬యを作っていくことにもຊをධ
れていきたい。 
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おたすけの⿵ຓで㉎ධしたࣆンࢡの工ලࢭッ
ト 

 
 
 
おたすけの⿵ຓで㉎ධしたࣃソࢥン 

おたすけの⿵ຓで㉎ධしたࢭンサーࢭット ・"!をⅬ⁛さࡏるᅇ㊰を作成 

 ᗘࢭンサーを⏝いてᩍᐊのẼ と‵ᗘを 
ᐃ 
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ィ⟬機のศゎ 

 
➨㸳ᅇサイエンス・インカレぢ学 

 
㣕⾜機の上ゅをᅛᐃする作ᴗ 

 
ዉⰋබᅬにて㣕⾜機のヨ㐠㌿ 
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おたすけ活動報告書 
 

活動：東京の科学博物館を見学する。 
 
参加者：(敬称略・所属は参加当時のもの) 
・理学部数物科学科物理学コース 2年 津田明日華 
・理学部数物科学科物理学コース 2年 鷺坂奏絵 
・理学部数物科学科数学コース 2年 井波はるな 
・理学部数物科学科数学コース 2年 我如古真夕 
・理学部数物科学科 1年 片岡陽子  
・理学部数物科学科 1年 森繁緑  
・理学部数物科学科 1年 日下部愛子 
・引率者 理学部自然科学考房 教務補佐員 山中聡恵 
 
 
目的：私たちのグループには理学部の SOL(Science Open Labo)に参加した学生や教職課程
を取っている学生、これから自然科学考房（理学部）のプロジェクトの一環として小・中

学生対象のイベントに参加し、科学分野の研究について紹介、指導をしたいという学生が

中心で、教材開発に興味を持っています。また、全員が数物科学科に所属し、コース選択

や研究室選択を控えています。そこで、 
 
1.次回の SOL・イベントへの参加や教育実習に向けて、科学館の展示内容やその方法を実
際に見て、体験することで教材開発の引き出しを増やすこと 

2.原点に立ち返り、「自分自身がどのような分野に興味を抱いているか」を再認識、再確認
することで 2回生のコース選択や 3回生での研究室分属の助けとしたい 

 
という点を目的とし、科学館へ行ってみたいと考えました。 
奈良県内だけでなく、近畿地方には興味深い展示をしている科学館は多くあります。こ

れらの全ての施設に行けるとよいのですが、実際には、時間がない、入館料や交通費の負

担が大きい、などの問題があり、近畿地方にあっても学生には気軽に行ける施設ではあり

ません。 
科学博物館は全国にもたくさんあります。小学生や中学生の時に地元の科学博物館へ見学

に行ったことのある学生も多いですが、科学館というと、やはり物理学や天文学、生物学

の展示のイメージが強いと思います。しかしながら物理学や化学などと関係の深い数学分

野の展示は、特別展示・常設展示ともに少ないのが現状です。そのなかでも、特に数学を

中心とした常設展示を行っている科学博物館は、東京のリス―ピアと数学体験館の二つだ
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けです。また、ᴗ博物館としての科学博物館も関すにはとんどなく、やはり東京に㞟

中しています。ࢭンࢱーఇみのᖹ日を⏝し、これらの科学博物館を中心として、日㡭奈

良や近畿地方にఫんでいては⡆༢に行くことのできない科学館に実際に行ってみたい、と

いう思いからこの活動を⏬しました。 
 
日程：  
1᭶ 13日（Ỉ）ᤵᴗᚋ 

近㕲奈良Ѝ東京へ 
ᚚᚐ⏫にてᐟἩ 
 

1᭶ 14日（ᮌ） 
   ྎሙ ࢽࢯー・࢚クスプローࣛࢧイ࢚ンス  
   ⯪の科学館 日ᮏ科学ᮍ᮶館  
   ᭷明 リスーピア  
   ᚚᚐ⏫にてᐟἩ 
 
1᭶ 15日（㔠） 
   ➉ᶫ 科学ᢏ⾡館  
   㣤田ᶫ 数学体験館 
   東京Ѝ近㕲奈良へ 
 
活動を⤊えて：  
・小さいこࢁの「ᴦしい」という気持ちと、さまࡊまな▱識を身につけたあとの「ᴦしい」

には㐪いがあった。 
・学んだこととリンクする部分にも「科学館のᴦしさ」を見出せるようになったし、その

ような体験が習にもつながるとឤࡌた。 
・ᴗ科学館では、そのᴗが持つᢏ⾡を通ࡌてᵝࠎな現象について体験できた。またᕷ

Ⴀの科学館では、原理やᢏ⾡が⏝いられる現ሙ、それらが抱える問題点をゎㄝなどから学

 。たࡌることが㐪っているようにឤれの特ᚩにより学ࡒことができ、それࡪ
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ϩ ୰➼ᩍ⫱ᨵ㠉ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

⌮ᩘ◊✲ 
吉田信也(学共㏻・理系女性教育開発共同機構) 

奈良女子大学の「理系女性教育開発共同機構」の「中等教育ᨵ㠉ࢡ࢙ࢪࣟࣉト」と㸪奈

良女子大学附属中等教育学校の SSH の 2 つのࢡ࢙ࢪࣟࣉトは㸪目的が共㏻している㒊ศが

多い。そこで㸪大学と附属中等教育学校が༠働して㸪中等教育における理数教育のᨵ㠉を

行うたࡵ㸪2015 年 4 ᭶に「理数研究会」を立ࡆୖࡕた。 
⌧ᅾの中等教育では㸪一᪉では大学ධ試を最⤊目的として「ຮ強させる」教育があり㸪

᪉では「学ࡧから㏨㉮する」生徒たࡕをᘬきṆࡵられない教育がある。なぜ学ࡪのかを

かにし㸪学ࡧたいというពḧをかきたてる教育ෆᐜ・教ᮦ・᪉ἲの研究㸪実㊶があまり

にもᑡないのが⌧実であろう。ᇶ♏的・ᇶ本的なෆᐜの教育はᙜ↛㸪大ษであるが㸪生徒

たࡕの「これは何㸽」「これはどこでえるの㸽 ᙺに立つの㸽」「これはどこに㏻じてい

るの㸽」等の問に⟅えることなく㸪「ᑗ᮶だよ㸪そのうࡕศかるよ」と教科のᯟ組み㸪学

校教育のᯟ組みの中にとどまっていては㸪学ࡧからの㏨㉮はなくならない。 
えば㸪理科・数学においては㸪⮬↛⌧象や⌧実社会をᤊえるのに㸪⮬↛科学や社会科

学がどのような手ẁを⏝いるのか㸪数学がいかに㐨ල・言ㄒとして᭷⏝であるかをయ㦂・

学⩦する㸪言いえれば㸪数学と科学の一య性を感じ㸪数学と科学でこの社会・ୡ⏺を見

てゎᯒする᪉ἲを学ࡪなどの学⩦活動㸪教育ෆᐜ㸪教ᮦが必要である。つまり㸪 
 ᩥ⬦的な学⩦・教ᮦ㸪ストーࣜーのある教ᮦ 

が必要であり㸪ồࡵられていると⪃える。 
௨ୖのことから㸪「共同機構」と附属中等教育学校の理科・数学科・SSH ௵等で༠議を

行い㸪下グの概要で「理数研究会」を発足させた。まだ出発して 2 年であり㸪試行㘒ㄗを

しつつ進ࡵているところであるが㸪理科と数学科の教ဨがΰ合でࣝࢢーࣉを作り㸪教科に

こだわらない教育ෆᐜ㸪教ᮦの研究・開発を行っている。 
1㸬ᙧᘧ 

(1) ᭶に 1 ᅇ⛬度㸪実する 
 に実するࣝࣈࢩキࣞࣇᙧᘧ㸪ᶍᨃ授ᴗᙧᘧ㸪ㅮ₇ᙧᘧなど㸪ෆᐜにᛂじて࣑ࢮ (2)
(3) ᑗ᮶的には㸪県ෆ・県እの教ဨにもཧຍしてもらう 

2㸬ෆᐜ 
(1) ᪤Ꮡ教科にこだわらず㸪ᩥ⬦的な学⩦・教ᮦ㸪ストーࣜーのある教ᮦを研究 
(2) 研究ෆᐜを授ᴗとして構成し㸪実㊶ 
(3) ᑗ᮶的には㸪大学教ဨによる授ᴗを、附属中等教育学校のࣜ࢝キ࣒ࣗࣛの中に実⌧ 

3㸬Ⓨಙ 
(1) 研究の成果を公開するたࡵに㸪「理数ࢩン࣒࢘ࢪ࣏」を開ദする 
(2) 成果はࢵࣞࢡࢵࣈト・副ㄞ本等のᙧで発หするとともに㸪Web でも公開する 
 
ḟ࣌ーࢪ௨㝆は㸪理数研究会の概ᛕᅗと㸪その研究成果を公開した「理数ࢩン࣒࢘ࢪ࣏」

の㈨ᩱである。  
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奈良女子大学附属中等教育学校　第３期SSH　概要図

科学技術イノベーターの育成

ESD

「共創力」を育む６年一貫カリキュラム

探究活動の深化
（総合的な学習・学校設定科目）

授業内容の高度化
（理科・数学科・情報科）
リベラルアーツの育成

自然科学リテラシーの育成

公州大学校＆英才教育院
忠南科学高校　（韓国）

国立中山大学附属国光高級中学
高雄女子高級中学校　（台湾）

Regent , Yishun Town Secondary School
lNan Chiau High School（シンガポール）

国際交流連携校

ISSS

大学教員・研究者との連携
観の形成

視点の往還
グローバル　 ローカル

地域の素材の中から
自然科学を学ぶ

世界的な自然科学の課題
を地域の視点から探求する

世界遺産学習
統計処理

プレゼンテーション

培われた自然科学観から
現代的課題を研究する

協
働
型
研
究
（
発
展
期
）
協
働
型
探
求
（
充
実
期
）
協
働
型
学
習
（
基
礎
期
）

「研究ノート」
を使用した
研究指導

Science Issues
サイエンス・イシューズ

イノベーターキャンプ

先
進
的
な
視
野
の
育
成

興
味 

関
心 

意
欲
の
育
成

基
礎
・
基
本
の
徹
底

連携大学・研究所

数学探究Ⅰ・Ⅱ
自然探究Ⅰ・Ⅱ
数学的活動の重視
問題解決能力の育成

テクノロジーの活用

観察・実験の重視
数学化サイクルの重視

数学基礎Ⅰ・Ⅱ
理科基礎Ⅰ・Ⅱ

科学観・自然観の涵養
高度な専門性

理数の専門教科

研究開発した
ブックレット・
テキストの出版

卒業生追跡調査
研究ノートの作成・検証

自然科学に関する基本的な知識と技能を持ち、科学的根拠に基づいて
判断・主張・行動ができる、21世紀に必要とされる教養を備えた市民の育成

サイエンス
研究会

数学 , 物理 , 化学 , 生物 , 地学
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3.

4.

height

5.

int[]x=new int [10]; x 10

x[0],x[1],x[2],…,x[9] 10

for(int i=0;i<10;i++){

}

i 0 10

1 {}
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int else if
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Sieve of Eratosthenes

1 2 A

A A

int n=1000;

int[] A=new int[n];

void setup(){

for(int i=2;i<n;i++){

for(int j=i;j<n;j=j+i){

A[j]++;

}

}

for(int i=2;i<n;i++){

if(A[i]==1){print(i+",");}

}

}

1 100 1 2 2

3 3 4

4 100
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universal gravitation

3

2

http://rikanet2.jst.go.jp/contents/cp0320a/contents/rekishi/answer07/index.html

3

int n=3;

float[] x=new float[n]; float[] y=new float[n];

float[] vx=new float[n]; float[] vy=new float[n];

float[] m=new float[n];

void setup() {

size(700, 700);

x[0]=400; y[0]=500;  m[0]=500;  vx[0]=0;  vy[0]=0;

x[1]=500;  y[1]=500;  m[1]=10;  vx[1]=0;  vy[1]=-2;

x[2]=600;  y[2]=350;  m[2]=15;  vx[2]=0;  vy[2]=1.5;

}

void draw() {

fill(204, 5);

rect(0, 0, width, height);

for (int i=0; i<n; i++) {

x[i]+=vx[i];

y[i]+=vy[i];

fill(0);    ellipse(x[i], y[i], pow(m[i], 0.5)+1, pow(m[i], 0.5)+1);

}
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for (int i=0; i<n; i++) {

for (int j=0; j<n; j++) {

if (i!=j) {

float r=dist(x[i], y[i], x[j], y[j]);

float a=m[j]/r/r;

vx[i]+=a*(x[j]-x[i])/r;

vy[i]+=a*(y[j]-y[i])/r;

}

}

}

}

(x,y) (vx,vy)

(vx,vy) (ax,ay)

2

1 x1,y1) (vx1,vy1)

2 x2,y2) (vx2,vy2)
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ʳ§àĬȮ˃ƃĬFɸFĒYMFśǦD=!?ɩN?$)ʶ§œĬȮ˃

ŸƮÒĳFŖȮAǣɔʴ

186



ȍʺʼĒ ɸFĉYDʝ[?!ZƃĬD=!?Ȱ#Z 2 
ʳ§àĬȮ˃ƃĬFɸFĒYMFśǦD=!?ɩN?$)ʶ§œĬȮ˃

ŸƮÒĳFŖȮAǣɔʴ 

ȍʺʽĒ ǝFő^Ȱ#Z 1 
ʳ§àĬȮ˃ɸFĉYFǝFőFǣǨD=!?Ȱ#?$)ʶ§œĬȮ˃

ŸƮÒĳFŖȮAǣɔʴ 

ȍʺʾĒ ǝFő^Ȱ#Z 2 
ʳ§àĬȮ˃ɸFĉYFǝFőFǣǨD=!?Ȱ#?$)ʶ§œĬȮ˃

ŸƮÒĳFŖȮAǣɔʴ 

 
ŲŐȱ˃ 
� ȍ 1Ē˃ľ�ʢʶȍ 2Ēˇȍ 8Ē˃ĶÒ%#@ʶȍ 9Ēˇȍ 15Ē˃Ȼɴȝ 
Ūȩɞ¾FƉǆ˃���}UÕŅȏ^ȤāǳDɞ¾3Z6  
Ūȩɞ¾ãā˃ 
� Ĵʬ�ŸƮġ���} 50%ʶŸƮŦŋ�ŸƮMFóæŋ 30%ʶÕŅ 20% 
ȸ»{is}�ɯƆ 
1LADy SCIENCE BOOKLET 6�f��j�ɧƟ I� ʷĚƟȦ�r ĥȼĦĩģĬǣȖĦŞ

ƂȴʓǱÐăƷƲʴʁ ĶÒ%#@�ĶÒɆɀ 
2LADy SCIENCE BOOKLET 3�ʰƨǥF9SFȃĬɪƅFƙ'Ɖ�r ĥȼĦĩģĬǣȖ
ĦŞƂȴʓǱÐăƷƲʴʁ ĶÒ%#@ɀ 
3Ȼɴȝ»Ū�ĀŸƮg�r��{is} 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
ʻʸŸƮİƊÒĳʳȍ 2Ēˇȍ 15Ēʴ 
§2-1ʳȍ 2Ēˇȍ 8Ēʴ 
ȍʻĒ� � � ȃĬŮɅAªʭAF=' ! 
� ƌ.\ţɬ1C!@Ǧ!?!Z8ȃĬ98ŮɅ9A!"ɖȿD=!?ʶƍǿǳD8ȃĬ

AGº%98ŮɅAGº%9D=!?Ȱ#?Q96/XDʶªʭAȃĬUŮɅAF%%]

Y^ʶù°%Xɼ°P@Fƻüǳ§İ^ɷP#?Ʊɒ196 
 
ȍʼĒ� � � ȃĬǳAGB"!"-A% 
� ȃĬF¡Ǫ@ņǦ/[ZȃĬǳCƉǆ(Scientific Method)D=!?ʶ1§İDĚ>)ʶ
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ベーシックサイエンス II　 
担当: 山下靖 ・ 増田暢 ・ 和田葉子 

概要 
この講義はベーシックサイエンス I に続くものとして、2017年度の後期に開講された。I と同様、
理系だけに限らず全ての学生に向けられたもので、「文系の学生が科学について学ぶ機会は少な
く、理系の学生も広い視野に立って科学を考えることなしに専門に進むことが多い」という状況
のもと、「幅広い科学の活動の一端を講義するとともに、学問をする上で自分の考えを正確に言
葉で表現するための方法を講義する」（シラバスより抜粋）ことを目的としている。ただし、後
述するように、内容は I と完全に独立である。 

初回に山下による全体的なイントロダクションがあり、続く14回のうち前半部を増田、後半部を
和田が担当した。 

講義の内容は、基本的に各担当者の考えに任せて決定された。各担当者は、周りにいる学生の意
見や、自分が学生時代に感じていた事、また共同機構での様々な活動のフィードバック等を念頭に、
各々が理想的だと考える講義の形を自由に模索した。そのため、”ベーシック”という名前ではあ
るものの、中身はやや実験的で一般的な基礎科学の講義やオムニバス形式の授業とは大きく性格
が異なっている。詳細については、前半部・後半部それぞれに独立した章を立てて記述する。 
履修者数は17名であり、その内訳は以下の通りである。なお数名の学生からは、講義の存在自体
を知らなかったとの声が履修登録期間の後に寄せられた。次回以降、広報面について改善の余地
があるかも知れない。 

このうち11名が、実際に単位を取得した。少数ではあるが、科学に特化した内容であるにも関わ
らず文系の学生の受講があったのは良い点だった。（シラバスの冊子内での位置が文系の学生に
とってわかりづらかった、という分析があり、前述の広報面の工夫により受講者数が増加するこ
とは考えられる。）ただし、それらの学生に内容を十分に伝えられていたかどうかについては、来
年度に向けて検討していくつもりである。 

成績評価は、前半部・後半部それぞれの担当者のつけた点数の合計により行った。 

人文社会学科 ４回生
情報科学科 ４回生
数学科 ４回生
数学科 ４回生
物理科学科 ４回生
情報科学科 ４回生
情報科学科 ４回生
数学コース ３回生
数学コース ２回生
数学コース ２回生

理学部　数物科学科 １回生
理学部　数物科学科 １回生
理学部　数物科学科 １回生
生物科学コース １回生
食物栄養学科 １回生
食物栄養学科 １回生
生活文化学科 １回生
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最後に、この講義の中で『科学を専門とせず、教職などに就く予定もない人が、教養として科学を
学ぶ意味はあるのか』という疑問を取り上げたことに対して、数名の学生がコメントを寄せてくれ
た。これらのコメントは、担当者以外にとっても参考になる部分があると思うので、ここに掲載し
ておく。 

• 教養として科学を学ぶ意味についてですが、どこかで役に立つかもしれないからだと思います。
文系でも統計は良く使われますし、言語学の説明に数学的な考え方が用いられるらしい、と
いう話を耳にしたことがあります。直接的には関係がなくても、深く理解していると何かしら
助けられそうだと思います。 
もし、全く関連していなくて、応用できそうになくても、自分とは全然異なる方法で世界をと
らえていると知ることは価値があると考えています。 

• 私は、理系の立場として、大学で教養として古代史についての講義をとっています。 
なぜ、教養で古代史を受講しようと思ったのかというと、就職して、大人になってからは自分
が学びたいと強く思わないと自分で勉強する機会はありません。 
大学という、あらゆる分野の教育を受ける機会があるときに少しでも興味を持った分野を勉
強することで、自分の中の教養が豊かになれば、今後の生活で役立つ日がくるかもしれない
と思います。 
だから、文系、理系、将来の職に関係なく、様々な分野を平等に学ぶ機会が与えられる大学
の教養の講義は意味があると私は思います。 

• 政治や経済についての考え方を、様々な人の考え方を理解した上で構築するため。様々な分
野について知れば知るほど、自分の考えも深くなるし、きちんと考えられることが多くなる。 
例えば、文系の人で、数学のことをさわった人とそうでない人の違いで、スーパーコンピュー
ター「京」に対する考えが変わり、理系の人においても、歴史や考古学について知っているか
知らないかで、古墳などに対する考え方が変わる。 

• 私は文系ですが、例えば歴史学などで深く研究をする際には物理や数学の知識がないとわか
らない点もあるため文系の学生でも物理や数学を勉強することで将来役に立つことは多いと
思います。 

• 一般教養として数学や物理を学ぶ理由は、その考え方が日常的に大切だからだと思います。数
学や物理は、専門職につかなければなかなか使うことがないですが、それらは論理的に考え
ることになります。順序立てたり、分類したりしながら考えることは、日常的に有効な考え方
なのだと思います。 

• 数学や物理を勉強するのは好きだから、ではだめなのでしょうか？ 
※得意とは違います。 
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ベーシックサイエンス II（前半部） 
増田　暢 

　前半部は、物理に関係することを中心に扱った。学生が興味を持ちやすいように、テーマには、音
楽・視覚・文様などの実際に感じられるものを選んだ。これらは子供の頃に抱く興味や疑問とつなが
りが深く、動機に結びつきやすいと考えたからである。その上で狙いとしたことを箇条書きにすると 

• 対称性や固有振動のように、物理・数学・化学など色々な文脈で重要になる考え方を中心に据え
て、各々の話題とこれらの概念との繋がりについて説明する。

• 科学というものについて考える上での最も基本的な前提として『科学にはわからないことが結構あ
り、どこが難しいかということすら、具体的に考えてみなければわからない』ことを見せる。

• 自分で何か調べたり考えたりすることの練習になるように、枠組みを自分で設定する必要があるよ
うな自由度の高い課題を扱う。

授業の形としては、課題を与えて小集団で議論させる計画だった。が、講義が始まってみると、予定
した通りに進まないことが多く、大いに難渋した。もともと用意していた課題は学生に適さない（難
しい、もしくは抽象的すぎる）ことがわかり、具体的なものに差し替えた上で、講義内容についても
変更が必要になった。また、前提知識は必要ないが、考える力は本格的に必要な課題というのは、様々
な受講者の混ざったクラスでは扱いが難しいこともわかった。特に、説明が一部の学生にとっては冗長
であるのに、他の学生には伝わらないという状態に何度も陥った。これらの理由から、今回の試みの
成果については悲観的であり、授業アンケートの結果のうちの否定的な部分に関しては、もっぱら私の
担当した前半部に責任があるものと考えている。 
　ただ、各回の感想やレポートなどを読むと、一部の学生は講義内容をかなりよく理解していたこと
もわかった。以下に、授業後に寄せられた学生からの感想の一部を載せる。 

（各回の感想からの抜粋） 
•対称なものは普段の生活でもよく見るけど分類することができることを知りませんでした。対称線を
引いて分類するのは、すごくおもしろかったです。

•立体でも文様を式で数学的に表せることがおもしろいです。こんなに上手くConway記号で表現でき
るという、この発見をしたConwayさんに興味がわきました。世の中のことがここまですんなりわか
ると逆に少し怖いです…。 

•今回、平面ではなく、球面上の文様についてcostを考えてみて   について対称性の個数と
関係があるという事におもしろいと思った。このような定理を導くために、発見した人は色々調べた
のだと思うと、ただただすごいと思う。

•文様の分類記号のつけ方は思ったよりも難しく（中略）説明されれば分かるが、一人で作業するのは
大変だった。しかし、文様の分類は楽しかった。

•今日の授業は少しむずかしかったです。よくわからなかったです。音色は、科学的に考えると、単純
なものではなく、すごく複雑だなと思いました。

•自分は回転数の話にはあまり興味をもてなかったのですが、それを深く研究する人は何か魅力を感じ
ているのだろうなと思うと不思議でした。（中略）少しでも実用的なものだとわかると多少は気にな
るのですが…

2 − 2 g :g
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概して、平面の繰り返し文様の分類に対しては、定理に驚いた、興味を惹かれた、などの好意的な感想
が（数学・物理系ではない学生からも）多く寄せられた。一方、波に関する話題については、音楽に
関連することなので興味があるという声とともに、難しかったという率直な意見が何通かよせられた。
次年度に向けて考えるべきことが多いが、これらの感想などを元に検討していきたい。 

実施概要 

第２回（10月17日） 
対称性の概念について（絵画や音楽、建築、装飾、言語、記号などとの関係） 
子供の頃に抱いていた疑問について思い出す 
(事後学習: 授業で紹介された疑問について調べてみる、身近なもののもつ対称性を探してみる) 

第３回（10月24日） 
平面の繰り返し文様の持つ対称性（平行移動、鏡映、旋回、すべり鏡映）、文様の記号化 
3次元結晶群の話、結晶学への応用の話（X線構造解析、DNAなど生体分子の構造解析など） 
(事後学習: 身のまわりにある文様をさがしてみる) 

第４回（10月31日） 
Conway記号、costの計算、Conwayの魔法の定理、平面の繰り返し文様が17種であること 
(事後学習: 身近にある平面繰り返し文様の分類) 

第５回（11月7日） 
対称性と変換について、オービフォルドと基本領域、球面上の繰り返し文様の分類 
波に関連する現象の話 
(事前学習: 折り紙で多面体を作る、事後学習: 身近なものを球面上の模様と見て対称性を分類する) 

第６回（11月14日） 
音楽と物理、音階の数理、音階の歴史と音楽史 
波長と振動数、弦の固有振動、波の干渉とX線構造解析の話 
(事後学習: 授業内容の復習と理解、興味を持った音楽を聴いてみる) 

第７回（11月21日） 
固有振動に関わる現象、身の回りの振動現象、うずの起こす振動現象 
共振を利用した科学おもちゃ、３dプリンタと回転数、右と左の対称性（シオマネキのハサミなど） 
(事後学習: Dr. NIM について考えてみる) 

第８回（11月28日） 
未解明の自然現象の紹介、ラジオメータをめぐる歴史的な論争、赤外線、料理と物理 
(事後学習:授業内容の復習と理解) 

第９回（12月19日） 
未解明の自然現象の紹介（補足、インクの実験）、平面の文様の分類定理（補足） 
(事後学習:授業内容の復習と理解) 

成績評価基準：　各回の感想（感想、学んだことなどを書く）　　　60%　 
レポート 40%
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SCORE (Science camp of CORE of stem in Japan) 2016 
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人間文化研究科生物科学専攻
理系女性教育開発共同機構

連絡先：鍵和田
kagiwada@cc.nara-wu.ac.jp

6th NWU-UOL 
Minisymposium on Biosciences
Feb 28 (Tue) 13:00- A202

　国際交流協定締結校である英国レスター大学と本学大学院人間文化研究科生物科学専
攻の大学院生による生物科学に関するミニシンポジウムを行います。

　口頭発表とそれに続いて行われるポスター発表および懇親会の２部構成です。生物科
学全般に興味のある学生、留学を考えている学生、レスター大学学生と交流してみたい
学生は是非参加してください。

使用言語：英語
13:00-16:00 口頭発表
16:00- ポスター発表・懇親会

口頭発表者
University of Leicester
 Pooyeh Farahmand Molecular & Cell Biology
 Chelsea Morgan Molecular & Cell Biology
奈良女子大学
 増田　成美 生物科学専攻
 城山　裕美 生物科学専攻
 伊東　芙美花 生物科学専攻
 鍛　　祥子 生物科学専攻
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奈良女子大学 理学部�

 
レスター大学ELTU教員による�

理系のための�
プレゼン英語力養成講座 

 
本学の交換留学先として人気の高い英国レスター大学において、ELTU（English Language 
Teaching Unit）は英語教育を専門にあつかう部門であり、20 年以上にわたり数多くの留学生を
含む大学生・大学院生の英語力開発を行ってきました。昨年度に引き続き、ELTUから留学生の教
育経験豊富な教員２名を迎え、国際学会などでの研究発表に向けて、英会話・プレゼンスキルな
どの向上を目指したワークショップを行います。４日間のワークショップは理系を強く意識して
おり、前半２日間はより基礎的、後半２日間はより高度に設定されており、受講希望者は４日間
連続（オススメ）、もしくは一方の２日間のみを受講することができます。なお、受講料は大学
が負担します（「自然科学を生涯のキャリアとする女性リーダー養成プログラム」）。 
 
 

Ⅰ Academic English for STEM�
(Intermediate) 

日時：2017 年３月 21、22 日（火、水）9:30 - 16:00 
場所：Z103 (ディープ・アクティブ・ラーニングルーム） 

対象目安：大学生、大学院生、若手教員 
 

Ⅱ Academic English Skills�
(Advanced)  

日時：2017 年３月 23、24 日（木、金）9:30 - 16:00 
場所：Z103 (ディープ・アクティブ・ラーニングルーム） 

対象目安：大学院生、若手教員 
 

受講希望者は、氏名・所属・学年・メールアドレス 
希望コース（I と II の両方, I のみ、II のみ、から選択）を 
2/28 日までに下記のアドレスのいずれかにメールで知ら
せてください。なお、最大受講人数は 16名で、希望者多
数の場合は調整を予定しています。 

 
 数学： 村井（murai@cc.nara-wu.ac.jp） 
 物理科学： 下村（maya@cc.nara-wu.ac.jp） 
 化学： 高島（hiroshi@cc.nara-wu.ac.jp） 
 生物科学： 西井（ichiron@cc.nara-wu.ac.jp） 
 環境&情報： 高須（takasu@ics.nara-wu.ac.jp）  

English Language Teaching Unit 

Russell Mayne 先生 

Louise Pullen 先生 

ELTU教員の紹介 
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LADy SCIENCE BOOKLET

文化としての数学を
吉田信也

CORE of STEM  2015

1

LADy SCIENCE BOOKLET
文化としての数学を
生徒論文集

奈良女子大学附属中等教育学校
5年生

CORE of STEM  2015

2
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LADy SCIENCE BOOKLET
高校生のための
科学論文の書き方

寺内かえで

CORE of STEM  2015

3

LADy SCIENCE BOOKLET

数理科学入門
吉田信也

CORE of STEM  2015

4

「進路選択に関する意識調査」
に係る報告（2015 年春実施）

寺内かえで・吉田信也・小路田泰直

5

6

エネルギー読本Ⅰ
－　基本編　－

寺内かえで
寺内　衛

6

6
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2015 z{%��%D:@F%Y»  2015 z{%��%D:@F  
 

�  
v»�m�%�vW¤v%²Ä  3D MSVA ^���eu.�v¡x·  
  

専門性の追求と専門性からの自由
―科学史から未来を読む―

米田隆恒

6

７

科学の言語としての数学

吉田信也・川口慎二
小林　毅・片桐民陽

6

8

ちょっと科学へより道

増田　暢

6
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３D プリンターで魅せる
化学と数学の世界

中前佳奈子・船越　紫
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文系・理系をどう考えるか

船越　紫
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これでわかる！
ノーベル賞受賞の理由

林井久樹・吉川尚男・高橋智彦
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CORE of STEM 2015
活動報告書

6
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